
平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費 社会育課(内線 :7943)

6項社会教育費

l自 社会教育総務費 (単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

とっとり県民カレッ 居者収入)

ジ事業 7. 031 8. 149 61. 118 13 7. 018 

トータルコスト 13. 243千円(前年度14.340千円)

[正職員:0.8入、非常勤職員:1. 0人、臨時的任用職員O.3人]
主な業務内容 主催講座の企画・実施、入学者の募集・管理、連携機関との調整等

工程表的政賢目IU指揮) 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の目的・概要

活力ある地域社会をつくるため、「いつでもJrどこでもJ学ぶことができる環境づくりを進

めるとともに、様々な教育機関と連携しながら、県民の多様なニーズに応える体系的、総合的

な学習機会を提供する。

あわせて、設立から 20年が経過した「とっとり県民カレッジ」を社会の変化や時j七の要請に応え

たものとするよう運営のあり方を検討する。

2 事業内容 (単位・千円)

区分 予算額 事 業 内 ，廿d匙ヲ・

企画運営費 216 0とっとり県民カレッジ運営委員会の開催
とっと LJ \I!~カレ2ジ白描車

講座開催費 2. 058 0主催講座「未来をひらく鳥取学」の開催

回一一一「一世一一

全県で9講座(資料代:年間1.000円) mea同u胞~U 

0テレビ・ビデオ・インターネットを活用

して講座等を視聴する在宅学習の支援

Ir未来主をひ寵ら謹〈島直理学l|ll|l 大阜連香携市宿日賃講開塵座専の入学者管理 4.757 0他機関との連携による学習機会の提供

県・市町村・大学・団体等の講座を「県民

カレッジ連携講座」とし、入学者をはじめ

広く県民に情報提供

0入学者への学習奨励

取得単位に応じて「奨励賞」、「とっとりマナビスト」、「とっとり

マスター」の称号等を授与し、学習意欲向上を促す。

合計 7. 031 

3 これまでの取組状況

(1)とっとり県民カレッジの創設

-平成元年に「鳥取県生涯教育推進構怨」を策定し、平成5年に鳥取県生涯学習審議会の答申

を受け、「県民カレッジ構想策定委員会」、次いで「県民カレッジ開設準備委員会Jを設置し

た。

-平成7年に知事を学長とした「とっとり県民カレッジ」を開設した。

(2 )主催講座「未来をひらく鳥取学」受講者数

耳22 H23 H24 H25 H26 
903名 1. 082名 900名 796名 733名
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費 社会教育課(内線 751 9) 
6項社会教育費

5目 青少年社会教育施設費 (単位.千円)

財 源 内 訳l

事業名 本年度 前 年 度 比較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

船上山少年自然の家 (使用料)

運営費 35， 952 33， 971 1， 981 1， 092 33， 689 
(諸収入)

1. 171 
トータルコスト 66， 236千円(前年度58，736千円) [正職員:3.9人、非常勤職員:2. 2人]
主な業務内容 入所者の受入れ、施設の維持管理等

工程表町政賢目標(指揮) 生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の目的・概要
船上山少年自然の家の運営及び施設の維持管理を行う。

2 事業内容
区 分 予算額 事 業 内 ?ff. 
人件費 8，050 非常勤職員

(技術指導支援員 1名、ボイラー技士1名、事務職員 l名)等

管理運営費 27， 902 施設設備の維持管理経費
委託料(警備、給食業務、清掃・設備保守点検等)、事務的経費、

備品購入費等

合計 35， 952 

船上山少年自然の家 (諸収入)

事業費 3， 690 3， 326 364 565 3. 125 

トータルコス ト 12， 232千円(前年度8，743千円) [正職員:1. 1人、非常勤職員:O. 5人]
主な 業務内容 主催事業の企画・実施等

工程去の政責目標(指揮) 生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の目的・概要

船上山での自然体験活動を通じ、心豊かな活力ある少年を育成するため、船上山少年自然の

家の各種主催事業を実施する。

2 事業内容

実施予定時期 事 業 内 h廿今

4月 船上山さくら祭り(町との共催、クフフト・体験コーナー等)

5月 (新)スキルアップセミナー(学生ボランァィア育成)

[委託]ロッククライミング&ツリーイング教室

8月 イングリッシュキャンプ in1ft. Senjyo (英会話主体で行うキャンプ)

9月 ファミリ キャンプ

1 0丹 ハートフルキャンプ ln船上山(不主主校傾向の児童生徒対象のキャン7")

6月、 II月、 3月 ちっちゃい探検隊(ハイキング、レクリエーション等)

1 2月 船上山アカデミー(学習と交流体験)

1、2月 ウインタ フェスァィパル(スキ 、そり等)

通年 教育支援センターと連携した不登校児童生徒体験活動を実施
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費 社会教育課(内線:7519) 
6項社会教育費
5目 青少年社会教育施設費 (単位:千円)

M 源 内 訳

事業名 本年度 前 年 度 比較 備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

大山青年の家運営 (使用料)
費 35.432 36. 457 ム1， 025 2. 047 32. 298 

(諸収入)
1， 087 

ト タルコスト 60. 280千円(前年度61，222千円) [正職員:3. 2人、非常勤職員:3. 0人]
主 な業務内 容 入所者の受入れ、施設の維持管理等
工程表町政置目!U指揮) 生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな大間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

事業の目的・概要
大山青年の家の運営及び施設の維持管理を行う。

2 事業内容
区 分 予算額 事 業 内 ~ 
人件費 7. 815 非常勤職員

(技術指導支援員 1名、ボイラー技士 1名、事務職員 1名)等

管理運営費 27， 617 施設設備の維持管理経費
委託料(警備、給食業務、清掃・設備保守点検等)、事務的経費等

合計 35.432 

I大山」自然が友だ (諸収入)
ち ときめき“本 4. 005 3. 913 92 795 3. 210 
物"体験事業
ト タJレコスト 9.441千円(前年度9.330千円) [正職員:0.7人]
主な業務'内容 主催事業の企画・実施等
工程表町政貫目標(指富) 生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

事業の目的・概要
大山での自然体験活動を通じ、心豊かな活力ある青少年を育成するため、大山青年の家の各

種主催事業を実施する。

2 事業内容
実施予定時期 事 業 内 ~ゴ宮'ー

4月 [ 部委託]春の親子フェスァイバル(各種体験活動、ゲ ム等)
5月 [委託]親子エンジョイカヌ 、大山ファミリ 登山、

自然体験活動実践道場(指導者養成講座)
6月 (新)大山歴史探訪、在学青年交歓のつどい(学生ポフンァィア育成)

7月 生涯学習実践道場(県内実践者の事例発表・交涜会)、
大山体感実践道場(写真・絵画・漫画の作品づくり)
大山わくわく探検隊 (4泊5日の長期キャンプ)

8月 防災キャンプ
9月 はじめての冒険(キャンプ、カヌー等)

10月 [部委託]秋祭り(各種体験活動、ゲム等)
11月、 12月 エンジョイファミリ (親子お泊り会)

1月 [委託]親子エンジョイスキー
2月 歩くスキ のつどい(クロスカントリ スキ ) 

通年 教育支援センタ と連携した不登校児童生徒体験活動を実施
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料
10款教育費 社会教育課(内線:7519) 
6項社会 教育費
5目青少年社会教育施設費 一 (単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金起債 その他一般財源

長期宿泊体験学習モデ

ル事業 1， 949 1， 864 .85 1， 949 

トータルコスト 4， 279千円(前年度3，412千円) [IE職員:0.3人]

主な業務内容 長期宿泊体験学習の企画・実施、事前事後調査、プログフムの開発
工程表の施策目標(指標) 生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要
県立青少年社会教育施設において長期宿泊体験学習を行うことにより、子どもたちの協調

性・自主性を育むとともに、人間関係を形成する力を育てる。

2 事業内容
船上山少年自然の家・大山青年の家において、教育課程に組み込む事のできる長期宿泊 (4

泊5日程度)を伴う自然体験プログラムを県事業としてモデル的に実施し、その成果等を検
証しながら、より効果的な体験学習プログラムの開発を行い、市町村でのスムーズな事業実
施につなげる。

対 象 モデル校3校指定:小学校高学年
船上山少年自然の家・・・東部・中部
大山青年の家 -西部

人 数 l学年X3校
、

助成 対象 -パス賃借料、教材費、保険料等
-食費及びシーツ代(要保護・準要保護児童分)

活動内容の例 野外炊事(家庭)
谷川探検(体育・理科)
星空観察(理科)
クラフト(図ヱ)
※(  )内は教育課程に組み込む事のできる教科の例
※国語・算数などの授業も行う
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費 社会教育課(内線:7519) 
6項社会教育費

. ，・<ム4・E
事二二書 、-‘--

九 、ー可r-I.!L.. I I ~" 

財 源 内 訳
事業名 本年度 前年度 比較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

生涯学習センター 居者収入)

運営費 90， 113 91， 620 ム1， 507 730 89， 383 

トータルコスト 91， 666千円(前年度93，168千円) [正職員 0.2人]
主な業務内容 指定管理者への委託金支払事務、連絡調整、備品の購入、備品貸付変更契約

等

工担毒自政露目~ (指事) 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の目的・概要

利用者のニーズに対応した管理運営とサービスの向上、民間手法の導入等による管理運営経

費の節減を図るため、平成 18年度から県立生涯学習センターの管理運営を指定管理者に委託

している。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事 業 内 容

管理運営費 86， 419 0指定管理者に対する施設の管理運営委託

[委託期間]平成26年4月1日~平成31年3月31日

【指定管理者] 公主主財団法人鳥取県教育文化財団

[期間中の委託料] 432， 095千円 (86，419千円X5年間)

臨時的経費 3， 694 0音響設備機器購入費(更新)

合計 90， 113 
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 図書館 <0857-26-8155) 

3目 図書館費 (単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比 較
M 源 内 訳

備 考
国庫支出金 起 債 その他 一般財源

ヘ

生きるカを育むとっ 2， 228 I. 003 1， 225 2， 228 

とり学校図書館活用

教育推進事業

トータルコスト 9， 217千円(前年度6，420千円) [正職員:O. 9人]

主な業務内容 両等学校・特別支援学校図書館等への資料・情報提供、研修等

工程表の施策目標守鞠 生涯学習の環境整備と活動支援、学力向上の推進、人的・物的な教育資源の充実

事業内容の説明

事業の概要

児童生徒の主体的な学ぶカを育成する学校図書館活用教育を推進するため、鳥取県立図書館に

「学校図書館支援センター」を設置し、学校教育をパックアップする。

また、就学前から小、中、高等学校まで、一貫した見通しを持った「とっとり学校図書館活用

教育推進ビジョン」を策定するとともに、「とっとり学校図書館活用教育ハンドブック Jを作成

し、学校図書館関係職員の能力向上に資する研修を充実させ、学校現場での図書館活用教育を推

進する。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

(新) 「とっとり学校図書館活 958 「鳥取県学校図書館活用教育のあり方検討委員会」を設置し、就学前か

用教育推進ビジョンJの策定 ら高校までを見通した学校図書館活用教育の指針を策定し、教育委員会

-学校全体で共通理解を図る。

(新) 「とっとり学校図書館活 317 上記ビジョンを踏まえ、学校図書館活用教育を具体的に進めるためのハ

用教育ハンドブック」の作成 ンドブックを作成し、指導力を担保する。

学校図書館職員スキルアップ研 588 学校図書館関係職員の能力向上に資する研修を実施する。

修 -学校図書館司書研修会(主に高校司書対象)

-児童生徒の学ぶ意欲を育てる講座(主に小中学校関係職員対象)

-学校図書館支援員等派遣研修(市町村行う研修会へ講師派遣)

「学校図書館に行こうキャンペ 365 高校生の図書館利用を促し、社会への関心を高めるため学校・公共図書

一ン」の実施 館資料を使ったクイズを実施する.参加者には、生徒がデザインしたし

おりをプレゼントする。

合計 2， 228 

3 これまでの取組状況・改善点

-平成26年度に県立図書館に学校図書館支援員2名を配置し、学校図書館研修会等の研修会や、

小・中・高校・特別支援学校関係への支援員の派遣研修、訪問相談等を実施している。

-これらの研修は、各自治体の教育長、学校長等から歓迎の芦をいただいており、また司書教諭、

学校司書からも、専門的な立場で指導や助言をもらい、学校図書館の活性化につながると好評

である。

-しかし、県内で2名しかいない支援員では、全県の全ての学校を日常的にバックアップするこ

とができず、県として体系的に支援できる仕組みを整える必要がある。
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S司

10款教育費

6項社会教育費

3目図 書館費

事 業 名

(新)県立図書館関

平成27年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度 比 較
財源

国庫支出金起債

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

館 25周年記念事業 L 532 。L 532 L 532 

トータルコスト 3， 085千円(前年度O千円) [正職員:0.2人]

主な業務内容 開館25周年記念シンポジウムの開催・キャンペーンの実施

工程表の施筑目標絡協 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

鳥取県立図書館が現在の場所に移転オープンしてから25年が経過することを記念して、これま

での事業の到達点を踏まえつつ新たな公共図書館の目指すべき役割を考える事業を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

開館25周年記念シンポジウ 860 県立図書館の開館25周年を機に、当館がミッションと

ム「ディスカバー図書館in する「県民に役立ち地域に貢献する図書館Jの姿と今

とっとり3-地方創生に公 後のあり方について、また、図書館の機能や活用法、

共図書館はどう貢献するの 今後の公共図書館に求められる役割ゃあり方につい
か-Jの開催 て、広〈県民と一緒に考えるシンポジウムを開催す

る。

「図書館に行こう l本を読 672 図書館の利用をさらに増やすため、来館や利用及び読

もう!!キャンペーン」の実 書を促すキャンペーンを実施する。

施

図i霊Z長喜謀重著書長雪時間し議

くことを るめの業を行

-読

貯を喚金起通す帳型るたのめ印刷、個物人を配の読布書すのる履。

合計 1， 532 
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10款教育費

6項社会教育費

3目 図書館費

事 業 名

平成27年度一般会計当初予算説明資料

本 年 度 前年度 比較

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

財源内訳

国庫支出金起債 その他一般財源
備考

図書館ビジネス支援

推進事業 921 993 ム72 921 

トータルコスト 7. 133千円(前年度7.184千円) [正職員:O. 8人]

主な業務内容 図書館のビジネス支援サービスの利活用の促進のための事業実施

工程表の茄凍目標倍程再 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

1 事業の概要

図書館が提供できるビジネス情報や機能を周知するため、図書館の活用方法を紹介するセミ

ナーや広報活動等を実施し、県民、特に企業関係者、農林水産業者、産業支援機関にPRする。
県立図書館の専門資料や調査機能を活用し、全県域での図書館のビジネス支援体制を推進する

ため、地元の図書館と協力し、中西部地域におけるビジネス支援サービスの定着に取り組む。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

ビジネスライブラリーフォ 550 県民、企業関係者、図書館関係者、行政関係者が一堂

ーラム「地域産業を支える に会し、地域産業の振興に貢献する図書館の可能性を

公共図書館の可能性Jの開 考えるフォーラムを開催し、中西部地域でのビジネス
催 支援サービスの定着を図る。

(臨) 「図書館で夢を実現 291 ビジネス支援サービスを周知するため、図書館活用が

しました大賞」の実施 課題解決につながった事例を募集し、その中から優れ

た事例を選出しストーリーを漫画化し、広く県民に周

知する。

鳥取県立図書館職員による 50 倉吉市立図書館、米子市立図書館を会場に、県立図書

「ビジネス情報相談会」の 館職員と市町村図書館職員による相談会を毎月l回開

開催 催し、相談者が求めるビジネス情報を調査し提供す

る。

県内産業イベントにおける 30 県内で開催される創業塾や6次産業化セミナーなどで

出前図書館等の実施 出前図書館を実施し、図書館を利用しない県民に対し

ても図書館資料やデータベース、ビジネス支援サーピ

ス等を周知する。

合計 921 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会 教育費

3目図書館費

事 業 名 本年度

くらしに役立つ図書

館推進事業 4. 161 

前年度 比 較
財源

国庫支出金起債

5. 599 ム1.438

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

内訳
備 考

その他一般財源

4. 161 

トータルコスト 21， 244千円(前年度22.625千円) [正職員 2. 2人]

主な業務内容 県民生活の課題解決を支援するサービス提供及びそのための環境整備

工程表の茄斑目標信欄 生涯学習の環境整備と活動支援

|事業内容の説明

1 事業の概要

図書館が所蔵する多様な資料や、専門職としての司書の能力を最大限に生かし、地域の情報

拠点として、県民の情報要求に応え、県民の生活課題に即した情報提供を実現する。

特に、県民の関心が高い健康情報の提供や高齢者サービス、障がい者への県民の理解、啓発を

図るための取組が、全県に広がるような取組を推進する。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

(新) 「図書館で健康長 563 「図書館で健康長寿」を県民に普及させるための取組

寿」普及事業 を行う。

「いきいき健康長寿」普及用パンフレット作成

「いきいき健康長寿j連携モデル事業の実施

-音読教室リーダー養成研修の実施

「いきいき健康長寿リレー講演会Jの開催

商用データベース・専門雑 2. 420 利用者の高度化する情報要求に応えるため、商用デー

誌の提供 タベースを継続導入するとともに、専門雑誌を継続購

入すでる。

専門分野別研修の受講 1， 050 利用者の高度化する情報要求に応えるため、職員の情

報検索スキル向上と資料の保存技術の向上等を習得す

る研修に参加する。

県立図書館のサービスと機 92 県内各地で開催されるイベントで出前図書館を実施す

能を知らせる広報活動 る。

手話言語条例制定啓発事業 36 月1回「手話で楽しむおはなし会Jを開催するなど、

手話の普及や県民の理解促進を図る。

合計 4. 161 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料
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図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源 内訳

備考
国庫支出金起債 その他一般財源

(財産収入)

郷土情報発信事業 6， 760 12; 356 1'>.5， 596 233 6， 517 
(諸収入)

10 
トータルコスト 30， 055千円(前年度35，573円) [正職員:3.0入、非常勤職員:1.0人]

主な業務内容 郷土資料の収集・保存、普及・啓発、情報発信、郷土資料室の運営

工衛蜘施凍目標脂働 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

優れた郷土資料の収集・保存を進め伝承するとともに、市町村や学校図書館と連携し、郷土

資料の普及・啓発を行い、利用促進を図る。

また、鳥取県出身の文学者及び鳥取県を舞台にした優れた文学作品を魅力的に発信する。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

ふるさとの歴史再発見事業 1. 454 資料展「戦後70年のあゆみ」、講演会「近代日本文学にお

ける鳥取Jを開催するとともに、郷土関係資料のテーマ展

示を市町村や学校図書館と連携して開催し、郷土関係資料

の普及を図る。

郷土文学者情報発信事業 3， 741 鳥取県ゆかりの文学者について、その生涯や業績・作品を

紹介する「郷土出身文学者シリーズJを発行し、県の魅力

を県内外に発信する (27年度は、生誕110周年を迎える大江

賢次を予定)。

「文字・活字文化の日」記 235 「文字・活字文化の日Jを記念した普及事業(地方出版文

念事業 化功労賞受賞者の記念講演会、資料展「鳥取ゆかりの文学

散歩J)を実施する。

地域資料データベース等サ 1. 330 地元新聞の記事データベースや県内の研究機関等の研究誌

ーピス事業 の内容検索サービスの提供をするロ

合計 6， 760 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

3自図書館費

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財源

国庫支出金起債

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

(諸収入)

環日本海図書館交流 11， 299 12， 183 ム884 24 11， 275 

事業

トータルコスト 17， 511千円(前年度19，148千円) [正職員:0.8人、非常勤職員:2.0人]

主な業務内容 海外諸国の資料収集・提供、国際理解促進のための事業実施

環日本海交流室の運営

工程表の最深目標銘欄 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

事業の概要

鳥取県が進めている環日本海諸国との交流や、さらなるグローパル化にともなう幅広い国際

交流や国際理解の促進を支援するために、環日本海交流室の機能を拡充し、広く海外情報を収集

-提供することに努める。

また、英語教育や国際理解教育の推進等、世界で活躍する人材育成につながる情報収集・提供

に努める。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

(臨)環日本海交流室開室 589 国際交流支援のための情報収集・提供や、世界で活躍するグ

20周年記念及び国際交流ラ ローバルな人材育成に果たす図書館の役割を広く県民の方々

イプラリー開設l周年記念事 に知っていただくため、環日本海交流室開設20周年及び国際

業 交流ライブラリー開設1周年を記念したフォーラムを開催す

る。

図書交換事業 856 図書交換等に関する協定を結んでいる韓国・中国・ロシアの

図書館と資料、情報の交換を行う。

海外に関する資料の収集整 3， 551 特色ある資料収集等に努め、資料提供の向上、充実を図る。

備・提供の促進 また、所蔵資料の目的別、利用者別のリスト化を進め、ホー

ムページ等を利用して公開する.

海外に関する情報発信 556 海外諸国に関する情報を発信・提供及び資料の利活用促進を

図る。また、講演会を開催し県民の国際交流の理解に寄与す

る。

語学・歴史・文化等学習支 74 翻訳絵本の読み聞かせを行うなど、子どもたちに外国の吉語

援事業 や文化に親しむ機会を提供する。

非常勤職員の配置 5， 673 環日本海交流室担当 (2名)を配置する。

合計 11. 299 
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10款教育費

6項社会教育費

3自 図書館費

平成27年度一般会計当初予算説明資料

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財源

国庫支出金起債

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

子ども読書活動推進 1， 204 324 880 1， 204 

事業

トータルコスト 15， 958千円(前年度15，802千円) [正職員:1.9人l

主な業務内容 子どもの読書推進を図る事業の実施、児童図書室の運営等

工程表の茄策目標銘燭 生涯学習の環境整備と活動支援、豊かな人間性・社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

1 事業の概要

乳幼児期からの子どもの読書推進を図るため、子どもたちに日常接する職員(幼稚園教諭、保

育士、公共図書館職員等)の養成や、市町村図書館児童図書部門の支援を行う。

また、本が大好きな子どもと、子育てに絵本や図書館を利用する父親を増やすため、絵本の読

み聞かせをする父親「読みメン」を増やす取組を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

(新) 「読みメンになろ 901 読み聞かせを男性が行う「読みメンJを普及させる

う!Jプロジェクト事業 キャンペーンを開催するとともに、市町村図書館や

子育て支援センターなどに取組を普及する。

「読みメンパークinとっとり」の開催

-普及用ポスター、リーフレットの作成

-読みメンてちょうの回布

-読みメン司書による絵本の読み聞かせ

「幼児の成長を育む本の講 303 公共図書館職員、幼稚園・保育所職員、学校職員等

座」の開催 を対象に、子どもが言葉に対する感覚や言葉で表現

する力を養うために、理論と具体的方法を学ぶ講座

を東中西部で開催する。

合計 1， 204 
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

3目 図書館費
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事 業 名 本年度 前 年 度 比 較
員オ 源 内 訳

備考
国庫支出金 起 債 その他 一般財源

市町村図書館等協力 7， 151 7， 648 ム497 7， 151 

支援事業

トータルコスト 26， 564千円(前年度27，769千円) [正職員:2. 5人、非常勤職員:2. 0人]
" 
主な業務内容 市町村立図書館への資料・情報提供

工程表わ施策目標骨嵐菊 生涯学習の環境整備と活動支援、学力向上の推進、人的・物的な教育資源の

充実
事業内容の説明

1 事業の概要

県内市町村図書館等に対して職員研修と訪問相談を実施することで、各館職員のスキルアップと図

書館サービスの充実に資する。

また、県立図書館と市町村図書館等を結ぶ物流・連携のネットワークを構築することで、全県民へ

の県立図書館資料とサービスの提供と、各館間の連携推進を実現する。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

市町村図書館職員スキルアッ 597 市町村図書館・教育委員会等の要望に応じて、県立図書館の司書が講

ア研修講師派遣事業 師として出向き、市町村図書館司書等へ研修を実施し、専門性の向上

や学校図書館の学習支援機能を高める研修を実施する。

訪問相談事業 181 市町村立図書館、大学図書館、県立病院図書室、試験研究機関、協力

機関などへ必要に応じて訪問し、課題解決に向けた意見・情報交換を

行う。

県立図書館資料等の配送・回 6，373 リクエスト図書の宅配便による貸出、県内協力機関への資料・展示物

収事業 などの配送と回収などを行う。

合計 7， 151 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

3目 図書館費

図書館 (0857-26-8155)

(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源 内訳

備考
国庫支出金起債 その他一般財源

(基金繰入金l

図書館運営費 229， 423 227， 555 1， 868 6. 000 222， 843 

(諸収入)

580 

トータルコスト 329， 592千円(前年度327，388千円}[正職員:12. 9人、非常勤職員:12. 0人]

主な業務内容 図書館運営全般に係る業務

工程表の施策目標銘欄 生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明 【「鳥取県こども未来基金」充当事業]

1 事業の概要

県立図書館の管理運営、資料整備を行う。

今年度は図書館システムのリース期間満了に伴う契約更新及びエレベーターのリニューアル

(実施設計)を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

図書館管理運営費 124， 536 図書館協議会の開催

図書館業務の管理運営等

図書館システムの契約更新、管理運営等

施設設備の維持管理等

資料購入整理費 104， 887 図書館資料整備

逐次刊行物資料整備

資料整理用経費等

1 合計 229， 423 

ー142-

ベl



平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

1項教育総務費 人権教育課(内線:7535) 
5目 教育振興費 (単位.千円)

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財源 内訳

備 考
国庫支出金起債 その他一般財源

(新)地域と共に創 3，521 。3，521 3，521 
るとっとり人権教育
事業
ト タノレコスト 6，627千円(前年度0千円) [正職員:0.4人]
主な業務内容 人権教育プログアム作成協力校及び作成委員会での指導助酉
Z草島蜘施策目標絡協 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

1 事業の概要
学校・家庭・地域が連携して、いじめの防止等のための効果的な研究実践を行い、その成果を

人権教育プログラム集として県内に普及させる。

2 事業内容
O人権教育プログラム作成協力校

作成協力校4校(小学校2、中学校2)を指定し、児童生徒向け人権教育プログラムを作成
する。

O人権教育プログラム作成委員会
市町村人権教育推進員等で作成委員会を組織し、 PTA研修向け人権教育プログラムを作成

する。

区 分 事業内容 予算額(千円)

学校 各校が、自校の問題意識に応じた人権教育プログアム(学 1，305 
校教育編)を作成する。

地域 市町村人権教育推進員・人権教育アドバイザ 等が、各 1，030 
校の取組に合わせて人権教育プログラム(社会教育編)
を作成する。

J 

家庭 作成協力校PTAで社会教育編を実践する。 236 

学校・家庭 各校・ PTA等で、それぞれの問題意識に応じた特色あ 950 
-地域 る取組を企画・実施する。

合 計 3，521 

3 これまでの取組状況
平成26年度までは、生活につながるとっとり人権教育創造事業において、いじめ、不登校等

の防止に資する人権教育の授業研究会を支援し、研究成果の普及を図ってきた。

学校教育においては一定の成果を上げてきたところだが、学校・家庭・地域の教育力を有機的
につなげる必要があることから、連携して取組む事業に発展的に再構築する。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
1項教育総務費
5日 教育振興費

人権教育課(内線 :7535)
(単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
財源 内訳

備考
国庫支出金起債 その他一般財源

学校人権教育振興事
業 2， 064 2，064 。 2，064 

ト タjレコスト 19， 924千円(前年度19，864千円) [正職員:2. 3人]
主な業務内容 人権教育に携わる教職員に対する研修会や協議会の開催

指導主事による学校等への訪問指導・助言
工程表の施策目標骨鯛 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

1 事業の概要
学校教育における人権教育の推進・充実のため、研修会の開催や学校への指導・助言を行う。

2 事業内容
-人権教育主任等を対象とした研修会・協議会等の開催
-各学校等における人権教育の推進の手法や課題についての指導・助言

人権教育実践事業 2， 350 2， 350 。2， 200 150 

ト タルコスト 4， 680千円(前年度4，672千円) [正職員:O. 3人]
主な業務内容 学校・地域が抱える人権教育推進上の課題解決に向けた取組の研究
工程表の施策目標指楊 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要
研究指定校・推進地域を指定し、それぞれの学校や地域が抱えている人権教育推進上の課題解

決のための指導方法等の在り方を研究する。
その成果を全県に普及し、一人一人を大切にした教育を充実させ、児童生徒の人権意識を効果

的に育成する。

2 事業内容
地域及び学校を指定じ、人権意識を培うための学校教育の在り方について、学校、家庭、地域

が連携した実践方法の研究を委託する。(国 10/10)
-地域指定(1地域) 1， 0 0.0千円/地域
-学校指定 (6校) 200千円/校
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
l項教育総務費
5目教育振興費

人権教育課(内線 :7535)
(単位:千円)

事 業・名 本年度 前年度 比較
財源 内訳

備考
国庫支出金起債 その他一般財源

県立学校人権教育推
進支援事業 3，025 3， 109 ム84 3， 025 

ト タルコスト 13， 896千円(前年度13，944千円) [正職員:1. 4人]
主な業務内容 県立学校における教職員・児童生徒の人権教育推進活動
工程表の茄謙目標世醐 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進
事業内容の説明

事業の概要
人権教育推進上の課題を解決するため、全ての県立学校において「鳥取県人権教育基本方針ー

第 1次改訂ー」に基づいて実施される事業を支援する。

2 事業内容
県立学校が自校の人権教育推進上の課題等に基づいて、工夫しながら自主的に立案・実施する

活動に対する支援を行う。
-人権教育の授業改善の取組(教職員対象)
-人権教育講演会、研修会の取組(児童生徒・保護者対象)
-フィールドワークの取組(児童生徒対象)
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

l項教育総務費 人権教育課(内線 :7516)
7目 育英奨学事業費 L単位:雫円)

1 -4-，.，.，_ 1 "'*'=_ 1 LI_ .... 1 財源内訳 | 
事業名|本 年 度 | 前 年 度 |比較 備考| 1 "" -，-D<. 1 ru "A 1国庫支出金|起 債|その他|一般財源|

1 1 1 1 1 1 (諸収入)1 
奨学資金債権回収事1 7，8141 8， 1261 ム3121 1 1 201 7，794 
業 1 1 1 1 1 1 1 
トータルコスト 115; 579千円(前年度15，865千円) [正職員:1. 0人、非常勤職員:2.0人]
主な業務内容 |奨学資金返還金徴収業務(電話督促・戸別訪問)、法的措置、サーピサー委託

工程表の施策目標脂掬|安全、安心な教育環境の整備

事業内容の説明
1 事業の概要

鳥取県教育委員会が所管する奨学金の返還未収金について、徴収を促進する取組を行う。

2 事業内容
区分

納付勧奨専門員の
配置
(非常勤職員2名)

債権回収会社(サ「

ζ土じ旦重重
法的措置等の実施

合計

(単位:千円)
予算額| 事 業 内 容

奨学資金返還未緋僚の加を効果的に防ぐため、納付勧奨を専門と
5， 1141する非常勤職員(納肘勧捜専門員)を配置し、債権回収業務の円滑な

促進を図る。

2， 0001文書督促等では返還が進まない未納者を対象に、電話や戸別訪問
による債権回収を専門とする業者へ委託する。

7001高額な未納者及びその保証人等に対し、催告状の送付や法的錯置
|(支払督促や強制執行等)を実施する。一

7，814 

3 これまでの取組状況、改善点

・奨学金の未納状況(平成26年12月末現在)
奨 学金名 | 未納金額

})田
学一校一

一大一高一

-
(
一
(
-
計

金
一
金
一
金
一

資
一
資
一
資
一

励
一
学
一
学
一
合

奨
一
奨
一
奨
一

学
一
基
英
一

進
一
育
一
育
一

2億1.415万円

L旦旦E
8，498万円

3億1.674万円

備考

(S62年度制度創設 H13年度新規採用終了)

H17年度貸与業務終了
(S36年度制度創設)継続中

(H14年度制度創設)継続中

-育英奨学資金(高校)の返還者の急増により返還未納者も急増しているため、納付勧奨専門

員による継続的な納付勧奨(電話督促等)を少額未納者に対しでも行った。

・資力があるにも関わらず自主的な返還をしない未納者に対しては、法的措置を念頭におき厳

正に返還を求めた。

-平成26年度法的措置の実施状況(平成何年12月末現在)

| 申立件数 | 返還実績 I I I 差押件数

法的措置! (金額u j 15査制執行! (金額~全酬による問
1 19件 1 .，o-.=m 1 ド円・ 4 ・.1 1件|
1 'nn ._:::~T 1 256万円 11 1 'nnn """.L.2~ 1 389， 557円|(804万円) 1 """N " 1 1 1 (389，557円)1 

-平成26年度債権回収会社(サーピサー)の回収状況

1 委託債権 ! 回収状況(平成26年12月末現在)
区分・人数 |回収済額 |未回収額

完済 1 37名15， 869千円| ー

347名分|一部返還(継続中) 1 178名15， 207千円141. 668千円

79，241千円|未返還(交渉中) 1 132名| ー 1 26，497千円

計 1 347名111. 076千円 168， 165千円

差押金額
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費
l項教育総務費 人権教育課(内線 :7516)
7目 育英奨学事業費 (単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源 内 訳

備 考
国庫支出金起債 その他 般財源

(諸収入)
進学奨励事業 74.538 77. 042 ム2.504 70. 662 3. 876 

トータJレコスト 82. 303千円(前年度84.781千円) [正職員:1. 0人、非常勤職員:O. 7人]
主な業務内容 進学奨励資金返還金収納業務(調定・督促・猶予・免除)
工程表の描策目標脂楊 安全、安心な教育環境の整備
事業内容の説明

事業の概要
地域改善対策特別措置法に基づ、いて行った鳥取県進学奨励資金の返還金収納業務を行う。

2 事業内容
平成13年度をもって廃止した鳥取県進学奨励資金に係る次の業務
-国庫償還金(収入した返還金の3分の2に相当する金額を国へ償還)
-納付書、督促状の発行などの返還金収納業務及び債権管理業務

県育英会助成事業 24. 799 21. 996 2. 803 24. 799 

ト『タルコスト 28. 6s2千円(前年度25.s_66千円) [正職員:O. 5人]
主な業務内容 補助金交付事務、寮の運営指導業務
工程表の施策目標欄 安全、安心な教育環境の整備
事業内容の説明

事業の概要
東京で学生寮を設置運営する、公益財団法人鳥取県育英会に対する支媛を行う。

2 事業内容 (単位:千円)
区分 補助金額 内 ?if. 補助率

人件費補助 17. 357 寮長及び学生寮指導員に係る人件費に対する補助 10/10 

給食委託料補助 5. 554 給食業務委託料に対する補助 1/2 

営繕補修費補助 1. 888 清和寮漏水改修工事設計委託等に要する費用に対する補助 10/10 

合計 24. 799 

3 これまでの取組状況
0学生寮入寮者数の推移(各年度4月1日現在)

H21 H22 H23 H24 H25 H26 
明倫館[定員73名]

67 73 68 61 52 67 
(男子寮、東京都世田谷区)

清和寮[定員74名] 56 74 63 57 62 65 
(女子寮、東京都豊島区)

0定員充足に向けた取組
-推薦入試等で早期に入学が決定する学生に向けた、早期の申込受付を開始した。(平成26年
度入寮生から)

-県教委のホームページ、県政だよりや教育広報「とっとり夢ひろば」等の広報媒体による PR
のほか、寮長等による学校訪問などを行い、学生寮の周知に努めている。(従来からの取組)

'.県育英会独自のホームページを平成25年12月1;::開設した。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
l項教育 総務費 人権教育課(内線 :7541)

(単位:千円)7目 育英奨学事業費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源 内 訳

備考
国庫支出金起債 その他 般財源

倒産収対
育英奨学事業 799.467 538.947 260. 520 216 144 .524.474 

僅金繰入金)
274; 613 
(諸収入)

20 
トータルコスト 809. 562千円(前年度549.008千円) [正職員:1. 3人、非常勤職員:O. 6人]
主な業務内容 進学資金助成金交付事務、定時制課程・適信制課程修学奨励金貸与事務、育英

奨学資金(高校・大学)の貸与・返還事務
工程表の施策目標持関 安全、安心な教育環境の整備
事業内容の説明 [r鳥取県授業料減免・奨学金等基金」充当事業]

事業の慨要
県内に住所を有する者の子等で、大学・高等学校等に進学する者のうち、経済的理由により修

学が困難である者に対し、奨学資金等の貸し付け又は助成を行う。

2 事業内容 L単位:千円)
区分 予算額 事 業 内 ?if. ヨー

大学等進学資金助 2.480 大学、専修学校等への進学に際して、金融機関から進学資金を借
成金 り入れた者に対して利子の一部を助成する。

-大学・専修(専門)借入上限 50万円、上限利率2.0%
-各種学校等 借入上限120万円、上限利率2.0% 
-県内予備校 借入上限 50万円、上限利率2.0% 

高等学校定時制課 840 高等学校定時制課程・通信制課程に在学する勤労学生の修学を奨
程・通信制課程修 励するため、奨学資金を貸与する。
学奨励金 -貸与月額14.000円(無利子)
鳥取県育英奨学資 6. 899 育英奨学資金貸与・返還に係る以下の事務に要する経費(非常勤
金貸与・返還事務 職員 2名を配置)

-育英奨学生選考委員会の開催
-貸与(内定)決定、貸付け
-納付書送付、債権管理

鳥取県授業料減免 144 国の平成21年度第l次補正予算の高等学校授業料減免等支援臨時
-奨学金基金等積 交付金により造成した f鳥取県授業料減免・奨学金等基金」の運用
立金 益を当該基金に積立てる経費。
鳥取県授業料減免 274.613 基金事業の終了に伴い余剰金を国庫返還する。
-奨学金基金等返
還金
奨学金シスァム再 11. 473 奨学金シスァムの再構築に要する経費
構築費
育英奨学事業特別 503.018 育英奨学事業特別会計への繰出金
会計繰出金

合計 799. 467 
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

1項教育総務費

7回 育英奨学事業費

人権教育課(内線 :7541)

(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 ~t 較
財 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

高校生等奨学給付金 120，497 43， 206 77，291 40， 132 80，365 

事業

ト タルコスト 122， 827千円(前年度45，528千円) [正職員:O. 3人]

主な業務内容 高校生等奨学給付金の交付事務

工程表の施策目標t欄 安全、安心な教育環境の整備

事業内容の説明

事業の概要

全ての意志ある生徒が安心して教育を受けられるよう、授業料以外の教育費負担を軽減するた

め、低所得世帯の生徒に対して奨学のための給付金を給付する。

2 事業内容

【支給要件]

-非課税世帯(特別支援学校高等部生徒を除く)。

-保護者、親権者等が本県に在住していること。

-就学支援金支給対象である学校(高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校(1~3 
年生)、専修学校高等課程等)に在学している者。

-平成 26年度入学者から学年進行で実施。

[支給額】

区分、 支給年額
予算

支給対象見込(ぷ) 支給見込額(円)

①生活保護受給世帯
国公立 32.300円 58 1.873.400 

86 
私立 52.6∞円 28 1.472.800 

①'生活保護世帯(通信)
国公立 32，3∞円 2 64，600 

4 
私立 52，600円 2 105，200 

②世第帯1子の高校生等がいる 国公立 37，4∞円 722 27，002，800 
908 

私立 39，8∞円 186 7.402，800 

②'第1子(通信)
国公立 36，500円 14 511，000 

20 
私立 38，1∞円 自 228，600 

@等が23いが歳るい未世る満世帯ので帯扶第養2子され以て降いのる高兄校・姉生 国公立 129，7∞円 494 64，071，800 
622 

私立 138，0∞円 128 17，664，000 

③'第Z子以降(通信)
国公立 36，5∞円 。 。。
私立 38，1∞円 。 。

合計s':i; :'町L

一 l ω 一日

1，640 1，640 川 120，397，000

[予算額の内訳】

-給付 金 120， 397千円

-標準事務費 100千円

3 これまでの取組状況

-既存の貸与型の奨学事業は平成27年度以降も引き続き実施する。

(平成27年度新規貸与枠 高校生等:700人、大学生等:240人)
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
6項社会教育費
l自 社会教育総務費

人権教育課(内線:7534) 
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源 内 訳

備考
国庫支出金起債 その他 般財源

人権尊重のまちづく
り推進支援事業 1， 231 1， 308 ム77 1， 231 

トータJレコスト 10， 549千円(前年度10，595千円) [正職員:1.2人]
主な業務内容 市町村を訪問しての研究協議会の実施、市町村担当者会の開催
工程表の腕目標t醐 社会全体で取り組む教育の推進、生涯学習の環境整備と活動支援
事業内容の説明

事業の概要
地域社会における人権尊重のまちづくりを住民一人一人が主体者として進められるよう、市町

村と連携を図りながら、市町村が行う人権教育施策、住民学習の充実に対する支援を行う。

2 事業内容
(1)人権教育アドバイザー(※)事業

-人権教育アドバイザー会議 (5月、 8月)
-人権教H育アドバイザー県外研修 (2名程度)
-市町 を訪問しての人権教育合同研究協議会 (7~ 1 2月)

( 2)市町村人権教育行政担当者会 (4月、 3月)

※人権教育アドバイザー
市町村における人権教育の一層の推進充実を図るため、人権教育の実情を把握するとともに、

人権問題の当面する諸課題の解決のために市町村に助言を行う。(東部、中部、西部の各地区か
ら各3名、合計9名を委嘱。)

社会人権教育振興事
業 4，697 4， 697 4， 697 

トータルコスト 5， 474千円(前年度5，471千円) [正職員:o. 1人]
主な業務内容 補助金交付事務、団体聞の連絡調整
工程表の施策目標銘梯 社会全体で取り組む教育の推進、生涯学習の環境整備と活動支援

事業内容の説明

1 事業の概要
社会人権教育活動の充実を図るため、関係団体へ支援を行う。

2 事業内容
県内の社会人権教育活動を推進するため、研究集会の開催や各市町村単位で組織された人権教

育推進協議会の活動を支援する団体に対して運営費を助成する。
[補助対象団体]鳥取県人権教育推進協議会
[補 助 率]定額(人件費、事業費)4， 697千円

※研究集会の開催状況
-昭和49年以降毎年、「人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会」を開催
-平成26年度:7月に倉吉市で開催、参加者約1， 800人。
-平成27年度:8月に鳥取市で開催予定、参加見込2，000人。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
l項教育総務費 人権教育課(内線 :7535)
5目 教育振興費 (単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財源 内訳

備 考
国庫支出金起債 その他一般財源

[廃止]生活につな
がるとっとり人権教 708 ム708
育創造事業
トータルコスト 0千円(前年度3.804千円) [正職員:一人]
主な業務内容
工程表の描組側鞠
事業内容の説明

(廃止理由)
学校におけるいじめ等の未然防止に向けて、学校教育において一定の成果を上げてきたところ

だが、学校・家庭・地域の教育カを有機的につなげながら、社会総がかりで取組む事業に発展的
に再構築する必要が出てきたため。
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源

国庫支出金 起債

文化財課(内線:7932) 
(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

「ふるさとを元気に」

とっとりの文化遺産 7， 471 7， 695 ム224 7， 471 
活用推進事業

トータルコスト 11， 354千円(前年度11， 565千円) [正職員:O. 5人]
主な業務内容 プロジェクト会議の運営、文化遺産の調査・活用、イベント等の企画・運営

工程表の蹴目標昨鞠 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要
本県の優れた文化財を地域振興や教育資源としても活用するため、その魅力の再発掘を行い、

効果的な活用を進める地域での取組を支援するとともに、本県文化遺産の魅力を県内外にPR
するため、情報発信戦略のためのプランナーを配置し、県内外の学校、教育機関との連携、誘

致を図るためのプランニングを行う。

2 事業内容及び事業費 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

とっとり文化遺産魅力 3， 870 -弥生文化を現代のァーマに引きつけて語れる有

発信プランナーの配置 識者による講演会「弥生の考現学」の開催。

-講演内容や体験学習メニューなどを紹介する
「壁新聞Jを小中学校代配布する。

(新) r本物に触れる~ 500 -小中学校の調べ学習や総合学習の時間など学校

ふるさとの文化財を学ぶ 教育の中でふるさとの文化財を活用した学習を

知楽塾~J 実施する学校を募集し、その取組を県教委HP
などで広く紹介する。併せて、実施校でも情報

発信していただく。 5万円x10クラス

「子ども未来創造塾」の 662 -園、県指定無形文化財保持者を講師とした体験

開催 講座の開催など、子どもたちが伝統文化に触れ
親しむ機会の充実を図る。

史跡整備ネットワーク会 5 5 8 -史跡を持つ鳥取県・島根県及び市町村の文化財

議の開催 担当者が集まり、史跡の整備・活用について連
携・情報交換を行うロ

-山陰史跡ガイドブック改訂版を増刷する。

文化遺産を活かした地域 1， 08 2 -とっとりの文化遺産魅力発掘プロジェクトへの

振興活動への支援 支援(まちあるき事業、歴史遺産の連続講座)。

-奥田野のたたら魅力発掘事業への支援

-八頭若桜谷文化遺産魅力発掘事業への支援

その他 799 -標準事務費

合計 7，471 

3 これまでの取組状況、改善点
-無形文化財保持者など文化財に関わる各分野第一人者を講師として、小中学生を対象とした体

験講座の実施、弥生文化を現代のテーマに引きつけて語れる県内外の講師による高等学校での

講演会など、子どもたちを対象とした事業を学校と連携しながら実施してきた。

-平成 27年度は、通常の学習の中で、学校の主体的な文化財を活用した取組が広がるよう、実

践校の取組を支援する。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教 育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

文化財課:(内線:7525) 
(単位.千円)

事業名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

伝統芸能等支援

事業 2. 796 8. 156 ム5.360 2. 796 

トータルコスト 5. 126千円(前年度12.026千円) [正職員:O. 3人]
主な業務内容 協議、関係庶務、申請・報告の審査、関係機関との連絡調整

工程衰の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

1 事業の概要

無形民俗文化財の保存伝承を図るため、保存団体の保存伝承活動への支援を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

民俗文化財担当者研 198 民俗芸能を保存伝承していくためのよりよい方策を、各保存団体

修・民俗芸能フォー 及び各市町村担当者が共に模索し、問題解決の手がかりを探るた

ラムの開催 め講演会や情報交換会を実施。

伝統芸能功労団体賞 60 後継者育成を熱心に行い、その成果の披露を行っている団体を表

知事表彰 彰。

中国・四国ブロック 948 昭和 34年から各県持ち回りで開催している中国・四国ブロッ

民俗芸能大会 ク民俗芸能大会に鳥取県を代表して 1団体を派遣。

地域民俗芸能再生事 無形民俗文化財の保存伝君主を図るため、保存団体の保存伝承活動

業費補助金による助 1. 590 を支援。

成 補助対象経費

-演技指導に係る経費

.倫用具無購形入・補修に係る経費
民俗文化財の公開に係る経費

合計 2. 796 

3 これまでの取組状況、改善点
-無形民俗文化財の保存伝承を図るため、保存団体の活動支援とレて、伝統芸能功労団体貨の表彰を
行ったほか、中国・四国ブロック民俗芸能大会を 9年ぶりに鳥取県で開催した。

-無形民俗文化財の伝承の機還をさらに盛り上げるため、団体が行う公開に係る経費についても、助
成の対象とする。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費
6項社会教育費
6目 埋蔵文化財センター費

事業名 ! 本年度 前年度 比較

受託発掘調査事業
(山陰道「鳥取西

道路J)

5.151.34015.313.0111ム161.671 

財

国庫支出金

文化財課(内線:7937) 

内

主旦盤
(諸収入)

5. 093. 994 

(単位:千円)

寄予言

57. 346 

トータルコスト
主な業務内容
工程衰の施策目標(指標)

事業内容の説明

5， 298， 875千円(前年度5.456. 956千円) [正職員:19， 0人非常勤職員:29，0人]
調査計画の立案、発掘調査の実施、契約事務、関係機関との連絡調整
文化財の保存、活用、伝承

1 事業の概要
一般国道9号(鳥取西道路)改築に伴う埋蔵文化財発掘調査を、国土交通省からの委託を受けて実施する。

2 事業内容及び事業費
-鳥取西道路改築に伴う発掘調査は、 I期工区からE期工区に区分され、これまで I期工区から調査を進

めてきた。また、平成25年度からはすべての工区で発掘調査を実施している。
・平誠27年度は、 I. !I期工区は教育文化財団、 E期工区を埋蔵文化財センターが調査を担当する。

r I 期工区:鳥取 IC~吉岡温泉 1 C 1 
I !I期工区:吉岡温泉 IC~瑞穂 1 C I 
E期工区:喧塑IE~青谷 1C J 
調査実施機関 鳥取県教育文化財団

調査遺跡名 C 1期工区〕
大柄遺跡、高住牛輪谷遺跡
高住宮ノ谷遺跡、

C!I期工区〕
松原田中遺跡、下坂本清合遺跡

所要経費 3.613.835千円

埋蔵文化財センター
Cill期工区〕
下坂本清合遺跡
会下・郡家遺跡
乙亥正屋敷廻遺跡
青谷横木遺跡

1.537.505千円
所要経費合計 5.151; 340千円

※経費には、調査に係る鋼矢板打設、駐車場整備等の環境整備費及び廃土運搬処分費を含む。

3 これまでの取り組み状況、改善点

<進捗状況(鳥取西道路)>

OH26までに完了予定
619. OOOrri (72%) 

OH27調査予定
236. OOOrri (28%) 

道路事業の円滑な推進のため、国土交通省等関係機関との調整を図り、平成25年度、平成26年
度 11月補正予算で債務負担行為を設定し、 4月当初から発掘調査にかかるよう準備を進めるなど、
平成20年度代の鳥取西道路開通に向けて、計画的に作業を実施している。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

l自 社会教育総務費

事 業 名 本 年 度 前年 度 比較
財源

国庫支出金起債

文化財課(内線 :7524)

(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

(使用料)

文化振興費 2， 184 2. 204 ム20 2， 184 

トータルコスト 6，067千円(前年度6，074千円) [正職員:O. 5人]

主な業務内容 各種調査取りまとめ、関係機関との連絡調整、契約事務等

工程表の政策目標 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

県民が文化活動に親しみ実践する取組の調査や支援、表彰候補者の取りまとめ等を行い、県内

の文化活動の振興を図る。
' 

2 事業内容

-各種調査・照会等取りまとめ

-各種文化関係事業への共催及び後援等承認

-文化関係の各種表彰候補者等の取りまとめ

-博物館法に基づく博物館登録

-公益法人の指導監督

-旧鳥取少年自然の家跡地除草

-元鳥取湖陵高等学校美和分校の維持管理

-県有財産(元鳥取湖陵高等学校美和分校)の貸付に伴う国庫納付相当額の基金積立(鳥取県

立公共施設等建設基金)

(単位:千円)

区分 予算額 事業内容

調査研究等 593 文化事業推進の調査研究や共催及び後援等にかかる経費

基金積立 854 国庫納付金相当額の基金の積立にかかる経費

その他 737 !日鳥取少年自然の家跡地除草委託等にかかる経費

合計 2， 184 J 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

文化財課(内線 :7937)
(単位:千円)

事業 名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

情報発信「鳥取

県の文化財」 6， 531 6， 690 ム159 6， 531 

トータルコスト 20， 508千円(前年度20，620千円) [正職員:1. 8人]
主な業務内容 事業の企画・実施、契約、資料作成・編集、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要

県民に文化財に関する情報を積極的に発信することにより、鳥取県の歴史や文化について認識を深めて

もらうとともに、文化財に親しみを持ち、その重要性を認識していただき、文化財を大切にする気運を高

める。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

文化財巡り 5， 171 ①国・県指定文化財の解説板を設置

②文化財紹介リーフレット『とっとり文化財イベントガイド』

刊行

古代歴史文化に関する共同 284 ①西日本 14県による「古墳時代の玉類」をァーマにした共同

調査研究事業 調査研究に参加

②研究成果を発表するシンポジウムの共同開催

展示会・見学会・講演会 1. 076 ①新規指定文化財の展示会・見学会・講演会の開催

-新たに指定・登録等になった文化財を県民に分かりやすく紹

介するための展示会・見学会を開催し、併せて文化財指定の

ために行われた調査研究の成果を県民に分かりやすく紹介す

るための講演会を開催

②文化財主事による出前講演の実施

-学術講演会や市民セミナーなど生涯学習の場での出前講演

③発掘調査を知ろう!

-鳥'取西道路をはじめとし、県内の各所で行われている埋蔵文

化財発掘調査について、その実際を伝え、内容などを知って

いただくととで、調査への理解を深めてもらうことを目的と

した研修会を開催

合 計 6， 531 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費

6項社会教育費 文化財課:(内線:7 937) 

2目 文化財保護費 (単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

調査研究「鳥取 (諸収入)

県の文化財J 20. 180 14. 636 5.544 2. 279 7 17. 894 

トータルコスト 33. 381千円(前年度27.792千円) [正職員:1.7人、非常勤職員:1.0人]
主な業務内容 契約、資料作成、調査・検討、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

園、県指定、登録の候補になりうる文化財の調査研究を実施し、指定に必要な学術的な評価を行い、指

定に向けて積極的に取り組む。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事業内容

電無形文化財の調査 2. 500 国指定に向けて因州和紙を学術的に評価するための調査を実

施

有形文化財の調査等 10. 101 0文化財建造物の詳細調査

指定に向けて建造物を学術的に評価するための調査を実施

0文化財建造物の登録支援

県文化財主事による現地指導、登録文化財制度の説明

0新規指定保護文化財の画像記録作成

美術工芸品の指定に際し、適切な記録写真を撮影

民俗文化財の調査等 5. 775 0国指定に向けて、因幡の朕麟獅子舞について調査を実施

0記録保存に向けた夏泊海女漁調査の実施

記念物の調査等 284 0庭園の詳細調査

指定に向けて庭園を学術的に評価するための調査を実施

0天然記念物の詳細調査

指定に向けて天然記念物を学術的に評価するための調査を実

施

文化財保存技術・技能者の 381 文化財の保存のために欠くことのできない、伝統的な技術また

詳細調査 は技能を保持する方々について、文化財技能選定に向けた調査

研究を実施

f育新Y成¥制リァージマネージャー 387 歴史的建造物を発見・保存・活用し、まちづくりに活かす能

度の立ち上げ準備 カを持った人材「へリテージマネージャーIを育成する制度

の立ち上げ準備を実施

「鳥取県文化財調査報告書」 422 指定文化財の価値を広く共有するため、調査研究の成果と学

の作成 術的な評価内容を公表する報告書の作成

専門調査員による調査・研 330 県文化財保護審議会委員以外からも指導を受けられる専門調査

究体制の整備など 員の体制の充実

計 20. 180 
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10款教育費

6項社会 教育費

2回 文化財保護費

事 業 名 本年度

平成 27年度一般会計当初予算説明資料

前年度 比較
財 源

国庫支出金 起債

文化財課(内線 :7937)

(単位千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

鳥取県文化財防災

-防犯対策事業 279 348 ム69 279 

トータJレコスト 4，938千円(前年度4，991千円) [正職員:O. 6人]
主な業務内容 事業の企画・実施、契約、資料作成、申請・報告の審査、関係機関との連絡

調整

工程表の施策目標錯欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

鳥取県内にある国・県指定文化財が滅失しないよう防災・防犯対策を行うとともに、被災の

可能性がある文化財情報を集約した文化財ハザードマップ等を活用し、消防・警察と連携しな

がら、所有者・地域住民、市町村担当職員等への意識啓発を重点的に行う。

2 事業内容及び事業費 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

文化財の防災・防犯対策状 ー O指定文化財の基本台帳の整備

況の調査・把握

警察・消防機関との連携 -10県警、消防との現況調査の情報共有

0所有者を対象とした消防講習の開催

所有者・地域住民への防 279 O文化財所有者への講習会を実施

災・防犯意識啓発 o r文化財災害対応マニュアル』の作成

災害等緊急対策用基礎デー 0ハザードマップ及び管理台帳作成

タの作成 O災害時緊急対応機関、技術者等一覧作成

合計 279 
※なお、防犯・防災対策に係る整備事業への嵩上げ補助は、文化財助成費で計上
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 文化財課(内線 :7932)

2目 文化財保護費 (単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

「とっとり弥生の (諸収入)

王国J普及活用 32， 372 30， 163 2， 209 5， 761 2， 014 24， 597 

事業

トータルコスト 63， 432千円 T前年度61.119千円) [正職員 4. 0人]

主な業務内容 史跡を情報発信するイベント・体験講座等企画・実施、補助金交付等

工程表功臨団栗t閥 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

業内容の説明

事業の概要

鳥取県内にある国内最大級の弥生時代集落「妻木晩田遺跡」及び、保存状態が良く多種多様な

遺物が出土することから地下の弥生博物館とも呼ばれる「青谷上寺地遺跡」の 2大遺跡を「とつ

とり弥生の王国」として位置づけ、各遺跡を活用したイベント・体験事業等を通じて史跡の活用

を図る。

2 事業内容及び事業費 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

妻木晩田遺跡活用事業 22， 269 遺跡への集客を目的としたイベントや、遺跡の歴史・暮

らしの様子を体験する講座をはじめ、遺跡を活用した種

々の事業を通じて情報発信を行う。

0史跡指定15周年を記念した弥生シンポジウム

0宿泊体験、土器づくり等弥生時代の暮らし体験講座

0むきばんだ大山歴史探訪

0日替わりイベントウィーク等での遺跡活用

青谷上寺地遺跡活用事 10， 103 0青谷上寺地遺跡展示館(鳥取市)への補助金交付

業 0青谷上寺地遺跡史跡保存活用協議会による遺跡活用事

業(r田んぼアートJ事業、古代米栽培体験事業等)

合計 32， 372 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

文化財課:(内線:7937) 

(単位.千円)

事業名 本年度 前年度 比較
日オ 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

文化財保護指導

費 33， 790 32， 036 1， 754 1， 000 32， 790 

トータルコスト 46， 991千円(前年度45，192千円) [正職員:1.7人]司

主な業務内容 申請・報告の審査川市町村等の指導、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

県民の共有財産である文化財を適切に保護、管理するとともに、文化財の指定等を推進するため、文化

財保護審議会の開催や、調査指導及び埋蔵文化財保護のための発掘調査の助成を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

文化財保護審議会会 3， 017 -条例に基づく文化財の指定・選定等

議費

文化財保護調査指導 2， 756 -文化財の保護・活用に関する調査指導

-国・県指定文化財のパトロール活動

埋蔵文化財保護調査 24， 816 -国庫補助対象となる緊急発掘調査、保存整備活用事業等に対す

る市町村への助成

指定文化財フォロー 3， 201 -園、県指定・登録等の文化財の現状確認や保存環境調査、樹木

アップ調査指導 医診断などのフォローアップのための調査

-県指定史跡天神山城跡及び本高 14号墳の草刈り

合 計 33， 790 

、
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

文化財課:(内線 :7937)
(単位千円)

事業名 本年度 前年度 比較
M 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

文化財助成費 141. 715 134. 522 7. 193 3. 033 138. 682 

トータJレコスト 151. 810千円(前年度144.583千円) [正職員:1. 3人]
主な業務内容 申請・報告の審査、市町村等の指導、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

国及び県指定文化財の保存と活用のため、市町村、文化財の所有者及び管理団体が行う文化財保存整備

事業などに対して助成を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

保存整備費等補助金 141. 655 0国及び県指定をはじめとする貴重な文化財の所有者等や市町村

が行う保存整備事業に対し、経費の一部を補助することにより

文化財の保存・保護を図る。

<補助率>

-国指定文化財関係:国庫補助残の 1/2 (所有者等)

国庫補助残の1/3又は1/5 (市町村)

-県指定文化財関係:1/2 (所有者等)、1/3 (市町村)

0県の新規指定保護文化財(建造物・美術工芸品)、有形民俗文

化財の防犯・防災対策事業に対し、指定後当該年度の翌年度

から 2年間に限り、通常補助率に 20%嵩上げした補助を行

つ。

<実施予定の文化財>

-国指定:鳥取城跡附太閤ヶ平、仁風関、ニ徳山、波波伎神社

社 叢 他

-県指定:馬場八幡人形芝居道具、神崎神社、高田家住宅 他

その他事務経費 60 文化財の保護・活用に関する調査指導

合計 141. 715 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会 教育費

2目 文化財保護費

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
財源

国庫支出金起債

文化財課(内線:7524) 
(単位:千円)

内 訳
備 考

その他 一般財源

(手数料)

銃砲万剣類登録 3. 150 3. 203 ム53 513 2. 627 
審査事業 (諸収入)

10 
トータルコスト 7. 033千円(前年度7.073千円) [正職員:O. 5人、非常勤職員:O. 5人]

主 な業務内 容 銃砲万剣類の登録に関する各種事務、審査会の開催、研修の企画

工程表の政策目標 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

登録制度は、美術品として価値のある銃砲万剣類を登録する制度であり、伝統文化の継承とい

う役割も担っている。

登録制度の充実を図るため、登録審査委員を育成するための事業を実施するとともに、銃砲万

剣類所持等取締法に基づく銃砲万剣類の登録証の交付及び登録原票(約26.200件)の管理を行う。

2 事業内容

区分 事業内容

審査委員の育成 0登録審査補助員を配置し、審査委員候補者を育成するとともに、

現審査委員との連携による実地研修を開催

登録審査会の開催 0年4回開催

発見銃砲万剣類、新作万剣の登録審査(年間約120件)

登録原票等の管理 0所有者変更届の受理、登録原票及び検索シスァムの管理

(年間約350件)

登録内容照会対応 0全国の教育委員会及び警察署からの登録銃砲万剣類の照会対

応(年間約1.400件)

O古物商、個人等からの各種問い合わせ対応(年間約100件)

〈事業費〉 (単位:千円)

区 分 予算額

登録審査会(報酬・旅費) 287 
審査委員研修旅費 214 
非常勤職員報酬・共済費 2.469 
その他事務経費 180 

計 3. 150 
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

文化財課(内線:7934) 

(単位:千円)

。事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較
財源 内訳

備 考
国庫支出金起債 その他一般財源

池田家墓所整備活用

促進事業 14，442 17， 808 ム3，366 14，442 

トータルコスト 22， 984千円(前年度26，321千円) [正職員:1. 1人]

主な業務内容 補助金申請・報告の審査、補助金支払、関係機関との連絡・調整、文化財整

備保存指導

工程表の施策目標錯楊 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

1 事業の概要

公益財団法人史跡鳥取藩主池田家墓所保存会が行う国史跡鳥取藩主池田家墓所の管理、活用及

び保存整備等に要する経費に対して補助を行う。

2 事業内容

史跡鳥取務主池田家墓所保存会が実施する主な事業

( 1 )墓所の監視及び清掃、現地案内

( 2)普及啓発・情報発信等

-燈籍会の開催

-写真コンクール及び入選作品巡回展示(県内外)の実施

( 3 )保存整備事業

(単位:千円)

項 自 主な事業内容 補助率 県補助額

役員会費 -理事会・評議員会の開催(年 2~3 回) 216 

事務局運営費 -事務局書記の報酬ほか I. 322 

管理費 -墓所管理人の報酬 県 1/2 948 
-休憩舎及び公衆トイレの光熱水費 鳥取市 1/2

-雑木倒木等の撤去費など

事業費 -普及啓発・情報発信等の経費(燈籍会、写真コンク 2， 676 

(ソフト事業) ール、入選作品巡回展示など)

事業費 -整備検討委員会の開催 国 1/2 9， 280 

(ハード事業) -保容整備工事設計監理委託 県 1/4 

-保存整備工事の実施 鳥取市 1/4

'Ei" 計 14， 442 

※国費、市費は公益財団法人史跡鳥取藩主池田家墓所保存会へ直接補助
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 文化財課(内線・ 79 3 2) 

(単位:千円)2目 文化財保護費

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
財 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

妻木娩回遺跡調査整

備事業(保存整備) 55. 049 25. 336 29. 713 27. 228 27. 821 

トータルコスト 72. 9ω千円(前年度43.136千円) [正職員:2. 3人]

主な業務内容 弥生時代の集落景観を復元し「弥生のフィールドミュージアム(野外博物館)J

として整備する。

工程表の競凍目標脂欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

来園者が安心かつ快適に史跡を見学できるように整備を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

既公開地区園路追加 23. 809 平成26年度に実施設計を行った既公開地区園路追加整備

整備工事 の工事を行う。

-管理道と遊歩道の重複部分の解消 (91m)、管理道舗

装工事 (420m)(国庫 1/2)

松尾城地区管理道舗 19. 221 平成23年度に実施設計を行った松尾城地区 (0工区)管

装工事 理道の舗装工事を行う。

W=2~3m、 L =322m (国庫 1/2)

復元建物修理工事 10. 965 復元建物(竪穴住居12棟、高床倉庫7棟)を常時安全な

状態で公開できるよう、建築年数や劣化状況等を勘案し

計画的に修繕工事を行う。(国庫 1/2)

その他事務費 1. 054 事業の実施に必要となる旅費、消耗品費等その他の経費

(一部国庫 1/2)

合計 55. 049 

、
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2日 文化財保護費

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財源

国庫支出金起債

文化財課(内線 :7932)

(単位:千円)

内訳
備考

その他一般財源

妻木晩因遺跡調査整 (諸収入)

備事業(発掘調査) 38， 519 23， 565 14， 954 18， 990 3 19，526 

トータJレコスト 50， 943千円(前年度35，947千円) [正職員:1.6人、非常勤職員:O. 5人]

主な業務内容 遺跡の発掘及び調査内容を分析、研究成果を調査報告書として刊行、発掘・

出土品の整理のための作業員の雇用

工程表の茄謙目標緒欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

国史跡妻木晩田遺跡の集落像を解明するため、発掘調査年次計画に基づき、発掘調査委員会の

助言を得ながら発掘調査を実施する。

また、発掘調査研究年報を刊行し、調査成果の情報発信を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

発掘調査 34， 410 仙谷8号墓埋葬施設の復元、仙谷8号墓北側の発掘調査

を行うとともに、発掘調査で出土した遺物の整理作業を

行う。(平成22年度から墳墓域の実態解明を目的とした

仙谷地区の発掘調査を実施中)

発掘調査委員会、 668 調査成果を学術的に検討するため、専門の委員による発

現地指導 掘調査委員会及び現地指導を実施する。

発掘調査研究年報 1， 377 仙谷地区の発掘調査概要(平成27年度調査)及び研究成果

及び報告書の刊行 を発掘調査研究年報として刊行する。また、平成22年度

から25年度の仙谷地区発掘調査の成果を報告書として刊

行する。

その他事務費 2，064 事業の実施に必要となる消耗品費、賃借料等その他の経

費

合計 38， 519 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 文化財課(内線 :7932)

(単位:千円)2目 文化財保護費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源 内訳

備考
国庫支出金起債 その他一般財源

妻木晩田遺跡維持管 (使用料)

理事業 50， 000 51， 100 ム1， 100 25 49， 653 
(財産収入)

100 
(諸収入)

222 
トータルコスト 66， 307千円(前年度目， 030千円) [正職員:2. 1人、非常勤職員:9.0人]

主な業務内容 遺跡内の除草・樹木管理・復元建物の修繕等の維持管理、遺跡内にある建物

の清掃・警備・点検などの施設管理及び契約、史跡管理員・受付員等の雇用

工程表の施策目標脂欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

国史跡妻木晩田遺跡を訪れる見学者の方々に、遺跡を安全かっ快適に見学していただき、史

跡を適切に保護するため、史跡および事務所等の維持管理を行う。

2 事業内容 、」 (単位:千円)。

区分 予算額 事業内容

史跡管理事業 30， 567 復元建物等の維持管理および史跡内の環境整備を行

う。

①竪穴住居の矯蒸、除草、里山管理業務

②芝生・樹木管理、除草、産業廃棄物処理業務等

③史跡管理員、維持管理作業員の雇用

施設、設備管理事業 19， 433 ガイダンス施設、事務所、遺構展示館等の施設及び設

備の維持管理を行う。

①建物清掃、建物警備、除雪業務、各種設備保守点検、

光熱水費等

②ガイダンス施設f弥生の館 むきばんだJ受付員雇用

計 50， 000 

へ

ー166-



平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

文化財課(内線:7932) 

(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

青谷上寺地遺跡発 信甑JJ
掘調査事業 34， 258 55， 402 ム21，144 11， 857 61 22， 340 

トータルコスト 56， 000千円(前年度73，976千円) [正職員:2. 8人、非常勤職員:8. 0人]

主な業務内 容
調査計画立案、関係者との協議調整、出土品の整理作業の実施(作業員雇用)、

分析等委託実施、出土品保存処理、委員会開催

エ程表の提探目標佑欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

国史跡青谷上寺地遺跡を整備・活用していくために必要なデータを得ることを目的として、

前年度の出土品の整理作業を実施するとともに、同遺跡の整備・活用を踏まえた調査を行って

いくため、調査計画の見直しを行う。(平成27年度の発掘調査は休止)

また、遺跡の詳細な内容を確認し、構造・景観などの実態解明を図り、『青谷上寺地遺跡保存

活用整備構想』のコンセプトである「交易拠点としての港湾集落」の具体像を探る。

2 事業内容 (単位:千円)

区 分 予算額 事 業 内 ~コhー

遺跡詳細調査 23， 925 遺跡の盛期である弥生時代後期後葉の中心域周辺における

集落様相を解明するための調査(昨年度調査出土品の整理

作業) (一部国庫 1/2)

埋蔵環境調査 1， 793 青谷上寺地遺跡の出土遺物が良好に保存された要因を探る

とともに、地下環境を継続的に観察

-地下水位観測:既設観測坑での水位観測と水質調査

出土品の保存処理 7， 960 出土品の調査研究や活用を可能とするため、また、貴重な

出土品を後世に引き継ぐための恒久的な保存処理

-木器、金属器の保存処理(約850点)

(一部国庫 1/2)

発掘調査委員会 580 発掘調査委員会(年2回)の開催 (国庫 1/2)

遺跡周辺調査 青谷上寺地遺跡をとりまく環境を把握し、関連する遺跡を

確認するため、遺跡東側の正陵部を踏査

計 34， 258 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

2目 文化財保護費

事業名 本年度 前年度 比較

青谷上寺地遺跡出

土品調査研究等事 34. 088 36. 8 II .62. 723 
業

M 源

国庫支出金 起債

9. 915 

文化財課(内線:7932) 

(単位:千円)

内 訳
備考

その他 一般財源

E割以j

100 24. 073 

トータルコスト 55. 830千円(前年度53.837千円) [正職員:2. 8人、非常勤職員:13. 0人]

主な業務内容
調査研究計画立案、関係者との協議調整、データベース作成、海外との調査研

究交流、レプリカ作成、講座の開催、脳・人骨の研究

工程表の施策目標路樹 文化財の保存、活用、伝承豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要

国史跡青谷上寺地遺跡の出土品が持つ豊富な情報を県民に情報発信するため、出土品の調査

研究と海外調査などを行い、出土品の活用を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事 業 内 ?f1. 
出土品の調査研究 28. 903 0木器の調査研究(データベース作成)

0既存データベースの更新・拡充

海外との調査研究交流 I. 052 海外(主に韓国)の出土遺物・遺跡立地環境等との比較研

究

出土品のレプリカ作成 3. 402 実物展示が困難な資料や貸出依頼の多い出土品のレプリ

カ作成

-木製品 6点

青谷上寺地遺跡弥生講 167 青谷上寺地遺跡の発掘調査や出土品の調査成果を情報発

座関連事業 信

-土曜講座(年間計4~5 回開催)

脳、人骨等の研究 564 弥生人の脳の保管

計 34. 088 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費 文化財課(内線:7934) 

(単位:千円)2目 文化財保護費

本年度
~<l 源 内訳

事業名 前年度 比較
起債 その他一般財源

備考
国庫支出金

青谷上寺地遺跡史跡

指定地公有化・維持 178，337 269， 534 ム91， 197 133，635 44， 702 

管理事業

トータルコスト 187， 655千円(前年度278，821千円) [正職員:1.2人]

主な業務内容 用地交渉、維持管理(ポランァイア支援含)

工程表の施策目標醐 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

国史跡青谷上寺地遺跡を保存・整備・活用するため、史跡指定地を平成 20年度から 10年

かけて公有化する。

なお、公有化レた土地につい，ては適正な維持管理を図り、一部については地域のボランティア

団体等に維持管理を委ね、遺跡を活用する活動等を支援する。

2 事業内容及び事業費 (単位:千円)

区 分 予算額 事業内容

167，372 平成27年度は土地買い上げを希望する地権者が4名(うち家屋

史跡指定地公有化 移転が伴う地権者3名)、全体の 3%の公有化を予定。

スーパーボランァ 2， 857 青谷上寺地遺跡の一部を利活用した地域づくりや賑わい創出を

ィア支援事業 目的とした維持管理等を行う地域のボランテイア団体や個人等

に対し、必要な支援を行う。

維持管理委託料等 8， 108 公有化した土地の維持管理のため草刈等を実施するロ

メ口"- E十 1 78， 337 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

6目 埋蔵文化財センター費

文化財課(内線:7932) 

(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比 較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

使用料

埋蔵文化財センター 20， 121 31， 739 ム11，618 637 18， 934 

運営費 関産収入j

530 

醐以j

20 

トータJレコスト 36， 428千円(前年度47，991千円) [正職員:2. 1人、非常勤職員:2.0人]

主な業務内容 施設の維持管理、職員の人事管理

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

埋蔵文化財センター職員の人事管理並びに埋蔵文化財センター(青谷調査室、秋里分室、積

善分館含む)の施設の維持管理を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 金額 事 業 内 令Hコ.. ー

埋蔵文化財センター管 20. 121 -埋蔵文化財センター(青谷調査室、秋里分室、積善

理運営 分館を含む)の施設の維持管理 (20，121千円)
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

6目 埋蔵文化財センター費

文化財課(内線:7932) 

(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比 較
~;j" 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

鱒収入j

鳥取県の考古学情 13， 690 ， 11， 286 2， 404 4， 812 24 8，854 

報発信事業

トータルコスト 29， 220千円(前年度26，764千円) [正職員:2.0人、非常勤職員:3，0人]

主な業務内容
企画立案、関係者との協議調整、普及資料作成配布、展示資料等作成、資料展

示の実施、市町村への指導助言、出前講演の実施

工程表の蹴目標醐 文化財の保存、活用、伝承 豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

1 事業の概要

埋蔵文化財に関する情報を発信し、普及活動を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 金額 事 業 内 乍?iI-

普及資料の作成、配布 1. 715 0調査研究紀要(第7号)の刊行

0県内の考古学情報を提供する観光リーフレットの刊行

(20，000部 3回/年)

0遺跡地図の改訂、配布

0普及パンフレットの刊行

発掘資料の展示、活用 11， 454 or来て!見て!!さわって!!!とっとり発掘速報展」の開催

(東・中・西部の3会場で巡回展示)

orとっとり発掘物語展」の開催

0埋蔵文化財センター古代まつりの開催

0出土品等の整理・復元

0写真資料のデジタルデータ化

古代歴史への誘い事業 521 文化財主事が県内や全国各地に出かけて出前講演を行い、

鳥取県の歴史や文化のすばらしさを全国に情報発信

合計 13. 690 

ι 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

6目 埋蔵文化財センター費

文化財課(内線 :7932)

(単位:千円)

事業名 本年度 前年度 比 較
~t 源 内訳

備考
国庫支出金 起債 その他一般財源

埋蔵文化財専門職

員研修事業 421 418 421 

トータルコスト 1. 198千円(前年度1.192千円) [正職員:O. 1人]

主な業務内 容 企画立案、講師等との協議調整、研修会開催

工程表の施策目標銘欄 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

1 事業の概要

埋蔵文化財関係者等を対象とする専門研修、新採用・異動職員研修を実施する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 金額 事 業 内 容

専門研修 421 -発掘調査に必要な専門的技術等の研修 (3日間)

基礎研修 -発掘調査に必要な基礎的技術等の研修 (2日間)

(新)受託発掘調 儲収入)

査事業(中央病院 666， 268 。666， 268 666， 268 

建替整備事業)

トータルコスト 714，411千円(前年度O千円) [正職員:6. 2人非常勤職員:1. 0人]

主な業務内容 調査計画の立案、発掘調査の実施、契約事務、関係機関との連絡調整

工程表の施策目標(指標) 文化財の保存、活用、伝承

事業内容の説明

事業の概要

埋蔵文化財の保護と開発事業との円滑な調援を図るため、中央病院建替整備事業に先立ち、記録保

存を前提とした発掘調査を実施する。

2 事業内容及び事業費

-調査遺跡 秋里遺跡(平面積 13，600平米)

-所在地 鳥取市秋里

-遺跡の概要 i 縄文時代~中世の集落跡等

-調査期間 平成27年度~平成29年度(報告書作成を含む)

-総経費 973，558千円

うち平成27年度

666，268千円
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

事業名 本年度|前年度

企画展開催費 I 88. 500 

1 事業の概要
鳥取県の自然・歴史・美術に関するものや世界的・全国的に貴重なものについて、資料、作品

と研究成果等を企画展として広〈県民に紹介する。

2 事業内容

蚕面雇45(反訴n予葺額|会期T予

大恐竜展~進化と 124.3721平成27年
生態のなぞ~ 1 1 7月18日~

議夜70~ 蔦取と
戦争

示二ヲ美禰館コレ
クション レオナ
ール・フジタ展
パリへの視線

日本近代洋画への
道一山間コレクシ
ョンを中心に&山
陰の好代津画

シリーズ鳥取の表
現者 Fi1e.07探
究する工芸家たち

8月30日

14.4551平成27卒
12月5日~

平成28年

25，"町議品目
5月16日~
7月5日

14.3521平成27年
10月3日~
11月8日

正取n平高蕊苓

471 

2正彊

2月27日~
3月21日

3 これまでの取組状況、改善点

容

中生代に地球上で繁栄した一大生物グループである恐竜に
ついて、最新の研究成果に基づいた進化と生態に焦点をあ
てて紹介する。中園地方初公開となるテイラノサウルスの
子どもの全身骨格も展示する。
平成 27年は、太平洋戦争の終語示ら 70 となる。 1931
年の満州事変にはじまり、 1945年に終結する太平洋戦争
下の鳥取県内の様子を紹介するロ併せて、平成 26・27年度
に符号「鳥取県内の戦争潰跡調査Iの成果も紹介する。
パリで活動した画家レオナール・フジタ(藤田嗣治)の商
業を、ポーラ美術館(神奈川県)の収蔵するコレクション
約170点をもとに紹介する。併せて、ルソーやピカソらフ
ジタに影響を与えた画家たちの作品やフジタの制作時の写
真も展示する。
ヤンマーディーゼルの創業者であ吾山岡孫言戻示夜柔じた
日本近代洋画史上貴重な山岡コレクションを中心に、日本
近代洋画の歩みを紹介する。山陰地方の洋画の形成期に関
わった作家等の作品も併せて展示する。
「シリーズ鳥取の表現者」は鳥取にゆかりのあ.7.l， 在活

躍中、もしくは近年物故した作家を、年齢、ジャンルを問
わず広く取り上げ、今日の鳥取県の美術状況を紹介する展
覧会であるロ 7回目となる本展では、現在県内外で活躍す
る実力ある工芸家 8~10名を吾妻び、その作品を紹介する。
平成 28年度当初に開催する企画展の開催準備に要する賓
用(チラシ・ポスター等のデザイン委話

-入館者数全体では順調に進んでいるが、企画展の分野・内容により入館者数に差がある。
・企画展の内容については、平成26年度に開催した4企画展において、来館者の80%以上の方か
ら「満足」、「大変満足Jという高い評価をいただいている。

-今後の入館者の増につなげるため、
①県外の博物館、美術館と連携した巡回展、体験イベント等を取り入れた企画展など、引き
続き魅力的な企画展の開催に努める。
②広報活動範囲の拡充及び早い時期からの周知活動の開始などの活動を実施する。
③平成 28年度以降の企画展については、中西部での開催も検討する。

4 債務負担行為平成28年度 91. 000千円

時代を切り開いた~1930年協会から狸立美術協会創立~
日本におけるキュビスム展
シリーズ鳥取の表現者 Fi1e.08stance若手アーテイストたちの

視点
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10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名

博物館運営費

トータルコスト

主な業務内容。

工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

事業の概要

平成27年度一般会計当初予算説明資料

博物館 (0857-26-8042)
(単位:千円)

本年度 前 年 度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

(住用料)

2， 286 
95， 038 106. 114 ム1J， 076 倒産収入) 90， 096 

J， 305 
(諸収入)

J， 351 
122，216千円(前年度:140， 166千円)

[正職員:3. 5人、非常勤職員7.4人、臨時的任用職員0.3人]

会計事務、物品管理、施設管理、関係機関との調整

博物館機能の充実

利用者に快適な環境を提供するために施設の維持管理を行い、来館者サービスの一層の向上

につながるよう、来館者等からの意見を聞きながら博物館運営を進める。

2 事業内容
(単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

管理運営費 77， 206 -非常勤職員(展示看視員・受付職員等)等の人件費

-各種設備等管理・保守等業務委託費

-博物館運営に係る光熱水費及び施設修繕費

-鳥取県博物館振興会(ミュージアムショップ)への補

助金

博物館協議会運営費 895 委員報酬|等

館内サーバ・収蔵資 4. 170 博物館資料を一般公開するためのデータベースの保守管理

料DB運用費 等

広報等その他事業費 12， 767 -各種展示等広報及び企画展図録作成経費

-博物館ホームページの運用経費

-図書資料購入費

合計 95， 038 
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10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名

博物館交流事業

トータJレコスト

主な業務内容

工程衰の政策目標備標)

事業内容の説明

事業の概要

平成27年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度 比較
M 

国庫支出金

1. 532 1. 617 ム85

博物館 (0857-26-8042)
(単位.千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 ー般財源

1. 532 

3， 862千円(前年度:3，939千円) [正職員:O. 3人]
訪問、受入、資料交換、連絡調整

博物館機能の充実

中国、韓国、ロシアの博物館(河北省博物館、国立春川博物館、アルセーニエフ名称沿海地

方国立博物館)との交流や情報交換等を行う。

2 事業内容

中国河北省博物館、韓国江原道国立春川博物館、ロシアアルセーニエフ名称沿海地方国立博

物館と相互訪問を行うなどして、国際交流の進展を図る。

(単位・千円)

交流 予算額 内 q自ゴhー

中国河北省博物館 409 O~可北省博物館の職員を受入れ、職員の相互派遣や学術研究
等、今後の交流について意見交換等を行う。

〔平成 10年6月友好交流館として協定締結〕

韓国江原道国立春 714 0春川博物館を訪問し、調査研究や情報交換等を行う。

川博物館 〔平成22年 12月友好交流及び協力に関する協定締結〕

〔平成23年 12月職員相互派遣に関する合意書締結〕

ロシアアルセ一一 409 0アルセーーエフ博物館の職員を受入れ、今後の交流につ

エフ名称沿海地方 いて意見交換等を行う。

国立博物館 〔平成22年9月友好交流及び協力に関する協定締結〕
dロh 言十 1. 532 
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10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名

収蔵資料管理事業

トータルコスト

主な業務内容
工程衰の政策目標(指標)

事業内容の説明

1 事業の概要

平成27年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度 比較
財

国庫支出金

5.649 6. 566 ム917

博物館 (0857-'26-8042)

(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 一般財源

(諸収入)

11 5. 638 

14. 191千円(前年度:15. 079千円) [正職員:1.1人、非常勤職員:1. 0人]

被害等調査業務、資料管理業務、害虫等モータリング調査等

生涯学習の環境整備と活動支援

博物館が収蔵している資料を害虫やカビ類などから守るための被害調査や防除対策を行う。

2 事業内容

(単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

専門的非常勤職員の配置 2. 696 「資料管理専門員J1名配置

防虫菌対策 1. 641 -真菌類モニタリング調査費

-害虫侵入防止等経費

-害虫菌類モニタリング調査

殺虫菌対策 656 -害虫・カピ発生時の殺虫・殺菌経費

-寄贈資料等館内搬入時爆蒸経費

空気環境測定及び対策検 211 -収蔵庫内等ギ酸・酢酸・アンモーア等濃度測定

言す 経費

-有害物質の発生源特定・対策検討経費

調査・検討等 445 講習会等への派遣

合計 5.649 
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10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名

自然事業費

トータルコスト

主な業務内容

工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

事業の概要

平成27年度一般会計当初予算説明資料

博物館 (0857-26-8042)
(単位;千円)

本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

(諸収入)

15. 136 27. 275 .612. 139 22 15. 114 

37. 655千円(前年度:49. 718千円) [正職員:2. 9人、非常勤職員:2. 0人]
自然に関する資料の収集、展示、保存、調査研究

博物館機能の充実

自然部門(地学・生物・植物)の資料の収集・修復、調査研究及び常設展示を行うとともに、

資料収集・調査研究等を推進し、新たな知見や発見を分かりやすい形で展示等に反映する。

2 事業内容

(単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

資料収集研究費 14.467 -自然資料(標本・剥製など)の収集、

製作、修復等

-自然事業および展覧会開催に関する調

査研究

常設展示費 669 常設展示室(地学・生物)の運営、メン

テナンス、展示更新

合計 15. 136 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名 本年度

人文事業費 29， 713 

前年度 比較
財

自庫支出金

28， 142 1， 571 

博物館 (0857-26-8042)
(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 一般財源

儲収入)
42 29， 671 

トータルコスト 58， 444千円(前年度:55， 776千円)圧職員:3. 7.人、非常勤 :40人、臨職:0.7.刈

主な業務内容 考古・歴史・民俗に関する資料の収集、展示、保存、調査研究

工程去の政策目標指標l 博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要
人文部門(考古・歴史・民俗)の資料の収集・修復、調査研究及び常設展示を行うとともに、

藩政資料の整備、修復・情報発信を行う。

あわせて、資料収集・調査研究等を推進し、新たな知見や発見を分かりやすい形で展示等に
反映する。

2 事業内容・事業費
(単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

資料収集研究費 9，003 -資料(考古・歴史・民俗)の収集、修復及

び企画展の調査研究

-鳥取県に関わる貴重な歴史資料等の購入

常設展示費 2， 309 -常設展示室(歴史・民俗)の運営、メン

テナンス、展示更新等

-鳥取県の歴史・民俗を象徴する資料のレ

プリカの製作

-常設展示室の一部展示替及び普及事業等

で県内の歴史・民俗事象に関する最新の成

果・知見を紹介するための調査

議政資料活用事 18，401 -池田家文書の補修、複本製作(第 2次16
業費 、 ヶ年計画 (HI7~32) の 11年目)

-池田家文書のデジタル画像を作成し、資

料保護と活用の利便性向上を図る。

-藩政資料の解読と研究を進め、郷土の歴

史教育や観光・地域振興に資する。 (5ヶ

年計画の4年目)

合 計 29， 713 

ー178-



平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目 博 物館費

事業名 本年度

美術事業費 20， 227 

前年度 比較

18， 285 1， 942 

博物館 (0857-26-8042)
(単位:千円)

M 源 内 訳
備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

20， 227 

トータルコスト 42， 746千円(前年度:42， 276千円)匝職員:2. 9人、非常勤職員:1.4人]
主な業務内容 美術に関する資料の収集、展示、保存、調査研究

工程衰の政策目標(指標) 博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要

美術部門(絵画・彫刻・工芸・写真等)の資料の収集・修復、調査研究及び常設展示を行うととも

に、資料収集・調査研究等を推進し、新たな知見や発見を分かりゃすい形で展示等に反映する。

2 事業内容・事業費 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

資料収集研究費 12， 461 -美術事業や展覧会に関する調査研究

-郷土の美術作家に関する調査研究

-保存、展示のための資料修復

-画廊、作家遺族、作家等からの情報収集及び資料収

集

-美術品収集に係る収集評価委員会の開催

常設展示費 7， 766 -近世及び近代美術資料の展示公開

ム"、 計 20， 227 
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項 社会教育費

4目 博物館費

博物館 <08 5 7 -2 6 -8 0 4 2 ) 
(単位:千円)

st 源 内 6 訳
事業名 本年度 前年度 比較

国庫支出金 起債 その他 一般財源
備考

博物館普及事業費 8，697 10. 203 ム1， 506 8，697 

トータJレコスト 32， 769千円(前年度:34， 194千円)[正職員:3. 1人]
主な業務内容 生涯学習支援、学校教育支援、情報発信

工程表の政策目標 生涯学習の推進、博物館機能の充実

(指標)

、事業内容の説明

1 事業の概要

県民の生涯学習や学校教育を支援するために、各種の講座や体験学習会、移動博物館などを実施

するととちに、博物館の活動、研究成果、利用方法などについて広く情報を発信する。

2 事業内容( ， )生涯学習支援

-館内外で各種講i寅会、ワークショップ、観察会等を開催。

-館蔵資料や作品を県内各地で見学・鑑賞に供するために移動博物館・移動美祢議官を開催。

(2)学校教育支援

-博物館資料の館内外での利用、博物館の持つ専門知識や情報を学校教育活動やその対象とな

る児童生徒に提供。

-授業で習う基礎的な実験や観察会を児童・生徒や教員向けに実施。

-世界的に著名な日本の科学者や県内大学で先進的な取組や研究を行っている教授による講演

会を実施。(サイエンスレクチャー)

(3)情報発信 σ 

-ホームページを通して、生涯学習支援、学校教育支援、博物館の収蔵品に関する情報を発信。

-研究報告、普及誌、総合案内等の印刷物の発行。

3 事業費 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

(1 )生涯学習支援 5， 299 -資料作品などを活用した唱団到、「観察会等」の開催

. r:移動博物館j、「移動美術館」の開催

( 2)学校教育支援 2，913 -学芸員の派遣や資料の貸出し

-児童・生徒・教員向け講座等の開催

-著名な科学者等による講演会(サイエンスレクチャー)

の開催

(3)情報発信 485 • i鳥取県立博物館ニュース」の発行

• i鳥取県立博物館研究報告」の発行

• i)鳥取県立博物館総合案内」の発行

合計・ 8，697 
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目 博物館費
i
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事 業 名 本年度 前年度 比較
財 源 内 訳

備考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

(新)鳥取藩絵

師粉本類修復事 1， 932 。1， 932 1， 932 

業

トータルコスト 3.485千円(前年度:0千円) [正職員:O. 2人、非常勤職員:O. 1人]

主な業務内容 鳥取輯舗の粉本類資料の修復

工程衰の政策目標指標) 博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要

鳥取藩絵師の小畑稲升、黒田稲皐、沖ー峨の門人らを中心とする粉本類資料の修復を4カ年計画

で行い、今後のコレクション展示に活用する。

2 事業内容

以下の資料について、紙継ぎ部分の補修及び資料に強度を持たせるための本紙への裏打ちを施す。

各鳥取務絵師の作品数

作品区分 件数 枚数

小畑稲升粉本類 77件 85枚
黒田稲皐粉本類 46f半 369枚
沖一峨門人粉本類 45件 190枚
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10款教育費

6項社会教 育費

4目博物館費

事業名

山陰海岸学習館運営

費

トータルコスト

主な業務内容

工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

1 事業の概要

平成27年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度 比較
目オ

国庫支出金

20， 963 35， 636 614，673 

博物館 <0857-26-8042)
(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 }般財源

(控用料)

99 20， 690 
(諸収入l

174 
27， 952千円(前年度:42， 601千円) [正職員:0.9人‘非常勤職員:1. 0人]

会計事務、物品管理、施設管理、関係機関との調整

博物館機能の充実

博物館附属施設の山陰海岸学習館の管理運営に要する経費である。

(前年度のジオパーク関連3事業を山陰海岸学習館運営費と山陰海岸学習館事業費に組替え)

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容

職員人件費 10， 830 -非常勤専門員 2名

-非常勤職員(事務) 1名

.3D立体映像上映看視員 2名

施設・設備維持管理費 6， 837 -施設維持管理経費

館内清掃委託、機械箸備委託等

-設備維持管理経費

消防用設備保守点検委託、自動ドア保守点検委託等

標準事務費 3， 296 光熱水費、消耗品購入費、職員旅費等

il、きiit 20， 963 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名

山陰海岸学習館事

業費

本年度 前年度 比較

14， 155 25， 401 ム11， 246 

博物館 (0857-26-8042)

(単位:千円)

目オ 源 内 訳
備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

14， 155 

トータjレコスト 27， 356千円(前年度:38， 558千円) [正職員:1.7人、非常勤職員:3. 6人]

主な業務内容 山陰海岸ジオパークに関する資料の収集、展不、保存、調査研究

工程表の政策目標(指標) 博物館機能の充実

事業内容の説明

事業の概要
山陰海岸ジオパークの拠点施設として、その魅力をより多くの人に知っていただくため、対

象地域内の資料収集や調査研究を行い山陰海岸学習館内の展示を充実させるとともに、教育普

及を図るため魅力的な講座を開催する。

2 事業内容 (単位:千円)

事業区分 予算額 事業内容
資料収集研究費 3， 059 -ジオパータの地形地質及び調査研究の

充実

-潜水調査等の諸費用

展示資料等の充実費 9， 676 -ダイオウイカの標本製作

佃26~H27事業)

-ダイオウイカ標本公開イベントの開催

教育普及・講座開催費 1， 420 -野外観察会及び自然講座の開催

-山陰海岸ジオパークに関する学習会や

講演会の講師派遣

合計 14， 155 
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10款教育費

6項社会教育費

4目博物館費

事業名

~(終了]デジタル

ミュージアム推進

事業

トータルコスト

主な業務内容
工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

(終了の理由)

平成27年度一般会計当初予算説明資料

本年度 前年度 比較

。 972 ム972

0千円(前年度:2. 520千円)

&:f 
国庫支出金

博物古宮 (0857-26-8042)
(単位:千円)

源 内 訳
備考

起債 その他 一般財源

[正職員:ー人l

データベースの新規コンテンツの制作を終了したため。
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2目 学校体育振興費

事 業 名 本 年 度 前年度 比 較

体育保健課(内線 :7923)
(単位・千円)

財源内訳
備考

国庫支出金起債その他一般財源

子どもの体力向上推
1. 797 5， 617 ど"'，.3，820 1. 797 

進プロジェクト事業

トータルコスト 14， 998千円(前年度 11.034千円) [正職員:1.7人]

主な業務内容 体力向上推進モデル校実践、子どもの体カ向上支援委員会の開催

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進、ライフスァージに応じた運動、スポーツ活動

の充実

事業内容の説明

事業の概要

子どもの体力・運動能力が低下、二極化の傾向にある鳥取県の課題を解決し、運動の習慣化及

び体力の向上を図るため、学校や地域における支援を行うとともに、その成果を県内に普及し、

学校、地域での体力向上の取組を推進する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

児 体力・運動能力調 174' 県内公立小、中、高等学校で体力・運動能力調査(新

童 査の実施 体力テスト)を実施する。

生 体力・運動能力調 245 各学校で調査結果の集計や分析を行うことの出来る

徒 査集計ソフト保 システムを活用し、調査結果を体力向上の取り組みに

の 守・管理 活かす。
体 子ともの体力向 156 県が行う体力向上推進のための取組への助百や提案、

カ 上支援委員会の 体力・運動能力調査結果の考察を行う。

向 開催

上 トップアスリー 937 本県ゆかりのトップアスリートを人材パンクとして
支 ト派遣事業 登録し、希望する学校等へ派遣する。
援 遊びの壬様ラン 285 HP上の「遊びの王様フンキング」サイトを運営し、
事 キングの実施 運動機会の提供を行い、子どもたちの運動意欲等の向
業 上を図る。

合計 1. 797 
※体力向上コンソーシアム(鳥取県教育委員会を中心として、地域の様々な関連団体 (NPO法

人、総合型地域スポーツクラブ等)と子どもの体力向上を白的として設立する任意団体)が事

業主体となって行う事業を別途実施(県予算外)

[事業名及び予算額]

チームとっとり元気キッズ育成モテ'ル校事業 6， 000千円

[事業内容]

モデル校を指定し、休憩時間や放課後等に地域人材を派遣して体力向上のための取組を行

い、その成果を全県に普及する。

3 これまでの取組状況・改善点

-体力・運動能力集計システムにより、県内全児童生徒のデータの集計・分析が可能となり、

各学校や市町村に迅速にデータを提供することができた。

-鳥取県体力向上支援委員会を年3回開催し、体力向上等のための取組の検討等を行った。

-今後は、地域人材を学校に派遣するなどして、体力向上の新たな取組を進めていく。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2自 学校体育振興費

事 業 名 本年度 前年度 比較

体育保健課(内線 :7522)
(単位:千円)

財源内訳
備考

国庫支出金起債その他一般財源

平成28年度全国高

等学校総合体育大会
21， 169 10，422 10， 747 

(基金量入金)
16， 436 

開催準備・特別強化 4， 733 
事業

トータJレコスト 27，381千円(前年度 16，613千円) [正職員:O. 8人]

主な業務内容 鳥取県実行委員会設置、開催準備、各関係団体との調整、補助金の執行

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進、 トップアスリートの育成

事業内容の説明 [ r鳥取県こども未来基金J充当事業]

事業の概要

平成28年度全国高等学校総合体育大会の開催に向けて、本県で実施する 4競技(相撲、ホッ

ケ一、自転車(トラック)、弓道)の実行委員会を設置し、開催準備及び運営を行う。

また、本県開催4競技について、開催年度での『日本一』を目標に年次的に競技力向上を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

鳥取県実行委員会負担金 8， 557 実行委員会を設置し、開催準備及び運営を行う。

会場地実行委員会負担金 5， 228 4競技に係る会場地実行委員会への負担金

競技用具の整備 2， 651 開催に向けて必要な競技用具を整備する。

選手強化費 4，733 平成26年度高校入学生が、平成28年度インタ

一ハイの3年生となることから、平成26年度か

らの 3ヵ年計画(平成 27年度を重点年度とす

る。)で、対象となる競技に対して県外強化合宿

等に要する経費を支援する。

対象競技:相撲、ホッケー、自転車、弓道

対象人数:9 1名 (4競技計)

事業主体:高等学校体育連盟専門部
〆口b、 計 21， 169 

3 これまでの取組状況・改善点

-平成26年度に鳥取県準備委員会を設立し、大会の開催準備を進めてきた。，

-平成27年度から、鳥取県実行委員会及び、開催市町において会場地実行委員会を設立し、平成

28年度の開催に向け、引き続き開催準備を進めていく。

-各競技ごとに県外への遠征や l年生大会を開催するなど、平成28年度全国高等学校総合体育

大会で優秀な成績を収めるための技術力の向上と経験を積む育成を行っている。

-平成28年度の大会に向け、選手強化と試合経験の向上の取組を引き続き行う。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

1目 保健体育総務費

事 業 名 本年度

児童生徒の感染症等
394 

疾患対策事業

前年度 比 較

343 51 

体育保健課(内線 :7527)
(単位:千円)

財源内訳
備 考

国庫支出金起債その他一般財源

394 

トータルコスト 5.053千円(前年度 4.986千円) [正職員:O. 6人]

主な業務内容 研修会の開催、マーユアルの啓発

工程表の政策眉標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

事業の概要

食物アレルギ一等のアレルギー疾患、新型インフルエンザ、麻しん等の児童生徒に係る現代的

健康課題に対応するための研修会等を実施する。

2 事業内容 (単位:千円)

‘区分 予算額 事業内容

学校における感染症 293 新型インフルエンザ、麻しん等の感染症について、学

-疾患等対策研修会 校で未然に流行を防ぎ、発生時に適切な対応を行うた

め、また、学校生活を送る上で管理が必要な食物アレ

ルギ一、心臓疾患、腎臓疾患等の児童生徒について、

学校で適切な対応を行うための研修会を実施する。

(年1回)

感染症情報収集シス 82 平成21年度に各学校等に導入した、国の感染症情報

テムフォローアップ 収集システムについて、フォローアップ研修を行い、

研修会 危機管理体制の充実を図る。

鳥取県学校結核対策 19 学校における結核検診の実施状況や結果を把握し、精

委員会 密検査対象の児童生徒への対応及び関係機関との連

携による学校の結核管理方針を検討する。

(必要時)

合計 394 
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10款教育費

7項保健体育費

1自 保健体育総務費

平成27年度一般会計当初予算説明資料

体育保健課(内線 :7527)

(単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前年 度 比較
財源内訳

備考
国庫支出金起債その他一般財源

心や性の健康問題対
2，870 2， 958 ム88 1， 071 1， 799 

策事業

トータルコスト 12， 965千円(前年度 13，019千円) [正職員:1.3人]

主な業務内容 協議会・研修会の開催、各学校との調整、謝金等の支払

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

事業の概要

心や性の健康問題について、研修会を通して教職員の指導力向上に努めるとともに、学校への

支援として、教育や相談をより効果的に進めるために医師や助産師等の専門家を派遣し、l 指導体

制の充実を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

心や性の健康問題対 150 心や性の健康問題対策事業の円滑な実施及び心や性

策協議会 の健康教育の推進について協議する。 (国 10/10)
教 性教育指導実践 320 学校における性教育の充実のため、性教育の県外研修

職 研修会 に希望する教職員を派遣し、指導力の向上を図る。

員 (国 10/10、県)

|の 性教育指導の手 519 学習指導要領の改訂を受けて、県で作成している「性

指 引の作成 教育指導の手引」の見直しを行い、性教育の効果的な

導 推進と教職員の指導力の向上を図る。 (国 10/10)
力 スクールヘルス 729 経験の浅い養護教諭に対して、退職養護教諭を派遣

向 リーダ一派遣事 し、子どもたちが抱える現代的健康課題に適切に対

上 業 処できるよう、指導助言を行う。 (園 113、県 2/3)
県立学校への支援(専 1， 152 専門家を支援者として派遣し、児童生徒への講話や教

門家派遣) 職員への助言を行うことで、より効果的な指導体制の

充実を図る。

合 計 2，870 
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

l目 保健体育総務費

事 業 名 本年度 前年度 比 較

体育保健課(内線:7527) 
(単位:千円)

財源内訳
備考

国庫支出金起債その他一般財源

学校安全対策事業 5， 468 4，880 588 4， 653 815 

トータルコスト 9， 351千円(前年度 8，750千円) [正職員:O. 5人]

主な業務内容 委託契約、補助金交付、国・市町村との調整、協議会や研修会の開催

工程表の政策目標(指標)安全・安心な教育環境の整備

事業内容の説明

事業の概要

児童生徒が安全で安心に生活するために、学校の安全教育・安全管理及び学校・家庭・地域が

連携した地域ぐるみの学校安全体制の充実を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

学校における安全教 4， 518 0防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事

育推進事業 業(国 10/10)
自然災害や交通事故、不審者等への対応について、

モデル地域を指定し、その取組の成果検証・普及を

行うことにより、学校の安全教育・安全管理の充実

を図る。

0学校における防災教育研修会の開催

防災教育の効果的な進め方について専門的な研修

会を開催し、防災教育の推進を図る。

学校・家庭・地域連携 950 0地域ぐるみの学校安全体制の整備

学校安全体制推進事 (園、県、市町村各1/3)
業 スクールガード・リーダーの巡回指導・助言や学校

安全ボランティア等による子どもの見守り活動を

実施する市町村に対して支援する。

0学校安全(生活安全・交通安全)研修会

近年多発している事件・事故への対応や危機管理、

交通安全等に関して、学校における安全教育・安全

管理の充実と教職員の安全意識の高揚を図るため、

専門的な研修会を開催する。

合計 5， 468 

3 これまでの取組状況・改善点

-防災教育のモデル地域を指定し、取組の検証・普及を行うことにより、実践的な防災教育の充

実を図った。

-自然災害に加え、新たに交通事故、不審者等への対応についての取組を実施し、学校における

総合的な安全教育の充実を図る。

-全国各地で発生した通学路での交通事故を受け、通学路の安全対策を県関係課や市町村等と連

携して引き続き行っていく。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

l目 保健体育総務費

事 業 名 本 年 度 前年度 比較

体育保健課(内線:7 5 2 7) 

(単位.千円)

財源内訳
備考

国庫支出金起債その他一般財源

学校保健教育指導費 100， 472 98， 569 1， 903 3D 
開昔収入)

25， 819 
74， 623 

トータルコスト 110，567千円(前年度 111， 093千円) [正職員:1.3人]

主な業務内容 健康診断手数料等の令達、日本スポーツ振興センター・各県立学校との調整

工程表の政策目標(指標)安全・安心な教育環境の整備、健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

事業の概要

県立学校の児童生徒の健康の保持増進を図るため健康診断等を実施するとともに、学校管理下

における児童生徒の災害に対する医療費等の災害共済給付金の支給を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

災害共済給付事務 81， 039 県立学校管理下における児童・生徒の災害に対して、

医療費文は見舞金の災害給付を行う。

<給付契約事務>

学校の設置者である県が独立行政法人日本スポー

ツ振興センターに対して、給付契約に係る共済掛金

A 
を支払う。 (24，039千円)

<給付金支給事務>

日本スポーツ振興センターから支給された災害共

済給付金を該当学校へ給付する。 (57，000千円)

鳥取県学校保健会補 350 県内の学校保健の向上・発展に寄与する活動を行う県

助金 学校保健会に助成を行う。

要保護、準要保護児童 150 学校保健安全法に基づき、要保護、準要保護児童生徒

生徒医療費 の疾病の治療のために要した医療費について必要な

援助を行う。

<要保護>

生活保護受給者及び生活保護を必要とする者

医療費の負担割合(国庫 112、県費 112)
1<準要保護>

要保護者に準ずる程度と教育委員会が認めた者

医療費の負担割合

児童生徒の健康診断 18， 933 県立学校が実施する児童生徒の健康診断に要する費

手数料等 用等

合計 100，472 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

l目 保健体育総務費

事業 名 本 年 度 前年度 比 較

体育保健課(内線 :7527)
(単位:千円)

財源内訳
備考

国庫支出金起債その他一般財源

学校給食指導費 629 688 ム59 629 

トータルコスト 5. 288千円(前年度 5.331千円) [正職員:O. 6人]

主な業務内容 市町村との調整、研修会の開催

工程表の政策目標(指標)安全・安心な教育環境の整備、健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

1 事業の概要

学校給食における衛生管理の充実と食中毒防止に努めるため、衛生管理に関する指導や研修会

等を開催するとともに、栄養教諭や学校栄養職員の資質や専門的な指導力の向上を図るための研

修を実施する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

学校給食指導 533 学校給食調理場等に出向き衛生管理の徹底が図られ

るよう指導するとともに講習会を開催する。

栄養教諭・学校栄養職 96 栄養教諭等の資質向上や専門的指導力の向上を図る

員研修 ため研修を実施する。

合計 629 

学校における食育推
616 I. 190 ム574 616 

進事業

トータルコスト 8. 381千円(前年度 9.703千円) [正職員:1. 1人]

主な業務内容 国・市町村との調整、委託契約

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

1 事業の概要

食育を推進するため、食育を進める市町村教委の取組を支援するとともに児童・生徒等への指

導用教材の作成や食に関する専門家を学校に派遣する。

2 事業内容 (単位千円)

区分 予算額 事業内容

子どもたちへの食育 500 学校給食の時間等を活用し、栄養教諭等が児童生徒に

指導用教材等の開発 効果的な食の指導をするための指導用教材や地産地

及び作成 消等についてのパンフレットを作成する。

食でめざせ 3(体・学・ 96 県立学校に講師等の支援者を派遣し、食に関する学習

気)カアップ支援事業 や活動、講演会を実施する。

県産品利用(地産地 20 市町村教育委員会、学校給食調理場、 JA、漁協等の

消)推進会議 関係者と連携し、それぞれの取組状況を情報交換し、

県産品利用を推進する。

合計 616 

3 これまでの取組状況・改善点

-栄養教諭を中心として食育の推進に取り組んできている。

-市町村に配置している栄養教諭の配置を拡大し(17名→ 19名)、食育の更なる推進を図る。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

l目 保健体育総務費

体育保健課(内線:752 7) 
(単位千円)

事 業 名 本年度 前 年 度 比 較
財源内訳

備考
国庫支出金起債その他一般財源

県立学校給食費 118， 186 107， 592 10， 594 118.186 

トータルコスト 130，610千円(前年度 119，974千円) [正職員:1. 6人]
主な業務内容 各県立学校との調整、委託契約

工程表の政策目標(指標)安全・安心な教育環境の楚備

事業内容の説明

事業の概要
県立学校の学校給食運営を行う。

、

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

特別支援学校給食委託 101， 459 県立特別支援学校の給食実施に係る調理委託。

夜間定時制高校夜食費 734 夜間定時制高等学校に通学する生徒のうち、支給条

件に該当する生徒に対して夜食(パンA 牛乳)を提

供する。

備品整備費 1，.285 学校給食に係る備品整備。

-鳥取盲学校(手指乾燥機)

-鳥取襲学校(配膳ワゴン)

-白兎養護学校(配膳ワゴン)

-倉吉養護学校(配膳ワゴン)

-米子養護学校(配膳ワゴン)

-皆生養護学校(プレンダー)

-琴の浦高等特別支援学校(移動テーブル)

その他経費 14， 708 給食に携わる職員の衛生検査に係る手数料、フンチ

ルーム、配膳室等の消耗品費、光熱水費、修繕費、

給食残菜処理委託料等

合計 118， 186 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費

7項保健体育費

1目 保健体育総務費

体育保健課(内線 :7527)

(単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前年度 比較
財源内訳

備考
国庫支出金起債その他一般財源

いじめの努をつむ心
1， 260 1， 620 ム360 1， 260 

のケア支援事業

トータルコスト 2， 813千円(前年度 3，168千円) [正職員:O. 2人]

主な業務内容 学校と県医師会、臨床心理士会との調墜

工程表の政策目標(指標)豊かな人間性、社会性を育む教育の推進

事業内容の説明

事業の概要

いじめ・不登校等の事案に対する早期対応や未然防止の支援として、精神科医や臨床心理士等

の専門家を学校に派遣し、より効果的な相談体制の充実を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

県立学校「心のケア支 540 いじめの被害者や加害者になり得ることが予測され

援」 る児童生徒、不登校傾向の児童生徒への対応や、リス

トカット、摂食障害等、教職員だけでは対応が難しい

精神的な健康問題に対して、精神科医や臨床心理士等

を派遣し、より効果的な相談体制の充実を図る。

-派遣回数:必要時 30回 (6回X5校程度)

市町村学校「心のケア 720 いじめ・不登校等の経験が両校生になってから精神疾

支援J 患へつながるケースがあることから、早い段階で小中

学校に精神科医や臨床心理士等を派遣し、専門的な見

立てに基づき、子どもの特性を踏まえた支援を行う

等、より効果的な相談体制の充実を図る。

-派遣回数:必要時 40回

合計 1， 260 
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10款教育費

7項保健体育費

2目 学校体育振興費

平成27年度一般会計当初予算説明資料

体菅保健課(内線 :7522)
(単位:千円}

事 業 名 本年度 前年度 比 較
財源内訳

備考
国庫支出金起債その他一般財源

学校関係体育大会推
35， 128 43， 179 L}_8， 051 35， 128 

進費

トータルコスト 36， 681千円(前年度44，727千円) [正職員:O. 2人]

主な業務内容 申請書の審査、補助金交付、確定検査

工程表の政策目標(指標)フイフスァージに応じた運動、スポーツ活動の充実

事業内容の説明

事業の概要

各種学校体育連盟が主催する全県規模の体育大会等の開催及び全国・中国大会への生徒の参加 l

を支援する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

県小学校体育連盟 450 -県小学校運動記録会開催事業 450 
県中学校体育連盟 2， 560 -県中学校総合体育大会開催事業 400 

-中国中学校体育大会開催事業 560 
-全国・中国中学校体育大会派遣事業 1. 600 

県高等学校体育連盟 31， 568 -県高等学校総合体育大会開催事業 900 
-中国ブロック高等学校体育大会開催事業 700 
-全国高等学校総合体育大会派遣事業 29， 968 

その他経費 550 需用費、使用料及び賃借料等

合計 35， 128 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2目 学校体育振興費

事 業 名 本年度 前年度 比 較

体育保健課(内線:7922) 
(単位:千円)

財源内訳
備 考

国庫支出金起債その他一般財源

学校体育充実事業 2.773 2. 717 56 1， 185 1， 588 

トータルコスト 11， 315千円(前年度 11， 230千円) [正職員:1. 1人]

主な業務内容 講習会の開催、学校訪問、研修会への派遣、市町村との調整、委託契約

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進、フイフスァージに応じた運動、スポーツ活動

の充実

事業内容の説明

1 事業の概要

体育・保健体育における新学習指導要領に沿った学習の円滑な実施に向け、研修会の実施及び

教員の研修会派遣等を行い、体育担当教員の指導力向上に取り組み、体育・保健体育学習の更な

る充実を図る。

また、外部指導者を派遣して安全面に配慮した武道学習の定着を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

学校体育実技講習会 88 教員の指導力向上を図るため、研修会を実施する。

中央研修会等への派 800 各学校への指導・助言を行う指導者等を育成するた

遣 め、先進的事例を習得できる中央研修会等へ教員を派

遣する。

武道外部指導者派遣 1， 037 中学校の武道(柔道、剣道、相撲)の授業における事

(国 10/10、単県) 故の未然防止や学習の進め方の指導など教員の指導

カ向上を図るため、武道の外部指導者を派遣する。

武道指導推進委員会 148 武道学習における外部指導者の効果的な活用につい

開催(国 10/10) て検討する。

学校体育運営指導 700 指導主事が各学校や研究会において指導助昌を行う。

合計 2.773 

ー195-



平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

2目 学校体育振興費

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比較

体育保健課(内線 :7923)
(単位:千円)

財源内訳
備考

国庫支出金起債その他一般財源

運動部活動推進事業 28， 838 23， 596 5， 242 13， 779 
(基金器入金l

1， 059 
14， 000 

トータルコスト 31， 944千円(前年度 26，692千円) [正職員:0.4人]

主な業務内容 講習会の開催、学校訪問、研修会への派遣、市町村との調整、委託契約

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明 ( r鳥取県こども未来基金J充当事業】

事業の概要

中学校及び県立学校の運動部活動に地域のスポーツ指導者を派遣し、部活動及び指導体制の充

実を図るとともに、研修会を開催して運動部活動に関わる指導者の資質向上を図る。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

外部指導者活用事業 22ィ159 専門的指導力を有する顧問がいない場合やより高い

専門的指導を必要とする運動部に対して、地域で活動

する有能な人材を外部指導者として派遣し、運動部活

動の充実を図る。

対象校:県立学校、鳥取大学附属中学校(単県)

市町村立中学校(国 10/10)
外部指導者補助金 517 市町村が独自に外部指導者を配置する場合、その経費

の1/2を補助する。

対象校:市町村立中学校

対象経費:謝金、研修会旅費

運動部活動推進委員 231 運動部活動推進委員会において、運動部活動指導者を

会 活用した指導体制の充実のためのより効果的な活用

方法及び取組例の普及方法等を検討する。(国 10/10)

高等学校運動部活動 5，773 「お家芸Jに認定された運動部活動へスポーツ医科学

「お家芸関連事業」 で先見的な知見を有する指導者やトップアスリート

等を派遣する。 (国 10/10)
その他経費 158 運動部活動指導者サミット等への派遣(国 10/10)

合計 28， 838 

3 これまでの取組状況・改善点

-中学校・高等学校へ外部指導者を派遣し、指導体制を充実させるとともに教員の負担軽減を図

っている。

-平成26年度から、運動部活動推進委員会を設置し、指導体制の充実について検討を行ってい

る。

-高等学校運動部の継続的な活動を支援していくため、平成26年度に「お家芸Jとして認定し

た全国大会等で活躍が期待できる 15校33部の運動部への支援を行っていく。
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平成 27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

4目 スポーツ振興費

体育保健課(内線:7522) 
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
M 源 内 訳

備 考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

(新)県立八頭高等
(117， 000) (諸収入) 県費負担額

学校ホッケ一場人工 187，902 。187， 902 
117，000 30， 000 40， 902 

157， 902 
芝更新事業

トータJレコスト 188，679千円(前年度 O千円)， [正職員:O. 1人]

主な業務内容 関係機関との連絡調整

工程表の政策目標(指標)健やかな心と体づくりの推進

事業内容の説明

事業の概要

平成28年度全国高等学校総合体育大会のホッケー競技のメイン会場として予定している県立

八頭高等学校ホッケ一場を整備するため、人工芝張替工事を行う。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

工事費 186，884 人工芝張替工事

日本ホッケー協会公 公認取得のための試験委託

認 取 得費等 1. 018 公認取得手数料等

メ口合、 言十 187，902 

3 これまでの取組状況

-平成 15年度に八頭高等学校に人工芝のホッケー場を整備したが、整備から 10年以上が経過

し劣化が進んできている。

-人口芝の張替を行い、平成28年度全国高校総合体育大会のメイン会場としで使用するとともに、

練習環境の改善による競技力向上と地域のスポーツ活動の振興を図る。

(注)起債額の上段( )書きは交付税措置額を除いた額である。

県費負担額は記載欄の( )書きの金額と一般財源の金額を加算したものである。
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

下項保健体育費

4目 スポーツ振興費

体育保健課(内線 :7922)
(単位:千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源内訳

備考
国庫支出金起債その他一般財源

魅力あるスポーツ活
品 3，545 3， 798 ム253

(諸収入)
3， 535 

動推進事業 10 
トータルコスト 7，428千円(前年度 6，894千円) [正職員:0.5人、非常勤職員:1.0人]

主な業務内容 研修会の開催

工程表の政策目標(指標)フイフスァージに応じた運動、スポーツ活動の充実

事業内容の説明

事業の概要

体罰の根絶をはじめとするスポーツ活動の適正化やスポーツ活動における指導及び運営の充実

並びに仁子どものスポーツ活動ガイドライン」 (平成26年 3月策定)の周知を図るため、部活

動の顧問や小学生スポーツをはじめ、広く県内の指導者を対象とした研修会を開催する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事業内容

魅力あるスポーツ活 1， 076 スポ ツ活動の適正化に関する研修会を開催する。

動推進事業 -開催時期: 5 月 ~l 2月に4回開催

-対象者小学生スポーツ指導者、中学校・高等学

校運動部活動顧問、外部指導者、スポー

ツ推進委員、保護者等

-内 容・講演、ワークショップ

その他経費 2， 469 非常勤職員 1名配置
d口h 計 3， 545 
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

10款教育費

7項保健体育費

l目 保健体育総務費

体育保健課(内線 :7527)
(単位:千円)

事 業 名 本 年 度 前年 度 比 較
財源内訳

備考
国庫支出金起債その他一般財源

[終了]自動体外式

除細動器 (AED) 。6， 082 ム6，082 
更新事業

トータJレコスト 0千円(前年度 6，856千円) [正職員:-J 
主な業務内容 各県立学校との連絡調整、備品購入

工程表の政策目標(指標)安全・安心な教育環境の楚備

事業内容の説明

(終了の理由)

AEDの更新が終了したため。

」
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平成27年度一般会計当初予算説明資料

事業名

蒋前支覆亭夜

本年度 l前年度|比較

1.5 0 7 

r. 346(37)人

747( 6)人

ほ定薮ー外で舛薮
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協定室長育課iJii;; 
高主宰掌材現 (7539 

財源内訳 備考

度Ft咲
亙44/て

---z;:吉丈

1 1人

1 2人

l人
(新規)

2人



区 分 阻置 の 目的 対前年度鰍

両校(教高等育改学校革課関)連教員
l人

定数(補高充等教学校員課) 1教学員級を 38補人充(定1員教0員と人とす→しる1てこ0措と人置)にすよるり。不足する を定数

近指畿導(高主局等事等学校総合文化祭担当充
霊を配薬置会す主る接。持露骨芋縫製誇 l人

学校課)
( 2人→ 3人)

l叙育(相高等談貝学校課)
充談教l実員育臨相床をを図談心各る樫地を。工行区」にう(貧配こ硲置と3をにし人有、よ→高すり等、る3教正学人校職育)員相生談徒の体教に対育制相のし

学校(高図書等館学校司書課) 学司と書校し図配書の置館役す割のる活を。用高を図たり、 学習職情人員報)セン書タて (め2るめ、正 の図館
を 4人→24

l学校(技高等能主学校事課) 能平主成事1の8人年員度をか(1ら2校17l0人名年→体聞2制を4に目人移途)行にす、る学。校技

:!'.&.;Kd=r::etr" ， 国ヨs!! ，-;..・1-...."._n、、け
常

'
d』
加
』

r

r、ゴプ

区 分 画日 の 目 的 対前年度糊
小学校 小常勤学講校師体育専科非 小学校体ど育の充実を図り、主体的に運動に取り
(小中学校眼} 組む子 もを担育成軽するため、中心となって活動

する教員の負 械を図ることができるよう、
教科等について、非常勤講師を配人置)する。

( 5人→ 5

小学校 支小援学員校外国語活動 小学進校学5・6年生における外国語活動におい
1'1、中学校楳) て、 級担任を補堪助し、テ地域ィームテ支ィーチン

グをめるる英。語(の1 能な 人材を援員と ム9人
して配置す 9 1人→ 182人

小学校 常小勤規講模師サボ ト非
7学級滑化以して下、非児の常小童勤(規の2講模さ0師小ら人を学な→配校る2置教に0す育お人る活け)。る学校充運営(小中学校螺) の的円 動の実を
目と

小中学学校校 ・ 非特常別勤支講援師学級支援

3以上のZるたZめEに(〈車小中非車学学常5校校勤21講諸30師91を説人入聞→→置投1す41聖る02 • 書級
で実、児を童 の 1 2人

{小中学校課) 充図
人)
人)

小中学学校校・ LD講等師特別(※支)援非
特学を別配級な置経支す営援る等や。に配支慮((援小中がが学学必必校校要要1なな50児学人人童級→→生に1徒非05が常人人在勤)) 籍講し師、常勤

(小中学校楳}

中学校 美術非常勤講師 非定常数勤上講、師美を術配教置員すがる配。置できない学校に美術
(小中学校眼) ムl人

8人→ 7人)

中学校 みい分ず校み非分常校勤、講の師ぞ 短児期童な治学自立療支施支援援設施内を(行設に及設置び自し閉症校動人・講情で)緒、障きがめ細いや児(小中学校限l
か 習 うため非た分常 師を配置す
る。 4人→ 4
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区 分 回 の 日 的 昔前年度蹴

中学校 勤学講校師サボ ト非常
特教児童生徒支の援の状等充況実さにをま応図ざじるま、たな学教め習育の指課非導題常、生徒指導、[小中学校楳} 別な へ対応し、

置す育活る。動 非常勤講師を配

(12人→ 12人)

高中学等特学校別校学 ・
スク ルカウンセ

不校登校クや高ー等問ル題学カ行校ウ動・ン特なセ別どラ支のー改援と学善し校をて図に配臨る置床たす心める、理。中
校支

フー 学等 ・ 士
をス ム2人

援
等(((高特中学等別学校校学支は援校、 59 人→ 57 人)) (小中学校課) 1 1人→ 11人

(高等学校限) 学校相8談人員→を8含人め) 
僻却民掻教育開 全※校中配学置校・高 教育 て

品等学校 スク Jレソ シャ いじ導め、 不登校題、 対暴応力行す為、 児童虐社待会しなど生
I高等学校楳) ルワーカー 徒等す指上の課に るため、 福祉士

をスクールソーシャ人ル→ワーカーと て配置
る。(3A--> 3人)

高等学校 英講師語力向上非常勤
専指門常高導勤校、講等又師のはを生2配(徒人置体のOす英制人る語に→。力よ向上のため、 少人(高等学校椋) 数う非 るきめ細かなを行 5人

(新規)
人 5人)

品等学校 高う非校常教勤育講改師革に伴 総英す合学科学にお上ける対授4応業人す時→間る1数増勤加講及び数学・
備等学校限) 語の カ 向 に 非常 師を配置 ム1人

る。 (14A-->13人)

高等学校 エキスパ ト教常員勤
英指常語勤導エ講力キ師向ス上をパ配とー生置トす徒教のる員英。を語活力用向し上てを、英語教員(高等学校保) 講活師用に伴う非 非の 図るため、

置( 3人→ 3人)

就職支援相談員
進な路経験指ドパ導をイ有をザ充すー実る)(す者1とるを7し就た人て職め→西支、日1置援民7す相間人る企談) 。業での豊富高等学校 員(キャリ

(高等学校慨) アア

※注 LD :学習障がい
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平成27年度当初予算歳入歳出事項別明細書
(単位:千円)

1 0 款費
教育

1.1: 項目
教1項育総務費

l回 2回 3目 4~， 6目 6周 7目 8目

退恩費9 固給職及年金び
会教費育委員 事務局費 事教職費員人 閥教育整連費絡 教費育振興 管教理育財費産 事育英業奨費学

教育セン

節 別
ター費

1 事E 酬1.132， 240 305， 959 9，540 65， 163 21. 130 42， 134 130， 612 1， 195 10，811 18，114 

2 給 料 26，802， 129 416，016 416，016 

3 職 員手当等 11，143，368 405， 455 405， 455 

4 持 済 費 8， 390， 725 191， 616 166， 081 2， 841 4， 426 19，403 1. 251 tJI5 1.941 

5 斑害補償警

6 思給及び退職金拝金 84， 163 84， 163 8LI63 

7 tf 令 30， 609 5，493 5，484 自

8 報 償 費 151. 831 91， 501 2， 448 2，031 40，301 28，410 64 18， 241 

9 旅 費 613，614 315，220 UlI 21. 189 4，528 113，410 59，514 2，118 391 51. 801 

費用弁慣 29， 513 19， 215 1.411 1. 449 642 3. 149 10.996 2>J! 82 510 

普通 旅費 506. 362 244. 310 18， 285 3. 196 156. 064 30.415 2.520 315 33.515 

特 日j 旅 費 11.139 51. 635 1. 455 690 13. 657 18，163 8 11. 662 

1 0受 開 費 360 360 360 

1 1需 用 費 1. 225ω646 163. 795 25. 530 1. 988 581. 100 11. 245 114. 9!l> 640 16.381 

1 2世 盤 聾 262.510 t64. 038 35， 832 21. 601 11. 124 14. 606 1. 161 881 6. 221 

13容 任 揖 6，~n 448 611. 520 89.18 14.933 >J~381 255.980 200，3tO 15，415 ~311 

14使用料及び宜惜刺 1. 332. 122 1.051.982 100 119.813 4. 880 83.462 26. 800 123. 160 241 38，920 

1 5工事 E背負費 5. 140. 264 4. 035. 915 4. 030， 594 5. 381 

1 6原 材組 事審 8， 825 

1 7公 有財 産購 入費 46. 056 

1 8冊品購入費 261.400 108，168 500 88， 820 8， 293 6.6IJ 4. 484 

1 9付負担金.補助及び交金
t_6_3A~913 1. 242. 233 955 2. 005 19.800 981.401 81. 881 2.432 141. 616 11 

20 字会 助 礎 130. 810 130. 660 130.660 

21捷 令f 金 840 840 840 

22 
補償、補填令及び賠償

118.322 

23償引還金.利子及び割料
345，265 345. 265 345. 265 

24投資 E ぴ出資金

25 l.高 立 金 250.998 250. 144 250. 000 144 

26寄 付 .， 
27公 県 盟 603 489 62 421 

28繰 出 金 503，018 503.018 503.018 

予 日T 盟

言f 13.096. 139 11. 156.630 12.432 2. 324. 162 105.144 2.lli.m 173， 532 4. 498. 110 1.021，115 206. 484 84. 163 

財 国庫支出金 10.821. 116 1. 095， 380 1. 400 lll. 160 144. 910 24.044 40.348 3. 518 

源 地 方 慣 3，128.000 2. 959. 000 2. 959. 000 

内 そ の 他 1.691.261 114.289 251.99 3. 686 50. 912 10. 317 46. 819 34U59 5. 040 

訳 般 肘 源 51.455. 156 6. 381. 961 12. 432 2.s1I.366 102.058 1. 192. 096 618.305 1. 468. 301 641. 308 191. 9目 84. 163 
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平成27年度当初予算歳入歳出事項別明細書
(単位・千円)

紋項目
小2項学校費 中3項学校費 高4等項学校費 特5項別支援学校費

1E1 1目 1目 2目 3目 1目 2周

小学校費 中学校費 務高等費学校総 高管理等学費校 施盟設備段費備 特学費別技主管撞理 特学別位主置唖

街 別

l 却 酎 351. 451 351.451 215. 163 215. 163 .95. 436 395. 436 183. 408 1. 958 181. 450 

2 給 料 10.954.26 41 10.954.26 416.164.30 01 6.164.30 01 5. 623. 84 11 5. 623. 841 3.011.766 3. 011. 166 

3 職員手当等 1. 934. 42 11 1. 934.42 11 3.810.75 11 3.810.15 11 3.612.11 31 3.612.713 1. 659. 895 1._li5U9~ 

4 jキ 済 事診 3. 398. 02 01 3. 39目。 02。1.904. 68 31 1. 904. 683 1. 139. 946 1. 739. 946 938. 213 938. 273 

5 見害補 111 費

6 恩給及ぴ退職年金

7 量 金 3. 048 3. 048 2. 386 2.386 12.120 12.436 284 3. 142 3. 142 

8 事E 償 費 10.826 1. 702 3. 124 

9 旅 費 113. 521 l' JJU_2J 85. 883 85. 883 4.122 1. 553 3. 169 35. 853 33. 057 2. 796 

費用弁慣 360 360 684 684 1. 553 1. 553 432 212 160 

普通 旅 費 11 3. 161 I 11 3. 161 85. 199 85. 199 3. 169 3. 169 32. 964 31. 820 I.H_4 

特 sIJ 旅 費 2. A5_7 965 1. 492 

1 0受 際 費

1 1需 用 費 98. 281 95.211 3.016 115.996 113. 538 2. 458 

1 2 ~量 務 費 2. 900 2. 900 1. 900 1. 900 11. 938 J1.J38 16. 937 15. 646 1. 291 

1 3委 民 料 41.491 642 23. 055 23. 800 65. 262 47. 906 11. 356 

14慣用料及び賃借料 81. 156 72.192 15. 564 16. 19 I 12. 561 4. 230 

1 5工事 E背負費 164.102 128. 289 36. 413 69. 891 69. 897 

1 6原 材 料 費 8.825 8.825 

1 7公有財産購入園

1 B備品購入費 35.556 2. 293 33. 263 19. 102 18. 061 1. 041 

1 9負付担金‘補助及び交金
1. 940 1. 940 3.720 3.720 

20挟 助 聾

2 1惜 付 金

22 
補償、補填金及び賠償

23慣引還金、利子及び割豪語

24控資及び出資金

25 11自 立 金

26寄 イすf 金

27公 E開 世

2 B繰 Jjl 金

予 iiO 世

計 22. 763. 637 22. 763. 637 12.245ω066 12.245.066 11.845.885 11. 386. 513 341. 256 11 2. 056 6.210.868 310.429 5. 900. 439 

財 国庫支出金 5. 131. 835 5. 131. 835 3.061. 85 I 3.067.851 431. 786 431. 786 848. 636 5. 625 843.011 

源問 方 {由 52.000 52. 000 

内 そ の 他 3. 618 3. 618 2. 620 2. 620 1. 008. 638 989. 666 18.972 38. 607 5. 664 32. 943 

訳 般 財 源 11.622.184 11.m.184 9.114.595 9.174.595 10.405.461 9.965.121 328. 284 11 2.056 5.211. 625 299. 140 4.912.4851 
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平成27年度当初予算歳入歳出事項別明細書
(単位田千円)

紋項目
社6項会教育費 保7項健体育費

1自 2回 3~ 4自 5目 6目 7目 1目 2目 3目 4毘

社総務会教費育 文鰹化費財保 図書館費 博物館費 会世青費少教年育施社 セ埋雑ン文タ化ー財世聾セ生涯ン学タ習ー 保総憧萌体控育 学揖蛇興体費育 買体育施控 スポーツ

節 g~ 
掘興費

l 幸E 酬 212.252 4. 825 54. 923 33. 649 50. 563 12. 836 55. 456 2. 565 125 314 2. 121 

2 給 料 529. 629 529.629 42. 2<!l 42. 247 

L_l車u軍手当等 293. 167 293.167 26. 960 26. 960 

4 jさ 措 強 198. 873 17且752 7.077 5.'344 4.712 2. 038 8. 950 13. 254 12. 911 343 

5 見書補惜型

6 思給及び退臓年金

7 宜 金 3.820 471 540 878 1. 881 50 

8 輔 瞳 轡 27. 690 3.361 7. 007 2. 814 9. 937 1. 921 2. 650 27. 814 3. 349 23. 865 600 

9 悼 警 48. 525 5. 143 15. 197 4. 765 13. 115 1. 915 8. 390 9. 950 1.997 7. 652 301 

警警周弁償 7. 173 351 4. 120 354 2.048 160 140 !日 70 86 

普 通 旅警 23. 855 2.677 5. 546 2. 197 6. 390 181 6. 26 3. 64~ 1. 316 2. 328 

特 知l 旅省 17.497 2. 115 5. 531 2. 214 4. 677 974 1. 986 6.liO 611 5. 238 301 

1 0を 臨 轡

1 1需 周 種 171.785 2. 642 29. 166 42.487 48. 965 20. 334 28. 191 15. 783 13. 656 2. 1_23 4 

1 2控 務

'ー
46.762 4. 153 7. 516 12. 522 16. 190 3. 510 2. 871 18. 035 17. 548 237 250 

1 3昏 託 料 5. 382. 143 7.421 !J0.165 39. 248 103.325 28.411 5.007. 154 86. 419 107. 026 105.967 ill 624 

14檀用料及び量借料 166. 185 2.778 LO.941 30. 391 8LIJ9 8. 444 105.512 4. 008 3.438 255 315 

1 5工事請負革委 682. 806 53.413 629. 393 186. 884 186.884 

1 6原 桔品種

1 7 1.}有財産購入費 46. 056 46. 056 

1 8備 品購入費 101. 703 54 395 92.450 3.442 !._468 200 3. 694 2. 271 1. 285 986 

1 9負付担金.補助及び交金
250. 828 14.059 192. 464 131 41. 293 20 2. 861 136. 192 82. 354 53. 838 

2 0 j~ 助 費 150 150 

2 1笹 付 金

22 
補償、補壇金及び賠憤

118. 322 118. 117 205 

23憤51還金‘年l号及び割料

24投 資及 び出 資金

25 1車 立 金 854 854 

26寄 付 金

27・'" 保 強 88 81 7 26 26 

2 8繰 l担 金

1司r. 備 費

n 8.281. 488 1. 039. 309 652. 977 264. 679 301. 542 81. 028 5.851.840 90. 113 593.165 312. 013 89. 705 191. 447 

財 |聞庫安出金 219.510 1. 000 213.698 4. 812 20.718 5. 754 14. 964 

源地 方 冊 111. OC日 111. 000 

内そ の 拙 5.800. 129 2. 207 3. 055 6. 847 19. 060 6. 157 5.161. 473 130 123. 366 14.623 18.133 30. 010 

間 般 H! 源 2.261.849 1. 036.102 436. 224 257. 832 282.482 74. 211 85. 555 89. 383 332.081 231. 636 56.008 44. 4>1 
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節の 明 細

項 目 金額(千円)等

10款教育費

1項教育総務費

1目教育委員会費

報 酬 教育委員 5人

負担金補助 全国都道府県教育委員会連合会負担金 955 

及び交付金

2目事務局費

報 酬 非常勤職員 6人

鳥取県教育審議会委員 30人

鳥取県教育審議会委員(分科会) 23人

鳥取県教育審議会委員(部会) 20人

業務補助職員 24人

農場管理補助職員 6人

業務支援員 6人

業務コディネタ l人

絵 料 教育長 1人

一般職員 114人

定数外職員 4人

負担金補助 電波利用料 5 
及び交付金

チャレンジする市町村を応援する交付金 2，000 

積立金 鳥取県こども未来基金積立金 250，000 

3回教職員人事費

報 酬 非常勤職員 7人

心の健康相談員 1人

教職員の処分等に係る評価委員会委員 3人

健康管理審査会委員 5人

健康管理担当医 31人

産業医 3人

指導改善研修教員審査委員会委員 6人

特別免許状検定審査委員 2人

負担金補助 公立学校共済組合職員事務費負担金 89 
及び交付金

公立学校共済組合役職員の基礎年金拠出金に係 6，734 
る負担金
教職員人間ドック負担金 11，870 

全国免許管理シスァム運営協議会負担金 1，107 

4自教育連絡調整費

報 酬 非常勤職員 3人

学校評議員 120人

学校関係者評価委員 120人

幼稚園新規採用職員研修指導員 7人

教科用図書選定審議会委員 13人

生徒指導推進協力員・学校相談員 16人



節 の 明 細

項 目 金額(千円)等

県立学校第三者評価委員会委員 24人

外国人英語指導助手 6人

エキスパ ト教員選考委員会委員 4人

負担金補助 ふるさと鳥取見学(県学)支援事業費補助金 1，260 
及び交付金

土曜授業等実施支援事業交付金 10，700 

スクルソーシヤルワーカ 活用事業費補助金 25，446 

社会教育関係団体補助金(PTA日韓交流事業) 300 

小中連携で取り組む授業改革スアップアップ事業交
付金

特色ある小中9年教育支援事業交付金 1，500 

「学級づくり・人間関係づくり」推進事業交付金 2，500 

幼保 体化に向けた幼児教育・保育相互理解研修 d 
事業補助金
地域で育む学校支援ボランティア事業費補助金 24，012 

学の校豊か・家な庭相・地域連携協力推進事業費補助金(地域
な社会資源を活用した土曜日の教育支援体 4，003 I 

制等構築事業)

学支校援地・家域庭本・地域連携協力推進事業費補助金(学校
部事業)

7，546 

教学校育支・家援庭事・業地)域連携協力推進事業費補助金(家庭 8，970 

学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金(放課
19，682 後子ども教室事業)

社会教育関係団体補助金(社会教育団体による地
1，876 域づくり支援事業)

東日本大震災等により被災した幼児児童生徒に対
1，364 

する就学支援事業補助金

両等学校等就学支援金 812，215 

学び直しへの支援補助金 357 

全国向等学校長協会負担金 192 

全国普通科両等学校長会負担金 70 

全国高等学校長協会家庭部会負担金 96 

全国高等学校長協会体育部会負担金 20 

全国商業高等学校長協会負担金 118 

全国工業向等学校長協会負担金 53 

全国農業向等学校長協会負担金 99 

全国水産両等学校長協会負担金 48 

全国総合学科高等学校長協会負担金 50 

全国理数科両等学校長会負担金 21 

全国福祉両等学校長会負担金 7 

全国公立学校事務長会負担金 72 

全国定時制通信制高等学校長会負担金 32 

全国通信制高等学校長会負担金 6 

氷温協会普通会員年会費 60 

都道府県教育委員会等指導事務主管部課長会分
15 

担金

-207-



節 の 明 細

項 回 金額(千円)等

中・四国高等学校就職対策協議会負担金 15 

県高等学校家庭クフブ連盟補助金 1.377 

県学校農業クラブ連盟補助金 748 

第56回中園地区高等学校定時制通信制教育振興
大会助成

100 

教員内地留学授業料 320 

新教育大学入学料、授業料、検定料 5.981 

14条大学入学金、授業料 4.879 

教員研修センタ研修負担金 90 

競技大会参加費 185 

外国青年海外傷害保険料負担金 162 

外国青年渡航経費負担金 390 

自治体国際化協会負担金 432 

近畿高等学校総合文化祭鳥取大会補助金 38.000 

5目教育振興費

報 島明 看護師 3人

就労サポタ 4人

外国人英語指導助手 23人

外国人緯国語指導助手 2人

外国人中国語指導助手 1人

非常勤職員 5人

定着支援コーディネーター 2人

通学支援検討委員会委員 12人

技能検定運営委員会委員 14人

スク ノレソ シヤノレワ カ 1人

就学支援委員会委員 15人

医療的ケア運営協議会委員 4人

特例教育課程による地域研究事業(教育研究開発 4人
事業)運営指導委員
英語教育推進会議 4人

理数課題研究発表会審査員 4人

英語弁論大会審査員 4人

グローパノレ・リーダー育成事業運営指導委員会 2人

1・ 負担金補助 鳥取県中学校文化連盟補助金 1.300 
及び交付金

全国・中国研究大会等開催費補助金 600 

市町村等が行う児童生徒通学支援に対する交付金 19.005 

特別支援教育総合推進事業補助金 3.770 

教員内地留学研修負担金 120 

14条大学入学金、授業料 1.890 

被災児童生徒等特別支援教育就学奨励事業費補
18 

助金
全国盲学校長会負担金 20 

全国聾学校長会負担金 18 
""備208 



節の明細

項 目 金額(千円)等

全国特別支援学校肢体不自由教育校長会負担金 15 

全国特別支援学校病弱教育校長会負担金 15 

全国特別支援学校知的障害教育校長会負担金 60 

全国特別支援学校長会負担金 64 

全国高等学校長協会負担金 64 

全国公立学校事務長会負担金 24 

視覚障害生活訓練指導者養成研修受講料 167 

放送大学受講補助金 218 

タt国青年海外傷害保険料負担金 714 

外国青年日本語教育研修負担金 40 

外国青年渡航経費負担金 1，740 

自治体国際化協会負担金 1，872 

外国の大学等授業料 1，200 

県高等学校定時制適仏制教育振興会補助金 170 

県両等学校文化連盟補助金 18，929 

近畿両等学校総合文化祭鳥取大会補助金 22，334 

両校生海外体験支援補助金 2，000 

高校生海外留学支援補助金 2，400 

高等学校等海外派遣支援補助金 3，000 I 

まんが甲子園参加料 120 

6目教育財産管理費

報 酬 非常勤職員 3人l

負担金補助 公共下水道受益者負担金 836 
及び交付金

安全運転管理者協議会負担金 41 

土地改良区負担金 916 

土地改良区決済金 458 

水利組合負担金 41 

営繕積算システム負担金 140 

7目育英奨学事業費

幸E 酬 非常勤職員 5人

育英奨学資金選考委員会 5人

奨学金システム再構築プロポーザル審査会 2人

負担金補助 大学等進学資金助成金 2，480 
及び交付金

県学生寮運営事業補助金 24，799 

高校生等奨学給付金 120，397 

貸 付 金 高等学校定時制通伝制課程修学奨励金 840 

償還金、利子 地域改善対策局等学校等進学奨励費補助金国庫 70，652 
及び割引料 償還金

鳥取県授業料減免・奨学金基金国庫償還金 274，613 

積 立 金 鳥取県授業料減免・奨学金基金積立金 144 
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節の明細

項 目 金額(千円)需

繰 出 金育英奨学事業特別会計繰出金 503，018 

8目教育センター費

幸E 酬 非常勤職員 4人

専門指導員(教育相談) 3人

相談員(教育相談) 1人
、

指導員 2人

カウンセフー l人

ソーシヤノレワーカー I人

ICT教育支援員 1人

教職員研修等実施協議会委員 1人

負担金補助 都道府県指定都市教育センター所長協議会負担金 37 
及び交付金

全国教育研究所連盟負担金 25 

中国・四園地区教育研究所連盟負担金 10 

全国特別支援教育センター協議会負担金 5 

2項小学校費

1目小学校費

幸E 酬 非常勤講師等 488人

給 料 教員 2，322人

養護教員 133人

栄養教諭 14人

学校栄養職員 27人

事務職員 142人

定数外職員 31人

3項中学校費

1目中学校費

報 酬 非常勤講師等 173人

~ドl明6. 料 教員 1，347人l

養護教員 62人

栄養教諭 5人. 
学校栄養職員 14人

事務職員 79人 4 

定数外職員 12人

4項高等学校費

1目高等学校総務費

報 酬 非常勤講師等 296人

給 料 教員 1，064人

養護教員 31人

実習助手 93人

事務職員 88人

自動車整備士 l人
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節 の 明 細

項 目 金額(千円)等

学校技能主事 24人

図書館司書 24人

船員 18人

教育相談員 3人

定数外職員 37人

2目高等学校管理費

負担金補助 全寮制農業高等学校寄宿舎運営事業補助金 1，557 
及び交付金

土地改良区負担金 218 

水利組合負担金 2 

ボイァ 協会負担金 30 

食品衛生協会負担金 8 

全国水産両等学校実習船運営協会負担金 125 

5項特別支援学校費

1目特別支援学校管理費

報 島明 学校評議員 44人

学校関係者評価委員 44人

2目特別支援学校費

報 酬 非常勤講師等 182人

手話普及コディネタ 2人

絵 料 教員 637人

養護教員 15人

栄養教諭 l人

実習助手 21人

寄宿舎指導員 27人

学校栄養職員 2人

事務職員 29人

介助職員 7人l

学校技能主事 8人

定数外職員 6人|

負担金補助 手話技能検定補助金 3，720 
及び交付金

6項社会教育費

1目社会教育総務費

報 酬 社会教育委員 12人

県民カレッジ運営委員会委員 9人

子どもの読書活動推進委員会委員 11人

非常勤職員 2人

給 与 般職員 130人

定数外職員 l人

負担金補助 県社会教育委員連絡協議会負担金 12 
及び交付金

全国社会教育委員連合会負担金 70 
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節の 明 細
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節の明細

項 目 金額(千円)等

負担金補助 日本図書館協会負担金 50 
及び交付金

全国公共図書館協議会負担金 21 

県図書館協会負担金 60 

4目博物館費

幸E 酬 博物館協議会委員 15人

警備員 2人

非常勤職員 13人

美術品収集評価委員会委員 7人
q 

非常勤職員(監視員他) 42人

負担金補助 日本博物館協会負担金 45 
及び交付金

全国科学博物館協議会負担金 20 

関西博物館連盟負担金 2 

全国美術館会議負担金 30 I 

日本博物館協会中国支部負担金 7 

鳥取県ミュ ジアム・ネットワ ク負担金 2 

企画展開催費負担金 38，600 

博物館振興会補助金 2，587 

5目青少年社会教育施設費

幸R 酬 技術指導支援員 2人

ボイフ技士 2人

非常勤職員 2人

船上山少年自然の家運営委員会委員 6人

大山青年の家運営委員会委員 6人

負及担び金交補付助金
中国四園地区青少年教育施設連絡協議会負担金 20 

6目埋蔵文化財センタ費

報 酬 非常勤職員 7人

発掘調査員 l人

整理作業員 26人

負担金補助 全国公立埋蔵文化財センタ 連絡協議会負担金 30 
及び交付金

鳥取県ミュージアム・不ットワーク負担金 2 

資格取得等受講料 198 

青谷調査室施設維持管理経費負担金 2，631 

7項保健体育費

1目保健体育総務費

給 キヰ 一般職員 10人

報 酬 心や性の健康問題対策協議会委員 5人

学校の安全教育推進委員会委員 2人

負担金補助 地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業補助金 950 
及び交付金

全国都道府県体育・保健・給食主管課長協議会負担金 15 

日本スポ ツ振興センタ 災害給付負担金 24，039 
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節 の 明 細

項 目 金額(千円)等

日本スポーツ振興センタ 災害共済給付金 57，000 

県学校保健会補助金 350 

2自学校体育振興費

報 酬 子どもの体力向上支援委員会委員 3人

武道指導推進委員会委員 4人

運動部活動推進委員会委員 6人

負担金補助 運動部活動外部指導者活用事業補助金 517 
及び交付金

鳥取県学校関係体育大会補助金 34，578 

トップアスリ ト派遣事業補助金 500 

行平委成員28会年負度担全金国高等学校総合体育大会鳥取県実 8，557 

平成委員28会年負度担全金国品等学校総合体育大会会場地実 5，228 
fi 
平成28年度全国高等学校総合体育大会特別強化 4，458 
事業補助金

4目スポツ振興費

|報 酬 |非常勤職員 l人

A 
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継続費についての前 前 年 度 末 ま で の 支 出 額 、 前 年 度 末 ま で の 支出額又は支出額の
見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書

当初

全体計画

左の財源内訳 前前年度 前ま年で度の支末
当出予該年定度額支 予当ま該で定年額の度支末出 支翌年出度予以定額降

継続費の総
主主 項 事業名 末までの

出(見 額進捗に対率する年度 年割額 特定財源 支出額
込)額一般財源

国庫支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 % 

24 221.437 31. 475 56. 000 ]33. 962 66.805 66.805 6.7 

25 609.819 171.606 305.0目。 ]33.213 736. 221 736.221 73.9 
鳥取工業高等学校
建築・電気実習棟 26 112.931 41守 000 71.931 141.161 141.161 14.2 
改築事業費

27 52.094 52.094 52.094 52.094 5.2 

百十 996. 281 203. 081 402. 000 391. 200 803. 026 141.161 52.094 996.281 100.0 

24 83.470 83.470 14.391 14.391 2. 1 

倉学吉校総管合理産棟業改高築等事

25 557. 597 557. 597 610.736 610. 736 87.6 

26 53. 764 32.000 21. 764 69. 704 69. 704 10. ~ 
業費

27 2.226 2.226 2.226 2.226 0.3 

計 697目。57 32.000 665. 057 625. 127 69.704 2.226 697.057 100.0 

25 67. 061 67. 061 
10教育費 1教育総務費

1. 872. 162 26 1.805.101 618. 909 1.186.192 1..872. 162 47.9 

27 1. 327. 983 958. 000 369. 983 1. 327. 983 1.327.983 33. 9 
震鳥取改修西等高整等学備事校業耐 28 223. 860 129. 000 94.860 223.860 5.7 
費

360. 000 120.734 480.734 12.3 29 480.734 

30 8.229 8.229 8.229 0.2 

計 3.912.968 1. 447. 000 685.970 1. 779. 998 1.872.162 1.327.983 3.200.145 712. 823 100.0 

25 241.926 241. 926 215.910 215.910 31.4 

26 374.747 266. 853 107. 894 400.763 400.763 58.2 

整八備頭事高等業学費校改築 27 69.763 62. 000 7.763 69. 763 69.763 10. 1 

28 2.354 2.000 354 2.354 0.3 

百十 688. 790 64.000 266. 853 357.937 215.910 400. 763 69.763 686.436 2.354 100.0 
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継続 資 に つ い て の前前年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額の
見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書

全体計画

左の財滞内訳 前前年度
前年度末

当該年度末
継進額続捗に費対率のす総るまでの支 当出該予定年度額支 翌年度以降

重量 項 事業名
年割額

末までの
出(見 までの支出

支出予定額
年度 特定財源 支出額 予定額

一般財源 込)額

国庫支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 子円 千円 -千円 % 

26 33， 152 29，726 3，426 33，152 33，152 45.9 

倉道吉場西整高備等事学業校費弓 27 39，000 9，791 29， 209 39，000 39，00日 54.1 

計 72，152 39，517 32， 635 33， 152 39，000 72， 152 100.0 

26 19， 316 10，274 9，042 19，316 19，316 44. 6 
倉吉総合産業高等
学校グラウンド整 27 24. 000 24. 000 24. 000 24，000 55.4 
備事業費

計 43，316 10，274 33，日42 19，316 24，000 43，316 100.0 

26 29， 128 6，299 22，829 29，128 29， 128 46.9 
鳥取工業高等学校
グラウンド整備事 27 33， 000 29， 000 4， 000 33， 000 33，0目。 53.1 
業費

言十 62，128 29， 000 6，299 26， 829 29， 128 33，000 62， 128 100.0 

倉大許型取吉農特得業殊施高設自等動整学車備免校事

26 8，668 8，668 8，668 8，668 47.2 

27 9，678 9，678 9，678 9，678 52.8 
10教育費 1教育総務費 業費 Z十 18， 346 18， 346 8，668 9，678 18， 346 100.0 

26 102，331 72. 945 29，386 102，331 102， 331 3.9 

27 1，288，236 " 157，日目。 131，236 " 288， 236 1，288，236 49.6 

米備子事東業高費等学校整
28 681，409 612，000 69， 409 681，409 26.2 

29 518，008 465，000 53， 008 518，008 19.9 

30 10， 636 9，000 1，636 10， 636 0.4 

言十 2， 600， 620 2守 243，000 72，945 284， 675 102， 331 " 288， 236 1，390，567 1，210，053 100.0 

26 95，711 55，793 39，918 95， 711 95， 711 28.8 

八頭高等学校耐震
27 184，274 166， 000 18，274 184. 274 184，274 55.4 

改修等整備事業費 28 52，584 46，000 6，584 52，58A 15. ! 

計 332， 569 212， 000 55，793 64，776 95，711 184，274 279，985 52，584 100. ( 
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継続費についての前前牢度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額の
見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況 等に関する調書

全体計画

左の財源内訳 前前年度 前ま年で度の支末
当該年度支

当該年度末
翌支年出度予定以額降

継額続に対費の総
款 項 事業名 末までの

出(見 出予定額 予まで定額の支出 する
年度 年割額 特定財源 支出額 進捗率

一般財海 込)額

国庫支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 % 

16 354， 716 19， 541 174. 000 39， 933 11， 151 354， 716 354，716 40. 0 
県構造立部高等材学耐震校等対非策

17 531， 088 11， 381 480， 000 39，706 531， 088 531，088 60.0 
事業費

計 886，814 31. 913 754，日目。 39， 933 60，958 354， 716 531， 088 886，814 100.0 
1教育総務責

15，000 6， 550 30， 181 17 30，181 8，631 30， 181 38.6 

10教育費
倉畜産吉農施設業高改等修学等整校

18 47，991 11，451 10， 000 16，540 47，991 61. 4 
備事業費

計 78，174 10，084 35， 000 13， 090 30， 181 30，181 47，991 100.0 

26 1，833 1，833 1，833 1，833 30.0 

5特別支鎮学筏費
西部病弱高等部整 27 4，278 4，278 4，278 4，278 70.0 
備事業費

計 6，111 6，111 1，833 4，278 6，111 100.0 

当初
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

当該年度提出に係る分

事

前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
左の財源内訳

項 日良 度 額 特 定 財 源

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

千円 千円 千円 千円

平成27年度

千円 千円 千円

教職員健康管理事業費 38，368 平成28年度 38，368 38，368 

平成27年度
県立学校教室用・教育用 1，180 

平成28年度から
1，180 

パソコン等賃借料
平成30年度まで

1，180 

平成27年度
県立学校教育用パソコン 614，653 

平成28年度から
614，653 

等(専門機器)賃借料
平成33年度まで 614，653 

平成27年度
県立特別支援学校聖ブ 3，612 

平成28年度から
3，612 

レット端末等賃借料
平成30年度まで

3，612 

平成27年度
米子東高等学校学校図 2，527 平成28年度 2，527 
書館備品整備事業費

2，527 

平県成立学27校年パ度ソコン用ソフ 14，850 
平成28年度から

14，85日
トウヱアライセンス使用料

平成30年度まで
14，850 

平成27年度
米整子東高等学校備品等 86，855 平成28年度 86，855 

備事業費

86，855 

平県成立高27等年学度校事ブレット 47，601 
平成28年度から

47，601 
端末等賃借料

平成30年度まで
47，601 

l
N
-
白

l



債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

当該年度提出に係る分

事 I.i'i si 度 額
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財 i原内訳

特 定 財 ;市

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

平成27年度
教育センヲーパソコン研 20，481 

平成28年度から
20，481 

修室整備事業費
平成32年度まで 20，481 

平成27年度
図書館業務システム(貸 152，608 

平成28年度から
出・返却・蔵書管理等)賃

152，608 

{昔料
平成32年度まで 152，608 

平成27年度
図書館マイヲロフィルム 3，692 

平成28年度から
3，692 

スキャナ一等賃借料
平成32年度まで 3，692 

平成27年度
奨学金管理システム保 1，008 

平成28年度から
1，008 

守業務委託
平成32年度まで 1，008 

平成27年度
中央病院改築整備事業 307，290 

平成28年度から
307，290 

受託発掘調査事業費
平成29年度まで 307，290 

平成27年度 91，0日O
博物館企画展開催費

平成28年度 91，0日O
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

左の財源内訳
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

特 定 財 源事 項 E混 度 額
一般財源

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

平成22年度 平成23年度から 平成27年度から
県立学校教室用パソコン 485，957 平成26年度まで 276，379 平成29年度まで 44，118 44，118 等賃借料

平成22年度
28，345 

平成23年度から
21，017 平平成成2278年年度度まかでら 7，003 7，003 教育の情報化推進事業

平成26年度まで
費

平成23年度
427，375 

平成24年度から
267，764 平成27年度から

68目012 68，012 県立学校教育用パソコン 平成26年度まで 平成28年度まで
等賃借料

平成23年度
212，703 

平成24年度から
133，412 平成27年度度かまでら 62，999 62，999 県立学校教室用プロジェ 平成26年度まで 平成28年度

ヲヲ賃借料

平成23年度
172，106 

平成24年度から
74，499 

平成27年度から
34，496 34，496 学事支援システム賃借 平成26年度まで 平成28年度まで

料

平鳥成取2県3教年育度情報通信
3，749 

平成24年度から
738 

平成27年度から
675 675 

ネットワーヲ接続用スイッ 平成26年度まで 平成29年度まで

チ賃借料

平成23年度
3，886 

平成24年度から
1，6日日 平成27年年度度まかでら 524 524 県立学校教室用パソコン 平成26年度まで 平成28

等賃貸借

平成24年度
317，28 

7平成25年度から 63，393 
平成27年度から

143，857 143，85; 県立学校教育用パソコン 平成26年度まで 平成29年度まで
賃借料

平成2学4校年情度報
平成25年度から 48 平成27年度から 6， 県立 教育通信 185 63 

ネットワ-?接続スイッチ 平成26年度まで 平成29年度まで

賃借料
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額
左の財源内訳

事 項 限 度 額 特 定 財 源

期 悶 金 額 期 閑 金 額 国庫支出金 地方債 その他

平成24年度
322，351 

平成25年度から
45，754 

辛成27年度から
91，506 91，506 県立学校サーバ賃借料 平成26年度まで 平成30年度まで

平成24年度
平成25年度から 平成27年度から

県立高等特別支援学校 126，831 
平成26年度まで

24，772 
平成30年度まで

53，074 53，074 
教室用パソコン等賃借料

平成25年度
県立高等特別支援学校 1，919 平成26年度 407 

平成27年度から
1，512 1，512 教室用パソコン等賃貸借 平成30年度まで

料

平成25年度
平成27年度から

県立特別支援学校ヲブ 14，070 平成26年度 3，200 
平成28年度まで

6，400 6.400 
レツト端末等賃借料

平成25年度 平成27年度から
県立学校教育用パソコン 130，417 平成26年度 21，823 

平成31年度まで
97，646 97，646 

賃借料

平県立成学25校年教度室用パソコン 367，449 平成26年度 75，234 
平成27年度から

257，048 257，048 
等賃借料

平成30年度まで

平県立成学25校年教度職員用パ、ノ 487，104 平成26年度 90，165 
平成27年度から

232，923 232，923 
コン等賃借料

平成29年度まで

平成25年度 平成27年度から
倉吉農業高等学校寄宿 26，950 平成26年度 10，325 

平成28年度まで
13，766 13，766 

舎給食業務委託

平成25年度
平成27年度から

県立学校図書管理シス 72，530 平成26年度 19，768 
平成32年度まで

19，856 19，856 
テム賃借料
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

事 項
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財源内訳

s1< 度 額 特 定 財 源

期 間 金 額 期 問 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

平成2学5校年機度械
県立 警備業務 26，295 平成26年度 2，520 

平成27年度から
10，079 

委託
平成30年度まで 10，079 

平県成立学25校年エ度レベ一宮一保 43，392 平成26年度 14，091 
平成27年度から

28，181 
守点検業務委託

平成28年度まで 28，181 

平成25年度
米子東高等学校改築整 231，272 平成26年度 30，694 

平成27年度から
178，023 

備事業費
平成29年度まで 178，023 

平成25年度
学事支援システム賃借 30，240 平成26年度 5，585 

平成27年度から
22，337 

料
平成30年度まで 22，337 

平県成立学26校年教度室用・教育用 288，517 
平成27年度から

288，517 
パソコン等賃借料

平成30年度まで 288，517 

平県成立学26校年教度育用パソコン 98，336 
平成27年度から

98，336 
等〔専門機器)賃借料

平成32年度まで 98，336 

平県成立学26校年教度室用プロジェ 1，979.439 
平成27年度から

1，979，439 
ウヲ等賃借料

平成33年度まで 1，979，439 

平成26年度
県立学校校内LAN運営 89，876 

平成27年度から
89，876 

支援業務委託
平成29年度まで

89，871 

平成26年度
県立特別支援学校?<ブ 58，959 

平成27年度から
49，376 

レット端末等賃借料
平成29年度まで

49，376 
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

事 項 日盟 度 額
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財源肉訳

特 定財 瀬

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財i原

平成26年度
学事支援システム賃借 64，949 

平成27年度から
62，784 

料
平成31年度まで 62，784 

平成26年度
鳥取湖陵高等学校環境 108，087 平成27年度から

70，224 
制御システム賃借料

平成33年度まで 70，224 

平鳥成取盲26学年校度点字ディスプ 1，209 
平成27年度から

1，209 
レイ賃借料

平成29年度まで 1，209 

平成26年度
学事支援システム賃借 73，465 

平成27年度から
73，465 

料
平成31年度重で 73，465 

平県立成特26別年支度援学校，青掃 95，676 
平成27年度から

95，676 
業務委託

平成29年度まで 95，676 

平成26年度
鳥取盲学校寄宿舎給食 11，898 

平成27年度から
11，898 

業務委託
平成28年度まで 11，898 

平成26年度
皆生養護学校通学パス 24，456 

平成27年度から
24，456 

運行管理業務委託
平成28年度まで

平成26年度

賃皆生借養料護学校通学パス 9;420 
平成27年度から

9，420 
平成31年度まで 9，

420
11 

平鳥成取24年度
県教育情報ネット 38，209 

平成25年度から
11，764 

平成27年度から 14，215~ 
ワーヲ機器賃借料

平成26年度まで 平成29年度まで
14，215 
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

事 I買 日盟 度 額
目IJ年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財源内訳

特 定 財 滞、

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

平成25年度

鳥ワー取ヲ県機教器育賃情借報料ネット 578 平成26年度 。平成27年度から
578 平成29年度まで 578 

平成情25報年ネ度ッ
教育 トワークコィ 18，136 平成26年度 2，362 平成27年度から

8，265 
Jレ事リングソフト使用料 平成30年度まで 8，265 

平教成育等情賃26報借年ネ料度ットワ-';J機 15，379 平成27年度から
9，089 

器 借料 平成31年度まで 9，089 

平成26年度
教育セン告一清掃等業務 18，624 平成27年度から

委託 平成29年度まで 18，624 18，624 

平成26年度

教育セン告ー消防設備保 399 平成27年度から
399 

守点検業務委託 平成29年度まで 399 

平成26年度

教育セン空一機械警備業 389 平成27年度から
389 

務委託 平成29年度まで 389 

平成26年度
教育セン安一昇降機保守 195 平成27年度から

195 
点検業務委託 平成29年度まで 195 

平成26年度

教育セン務告委ー託電気工作物 895 平成27年度から
895 

保安業 託 平成29年度まで 895 

平成26年度

器教賃育情借報料ネットワーヲ機 95，443 平成27年度から
95，443 

平成32年度まで 95，443 
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

事 項 F艮 度 額
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財源内訳

特 定 財 ;原

期 間 金 額 期 問 金 額 国庫支出金 地方債 その i也
一舷財源

サ平県成ポ立ー学24校ト年シ勤度ス務テ時ム間聖管理 4， 464 
平成25年度から 平成27年度から

整備事 平成26年度まで
1，937 2，421 

業
平成29年度まで 2，421 

平サ県ポ成立ー学25ト校年シ勤度ス務テ時ム間賃管借理料 4，日87平成26年度 864 
平成27年度から

2，880 平成30年度まで 2，880 

サ平県成立ポー学26ト校年シ勤度ス務テ時ム間賃管借理料 4，585 平成27年度から 3，454 
平成31年度まで 3，454 

平成高26等年学度校
岩美 9ブレツト 3，624 平成27年度から 1， 659 1，659 
端末等賃借料

平成28年度まで

平鳥ト端成取末西2等6高年賃等度借学料校告ブレツ 5， 102 平成27年度から
4， 423 4，423 平成29年度まで

平成25年度
鳥取県立生漉学習セン 432， 095 平成26年度 86，419 平成27年度から 345，676 
9ー管理委託

平成30年度まで 345， 676 

平成25年度
青少年社会教育施設警 44，352 平成26年度 12目 453平平成成2Z78年度から 24， 866 
備等業務委託

年度まで 24， 866 

平成26年度
青少年社会教育施設給 31，209 平成27年度から 31. 209 
食業務委託

平成29年度まで 31， 209 

平成26年度
膏少年社会教育施設清 8， 754 平成27年度から 8， 754 
掃業務委託

平成29年度まで 8，754 
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

左の財源内訳
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

特 定 財 源事 項 PR 度 額
一般財源

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他

平成23年度
1，846 

平成24年度から
700 

平成27年度から
311 311 図書館利用者用イン告ー 平成26年度まで 平成28年度まで

ネット端末賃借料

平成24年度 平成25年度から
724 

平成27年度から
844 844 図書館映像録音資料視 3，411 

平成26年度まで 平成29年度まで
聴機器賃借料

平成25年度
9，905 平成26年度 1，512 

平成27年度から
5，418 5，418 図書館大研修室視聴覚

平成30年度まで
機器賃借料

平成25年度
平成26年度 1，296 

平成27年度から
5，184 5，184 図書館消防設備保守業 6，960 

平成30年度まで
務委託

平成25年度
平成26年度 4，102 

平成27年度から
8，205 8，205 図書館設備保守業務委 13，944 

平成28年度まで
託

平成25年度
平成26年度 271 

平成27年度から
542 542 図書館閲覧室貧鉢賃借 957 

平成28年度まで
料

平成25年度
93 平成27年度から282 平成26年度 187 187 図書館芳香器及び便器 平成28年度まで

洗浄器賃借料

平成26年度 平成27年度かb
無断持出防止装置シス 6，195 

平成31年度まで
6，033 6，033 

子ム賃貸借

平成26年度 平成27年度から
492 492 図書館廃棄物処理業務 492 平成29年度まで

委託
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額文は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

事 項 E混 度 額
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財源肉訳

特 定 財 源

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

平図書成業館2務6空委年調託度設備保守点 10，656 
平成27年度から

10，656 
検 委託

平成29年度まで 10，656 

平図書成館26警年備度等業務委託 15，819 
平成27年度から

15，819 
平成29年度まで 15，819 

平青成谷上19寺年地度遺跡指定地 1，509，688 
平成20年度から

1，457，015 
平成27年度から

公有化事業費
平成26年度まで 平成29年度まで

52，673 42，138 10，535 

平旧成鳥取25湖年陵度高等学校美
270 平成26年度

90 平成27年度から
和分校機械警備業務委

180 

託

平成28年度まで 180 

平成25年度
むきばんだ史跡公園消 5，367 平成26年度 1，414 

平成27年度から
2，828 

防設備点検業務委託
平成28年度まで 2，828 

平成25年度
埋蔵文化財セン?z一機械 5，950 平成26年度 1，471 

平成27年度から
4，479 

警備業務委託
平成28年度まで 4.479 

平成26年度
平成27年度から

青谷上寺地遺跡指定地 395，404 395，404 316，323 
公有化事業費

平成29年度まで 79，081 

平山成陰2海4岸年ジ度オパーク映 11，037 
平成25年度から

4，549 
平成27年度から

像資料投影機器賃借料
平成26年度まで 平成Z日年度まで

6，065 6，065 

平成25年度
山陰海岸ジオパーヲ映 239 平成26年度 65 

平成27年度から
174 

像資料投影機器賃借料
平成29年度まで 174 
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

左の財源内訳
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

特 定 財 源事 項 限 度 額

一般財源
期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他

平成24年度
平成25年度から

14，616 
平成27年度から

14，616 14，616 博物館設備関係業務委 30，436 
平成26年度まで 平成28年度まで

託

平成25年度
627 平成26年度 209 平成27年度から

418 418 
博物館設備関係業務委

平成28年度まで主主

平成25年度 | 
13，368 平成26年度 4，138 平成27年度から

8，275 8，275 博物館設備保守点検業
平成28年度まで務委託

平成25年度
平成27年度から山陰海岸学習館自動ド 228 平成26年度 76 
平成28年度まで 152 

ア保守点検業務委託
J 

平成26年度

平成27年度度まかでら博物館資料デーヲベース
15，076 12，698 公開システム機器賃借 平成31年

料

平成26年度
10，857 平成27年度から

10，857 博物館設備保守点検業
平成29年度まで務委託

平成26年度
5，733 平成27年度から

5，733 5，733 博物館庭園管理業務委
平成29年度まで

託

平成26年度
21，788 平成27年度から

21，788 21，788 博物館清掃業務委託 平成28年度まで

平成26年度
650 平成27年度から

650 650 博物館機械警備業務委
平成31年度まで託
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

J 

過年度議決済に係る分

左の財 i原内訳
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

特 定 財 源事 項 限 度 額

一般財源
期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その{也

平成26年度
平成27年度から

455 455 博物舘湖山倉庫機械筈 455 
平成31年度まで備業務委託

平成26年度
平成27年度から

141 141 山陰海岸学習館消防設 141 
平成29年度まで備保守点検業務委託

平成26年度
平成27年度から

465 465 山陰海岸学習館機械警 465 
平成31年度まで

備業務委託

平成22年度
5.762 

平成23年度から
2.873 

平成27年度から
2.335 2. 335 米子養護学校生ゴミ処

平成26年度まで 平成30年度まで
理機賃借料

平成25年度
85平成26年度 20平成27年度から 65 65 米子養護学校生ゴミ処

平成30年度まで
理機賃借料

平成24年度
4.215 

平成25年度から
1. 512 

平成27年度から
2.583 2.583 白兎養護学校生ゴミ処

平成26年度まで 平成30年度まで
理機賃借料

平成25年度
97平成26年度 22平成27年年度度まかでら 75 75 自兎萎護学校生ゴミ処

平成30
理機賃借料

平成25年度
32.060 平成26年度 9.356 

平成27年度から
22.704 22. 704 鳥取養護学校給食業務

平成28年度まで
委託

平成26年度
13.404 平成27年度から

13.404 13.404 自兎養護学校給食業務
平成28年度まで霊託

l
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分

左の財源内訳
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

特 定 財 源事 項 限 度 額
一般財源

期 間 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その{也

平成26年度 平成27年度から
鳥取聾学校ひまわり分 5， 351 平成29年度まで

5，351 5，351 
校給食業務委託

平成26年度
58， 623 

平成27年度から 58， 623 58，623 倉吉養護学校給食業務 平成29年度まで
委託

平成26年度
28， 861 

平成27年度から 28目 861 28，861 皆生養護学校給食業務 平成29年度まで
委託

l
M
ω
D
l
 



表括
。ι、
ドバ2F計

A
A

一
A見IJ特

議案第15号

aZb玄、 言十 名 本年度予算額 前年度予算額 比 較

県立学校農業実習特別会計 58， 322千円 56，156千円 2， 166千円

AEb 3 言十 58， 322千円 56， 156千円 2，166千円
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平成 27年度鳥取県県立学校農業実習特別会計歳入歳出予算事項別明細書

款 項 目 九本年度 前年度 比較
節

説明
区分 金額

1 財産収入
干円 千円 千円 千円

42.411 39，881 2，530 

1 財産売払収入 42.411 39，881 2，530 

1 生産物売払収入 34，991 33，002 1，989 1 生産物売払収入 34，99.1 

2 家畜類売払収入 6，600 6，059 541 1 家畜類売払収入 6，600 

3 物品売払収入 820 820 011 物品売払収入 820 

2 繰越金 15，890 16，254 ム 364

1 繰越金 15，890 16，254 ム 364

1 繰越金 15，890 16，254 ム 3641 前年度繰越金 15，890 

3 諸収入 21 21 。
1 殺人 21 21 。

1 雑入 21 21 011 雑入 21 

歳 入 合 計 58，322 56，156 2，166 ~ / ~ 

歳入

l
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山 由

本年度 前年度 比較 又 の寸pーzーlm寺IP田=他 説明款 項 目
国庫支出金 繰入金 事業収入 区分 金額

1 県立学校 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

農業実習費 55，322 53，437 1，885 12，911 42.411 
1 県立学校

55，322 53.437 1，885 12，911 42.411 
農業実習費

1 県立学校
55，322 53，437 1，885 12，911 42.411 9 旅費 38 普通旅費農業実習費

11 需用費 45，127 

12役務費 4，863 

13委託料 215 

14使用料及び 44 
賃借料

16原材料費 2，055 

18備品購入費 1，818 

19負担金、補助 762 

及び負担金 土地改良区負担金

702 
水車j組合負担金

14 
農事組合負担金

20 
ホル}.H:，登録協会負担金

3 
家畜改良同志会負担金

10 
農協果実部社支部会費

5 
食品衛生協会費

B 

27公課費 400 

Z 予備費
3，000 2，719 281 3，000 。

1 予備費 3，000 2，719 281 3，000 。
1 予備費 3，000 2，719 281 3，000 

歳 出 合 言十 58，322 56，156 2，166 15，911 42.4l1 ------/ ---

歳出
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平成 27年度特別会計当初予算説明資料

1款県立学校農業実習費

1項県立学校農業実習費

1目県立学校農業実習費 教育環境課(内線 :.7698)

(県立学校農業実習特別会計) (単位・千円)

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源 内訳

備考
国庫支出金 諸収入 繰越金財産収入

県立学校農業実習費

55， 322 53，437 I. 885 21 12， 890 42，411 

トータルコスト 56， 0.98千円(前年度54，211千円) [正職員:O. 1人]

主な業務内容 支払等会計事務手続

工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

1 事業の概要

智頭農林高等学校、倉吉農業高等学校で農業実習を行う。

2 事業内容

学校名 予算額 内 容

智頭農林 3， 008 野菜・草花の栽培実習

庭園木の生産実習

食品加工実習(味噌など)

倉吉農業 39，424 野菜・草花の栽培実習

家畜の飼育と畜産経営の学習

食品加工実習(醤油、乳製品他)

本庁 12， 890 保留額、消費税

言十 55，322 

3 これまでの取組状況

生産物や家畜の売払い収入を支出に充当する生産計画を立て、農業実習や販売実習などの実

体験を通した学習を行っている。

2款予備費

1項予備費

1目予備 費

事 業 名 本年度 前年度 比較
財源

国庫支出金 諸収入

予備費

3，000 2， 719 281 

トータルコスト 3，777千円(前年度3，493千円) [正職員:O. 1人]

主な業務内 容 支払等会計事務手続

工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

事業の概要

県立学校農業実習特別会計に係る予備費である。

-234-

教育環境課(内線 :7698)

(単位:千円)

内訳
備考

繰越金財産収入

3， 000 



平成27年度 当初予算歳出事項別明細書(教育委員会)
{特別会計}

下と
県立学校直接実習費 予輔費

うち教育畳員会 うち教育番員会

県立学校農業実習費 予冊費

県立学桂 予価費

Il聾実習喪

1 報 酬

2 結 料

3 職員 手 当 等

4 共 済 費

5 虫害補慣費

8 車桔且び週聴年金

7 置 金

8 唖 置費

g 旅 畳 38 38 38 38 

費用弁慣

普通時費 38 38 38 38 

特別旅費

10主 陣 費

11 需 用 費 45.127 45. 127 45.127 45. 127 

12世 輯 費 4.863 4.863 4.863 4.863 

13垂 程 料 215 215 215 215 

14慣用料及び賃借料 44 44 44 44 

15工 事 揖 負 普

16原 材料費 2. 055 2.055 2. 055 2.055 

17公有財産購入費

18備品購入費 1.818 1. 818 1. 818 1.818 

19 負担金.補助丑日吏付金 762 762 762 762 

20揖 助 費

21 茸 付 金

22補償.楠'1及び賠慣金

23慣還金.利子丑び割引料

24投資:&L'出資金

25積 立 金

26寄 fす 金

27公 課 費 400 400 400 400 

28繰 出 金

予 備 費 3.000 3.000 3.000 3.000 

富十 55.322 55. 322 55.322 55.322 3.000 3.000 3.000 3. 000 

財 国 庫支出金

調 繰 入 金

向 そ の {由 12. 911 12.911 12.911 12.911 3.000 3.000 3.000 3.000 

訳 事業収入 42.4U 42.411 42.411 42.411 
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節 の 明 細(県立学校農業実習特別会計)

項 目 金額(千円)等

1款県立学校農業実習費

1項県立学校農業実習費

1目県立学校農業実習費

及負担び金交付補金助
土地改良区負担金 702 

水利組合負担金 14 

農事組合負担金 20 

ホルスタイン登録協会負担金 3 

家畜改良同志会負担金 10 

農協果実部中土支部会費 5 

食品衛生協会費 8 
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表括""-"、ll'，C" 計..6、
A 別特

議案第16号

dヨ合ミ、 計 名 本年度予算額 前年度予算額 比 車交

育英奨学事業特別会計 960，892千円 987，516千円 ム26，624千円

，ロ晶、 計 960，892千円 987，516千円 ム26，624千円
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平成 27年度鳥取県育英奨学事業特別会計歳入歳出予算事項別明細書

款 項 I頁 本年度 前年度 比較
l!i 

区分
千円 千円 干円 千円 千円

1 繰入金 503，018 528，163 ム 25，145

1 一般会計繰入金 503，018 528，163 ム 25，145

1 一般会計繰入金 503"，018 528，163 ム 25，1451 一般会計繰入金 503，018 

2 繰越金 10 10 。
1繰越金 10 10 。

1 繰越金 10 10 011 繰越金 10 

3 諸収入 457，864 459，343 ム 1，479

1 貸付金元利収入 457，864 416，682 41，182 

1 貸付金元利収入 457，864 416，682 41，182 1 貸付金元利収入 457，864 

日本交学生支援機 。 42，661 ム42，661
構付金

日本学生支援機構交付金 。 42，661 ム42，661 日本学生支援機構交付金 。
歳 入 aEbコ、 言十 960，892 987，516 ム 26，624---------・/ / 

歳入
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説明比較前年度本年度項

貸付事業費

貸付金

23償還金、利子
及び割引料

国庫返還金

l
M
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平成 27年度育英奨学事業特別会計当初予算説明資料

l款 育英奨学資金貸付事業費

l項 育英奨学資金貸付事業費

1目 育英奨学資金貸付事業費

事 業 名 本年度 前年度 比較

人権教育課(内線 :7541)
(単位:千円)

財源 内 訳
備考

国庫支出金 起債 その他 繰入金

(繰越金)

育英奨学事業費 960， 892 987， 516 626， 624 10 503，018 
(諸収入)

457， 864 
下一タJレコスト 970， 210千円(前年度996，803千円) [正職員:1. 2人、非常勤職員:O. 7人]
主な業務内容 鳥取県育英奨学資金(高校・大学)の貸付

工程表の撤回標t鞠 安全、安心な教育環境の整備

事業内容の説明

事業の概要

県内に住所を有する者の子等で、高等学校等・大学等に在学する者のうち、経済的理由により

修学が困難である者に対して、育英奨学資金を貸与することにより、有用な人材を育成する。

2 事業内容 (単位:千円)

区分 予算額 事 業 内 ，廿~ 

貸与月額…(自 宅)国公立18，000円.私立30，000円
(自宅外)国公立23，000円.私立35，000円

高等学校等奨学資金 464， 988 新規採用枠...700人
貸与条件…成績基準なし、所得基準

返還方法…貸与終7後15年以内、無利子

貸与月額…国公立 45，000円、私立 54，000円
大学等奨学資金 487， 944 新規採用枠・・・240人

貸与条件…成績基準(学業成績3.0以上)、所得基準

返還方法・・貸与終了後20年以内、無利子

平成14年度から平成16年度までの品等学校奨学資金の

国庫補助金返還金 7， 960 財源として国庫補助金が充当されており、奨学生から

の返還金の2分のlを国へ返還するもの

合計 960， 892 

3 これまでの取組状況

奨学資金の貸与希望に対応し、平成26年度は次のとおり貸与を開始した。

-高等学校等奨学資金新規貸与者 471人
-大学等奨学資金新規貸与者 240人
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平成27年度 当初予算歳出事項明細書

(特別会計} (単位.千円}

下三
育英奨学資金貸付事聾費

うち教育聾員会

育英奨学資金貸付事業1

背貸英付事奨学業賞費金

1 曲 醐

立怯 会t

3 J聡国王当鐘

4 .七 ;;， 認臨

5 m. ~泊緒吻

6 恩桔及び退職年。

7 僧 '" 
8 却

，. a島

9 揖 .. 
硲周券信

"描怖静

特則旅泌

1 0 3 e 臨 著笹

1 1需 1ヨ 哩.

1 2役 主総 虚怠

1 3委 .. 乱立

14慰問斜及び賃借僻

1 5工.譜各都

1 6国対担砂

1 7公 '雌

1 8 i綿息融支聡

1 9負担金t柄助及ぴ交付金

20挟 '" 
砂

2 1貸 '" 
... 952.932 952.932 95U32 9i2.932 

22補償補填及び賠償金

23 '"現金』和子及び割引事 7.960 7.960 7. 960 7. 960 

24控資及び出資金

25 1.資 立 金

26寄 J言+ 金

27 1、 言問E 星島

28 f量 J~~ ... 
持毛 描 組会

百十 960. 892 960~ 9_60， 892 960. 892 

財 開成田 :.H ~ 

源 組 ， 金 503.018 503~ W.018 503，018 

内 そ の 他 457.874 457.874 ill. 874 157._874 

訳 事鐙収 入
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節 の 明 細 (育英奨学事業特別会計)

項 目 金額(千円)等

l款 育英奨学資金貸付事業費

l項 育英奨学資金貸付事業費

l目 育英奨学資金貸付事業費

貸付金 育英奨学生貸付金(高等学校等奨学金) 464，988 

育英奨学生貸付金(大学等奨学金) 487，944 

償還金、利子 国庫償還金 7， 960 

及び割引料
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

当該年度提出に係る分(特別会計)

事 項 E盟 度 額
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財 j原内訳

特 定 財 源

期 閑 金 額 期 間 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

平育(高成英等2奨学7学年校生度等貸奨付学金金)
平成28年度度から592，692 592，692 
平成32年 ま で 592，692 

育平(大英成学2奨等7学年奨生度学貸金付)金
平成28年度から

565，056 565，056 
平成33年度まで

565，056 
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債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は
支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

過年度議決済に係る分(特別会計)

事 項 PH 度
前年度末までの支出(見込)額 当該年度以降の支出予定額

左の財源内訳

額 特 定 財 i原

期 間 金 額 期 閑 金 額 国庫支出金 地方債 その他
一般財源

千円 千円

平成20年度

千円 千円 千円 千円 千円

育英奨学生貸付金 284，904 
平成21年度から

282，420 
平成27年度から

(大学等奨学金)
平成26年度まで 平成28年度まで

2，484 2，484 

育平成英奨22学年生度貸付金 779，544 
平成23年度から

767，664 平成27年度から

(大学等奨学金)
平成26年度まで 平成28年度まで

11，880 11，880 

平育成23年度 平成24年度から
英奨学生貸付金 795，972 768，348 

平成27年度から

(高等学校等奨学金)
平成26年度まで 平成28年度まで

27，624 4，606 23，018 

平成奨23学年生度貸 平成24年度から
育英 付金 569，916 432，216 

平成27年度から

(大学等奨学金)
平成26年度まで 平成29年度まで

137，700 一137，7目。

平成24年詳生度貸 平成25年度から
育英奨学 付金 707，436 455，304 

平成27年度から

(高等学校等奨学金)
平成26年度まで 平成29年度まで

252，132 37，543 214，589 

平成24年度 平成25年度から
育英奨学生貸付金 569，916 300，672 

平成27年度から

(大学等奨学金)
平成26年度まで 平成30年度まで

269，244 269，244 

平成25年度
育英奨学生貸付金 707，436 平成26年度 227，652 

平成27年度から
479，784 

(高等学校等奨学金)
平成30年度まで

65，941 413.843 

平成25年度

育英奨岸等学奨生学貸金付)金
569，916 平成26年度 150，336 

平成27年度から
419，580 

C大学等奨
平成31年度まで 419，580 

平成26詳年生度貸
育英奨学 付金 635，064 

平成27年度から
635，064 

{高等学校等奨学金)
平成31年度まで

42，661 592，403 

平育成英奨26学年生度貸付金 569，916 
平成27年度から

569，916 
(大学等奨学金)

平成32年度まで
569，916 
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議案第 36号(条例関係) 人事企画課、教育総務課

条

例 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

名

等

1 提出理由
義務教育費国庫負担金の算定基準額を踏まえ、他県との均衡を考慮し、公立学校の教諭等

が心身に著しい負担を与える業務に従事したときに支給される教員特殊業務手当について、

所要の改正を行う。

2 概 要
(1 ) 教員特殊業務手当の額を次のとおり引き上げる。

区分 手当の額

ア 非常災害時における児童若 1日につき 8，000円(現行 3， 200円)

しくは生徒の保護又は緊急の

防災若しくは復旧の業務

提 イ 児童若しくは生徒の負傷、 1日につき 7，500円(現行 3， 000円)

疾病等に伴う救急の業務又は

児童若しくは生徒に対する緊

出 急の補導業務

ウ 修学旅行、林間・臨海学校 1時間以上2時間未満 750円(現行 600円)

等において児童又は生徒を引 2時間以上3時間未満 1， 500円(現行 1， 200円)

由 率して行う指導業務で泊を伴 3時間以上4時間未満 2， 250円(現行 1， 800円)

うもの 4時間以上5時間未満 3， 000円(現行 2，400円)

エ 人事委員会が定める対外運 5時間以上6時間未満 3， 750円(現行 3， 000円)

及 動競技等において児童又は生 6時間以上 4， 500円(現行 3， 600円)

徒を引率して行う指導業務で
泊を伴うもの又は週休日若し

び 〈は休日等に行うもの

オ 部活動における児童又は生

徒に対する指導業務で週休日

概 又は休日等に行うもの

カ 農場等の管理業務、家畜及
び家畜舎等の管理業務又は家

要 畜等の分娩の補助に係る業務

で夜間又は週休日若しくは休

日等に行うもの

(2 ) 被害が特に甚大な非常災害の際に、心身に著しい負担を与えると認められる業務に従

事した場合は、 ( 1 )の表のアの業務に係る手当の額に8，000円(現行 3， 200円)を加算

する。

3 施行期日

平成27年4月1日
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職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

職員の特殊勤務手当に関する条例(昭和27年鳥取県条例第39号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正する。

改正後 改正前

(教員特殊業務手当) (教員特殊業務手当)

第23条 教員特殊業務手当は、公立学校に勤務する主|第23条 教員特殊業務手当は、公立学校に勤務する主

幹教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、助教諭、養護| 幹教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、助教諭、養護

助教諭、講師、実習助手又は寄宿舎指導員(給与条| 助教諭、講師、実習助手又は寄宿舎指導員(給与条

例別表第3のア教育職給料表(1 )又はイ教育職給料l例別表第3のア教育職給料表(1)又はイ教育職給料

表 (2)の適用を受ける職員に限る。)が次に掲げる! 表 (2)の適用を受ける職員に限る。)が次に掲げる

業務に従事した場合において、その業務が心身に著| 業務に従事した場合において、その業務が心身に著

しい負担を与えると人事委員会が認める程度に及ぶ

ときに支給する。

(1)-(6) 略

しい負担を与えると人事委員会が認める程度に及ぶ

ときに支給する。

(1)-(6) 略

2 前項の手当の額は、次の各号に掲げる業務の区分12 前項の手当の額は、次の各号に掲げる業務の区分

に応じ、それぞれ当該各号に定める額とする。 1 に応じ、それぞれ当該各号に定める額とする。

(1 ) 前項第1号アの業務業務に従事した日 1日1 (1) 前項第l号アの業務業務に従事した日 1日

』ごつき&盟OPl 1 につき主却E旦
(2) 前項第 l号イ文はウの業務業務に従事した 1 (2) 前項第 l号イ文はウの業務 業務に従事した

日1日につき1...2盟旦

(3) 前項第2号から第4号まで及び第6号の業務

、次に掲げる業務に従事した時間(人事委員会規

則で定める時間に限る。)の区分に応じ、それぞ

れに定める額

ア 1時間以上2時間未満 750Pl

イ 2時間以上3時間未満 1.500円

ウ 3時間以上4時間未満 2.250円

エ 4時間以上5時間未満 3. 000円

オ 5時間以上6時間未満 3，750円

カ 6時間以上 4.500円

(4) 略

日1日につき主』盟E
(3) 前項第2号から第4号まで及び第6号の業務

次に掲げる業務に従事した時間(人事委員会規

則で定める時間に限る。)の区分に応じ、それぞ

れに定める額

ア 1時間以上2時間未満盟立E
イ 2時間以上3時間未満 1.200円

ウ 3時間以上4時間未満 L800円

エ 4時間以上5時間未満 2.400円

オ 5時間以上6時間未満 3，000円

カ 6時間以上 3.600円

(4) 略

3 前項の規定にかかわらず、被害が特に甚大な非常13 前項の規定にかかわらず、被害が特に甚大な非常

災害(災害対策基本法(昭和36年法律第223号)第| 災害(災害対策基本法(昭和36年法律第223号)第

24条第 1項に規定する非常災害対策本部又は同法第 1 24条第 l項に規定する非常災害対策本部又は同法第

28条の2第 l項に規定する緊急災害対策本部が設置 1 28条の2第1項に規定する緊急災害対策本部が設置

される災害をいう。)の際に、心身に著しい負担を| される災害をいう。)の際に、心身に著しい負担を

与えると人事委員会が認める業務に従事した場合に| 与えると人事委員会が認める業務に従事した場合に

おける第 1項第 1号アの業務に係る同項の手当の額| おける第 l項第 l号アの業務に係る同項の手当の額

は、前項第 l号に定める額にι』盟Eを加算した額| は、前項第 1号に定める額に1..1盟Eを加算した額

とする。 とする。

附員1J

この条例は、平成27年4月l日から施行する。
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議案第40号(条例関係) 小中学校課(内線 :7931)

条

例 鳥取県附属機関条例の一部改正等について

名

等

l 提出理由
教科用図書の採択に関する事務について、都道府県の教育委員会の諮問に応じ、調査審議

するために設置した附属機関について、その調査審議する事項を改める。

提

2 概 要

出 (1)見直しを行う附属機関とその内容

改正後 改正前

理 名称 調査審議する事項 名称 調査審議する事項

鳥取県教科用図 義務教育諸学校の教科 鳥取県教科用図 義務教育諸学校の教科

由 書選定審議会 用図書の無償措置に関 書選定審議会 用図書の無償措置に関

する法律施行令(昭和 する法律施行令(昭和

及 39年政令第14号)筆s_ 39年政令第14号)筆lL
条各号に掲げる事項 条各号に掲げる事項

び

概 (2 )見直しの理由

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施行令の一部改正に伴い、同法施

要 行令第 9条が第 8条になったため。

3 施行期日

平成27年4月1日
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鳥取県附属機関条例の一部を改正する等の条例

(鳥取県附属機関条例の一部改正)

第 1条 鳥取県附属機関条例(平成25年鳥取県条例第53号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正する。

改正後

別表第 2 (第2条関係)

名称

略

鳥取県教科用図書

選定審議会

略

附員IJ

(施行期日)

調査審議する事項

義務教育諸学校の教科用図書

の無償措置に関する法律施行

令(昭和39年政令第14号)筆

8条各号に掲げる事項

l この条例は、平成27年4月1日から施行する。

改正前

別表第2 (第2条関係)

名称 今調査審議する事項

略

鳥取県教科用図書 義務教育諸学校の教科用図書

選定審議会 の無償措置に関する法律施行

令(昭和39年政令第14号)筆

9条各号に掲げる事項

略
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件
鳥取県附属機関条例の一部改正等について

名

1 提出理由

鳥取県教育審議会答申「鳥取県における今後の特別支援教育の在り方について」

(平成26年9月29日)の提言を受け、市町村教育委員会への支援を充実することを

目的として、県教育委員会の役割について見直し、鳥取県就学指導委員会の名称及

び所掌事務を変更するため、所要の改正を行うものである。
F 

また、県行政への専門的知識や外部からの意見の導入を行うため、県の施策等に

ついて調査審を行う附属機関を新設するものである。
. 

提 2 概 要

[改正]

名称 調査審議する事項

出
鳥取県就学支援委員会 障がいのある児童、生徒等の就学先及び転学等に関す

る事項

(1)委員の構成

理
特別支援教育関係有識者、医師、児童福祉施設関係者、児童相談所など

(2 )調査審議の内容

-保護者との合意形成が難しい障がいのある児童生徒等の就学先及び転学等の教育

由
措置についての助言

[新設]

名称 調査審議する事項

及
鳥取県特別支援学校技能 特別支援学校における技能検定に関する事項

検定運営委員会

鳥取県特別支援学校通学 特別支援学校の児童及び生徒の通学支援に関する事項

支援検討委員会

ぴ
(1)委員の構成

[鳥取県特別支援学校技能検定運営委員会]

民間企業経営者など

概
L鳥取県特別支援学校通学支援検討委員会]

自立支援協議会、学校関係者など

(2 )調査審議の内容

要
L鳥取県特別支援学校技能検定運営委員会]

-鳥取県特別支援学校技能検定の在り方及び方向性の検討

-検定内容及び審査基準の決定

-検定の審査及び級の認定

[鳥取県特別支援学校通学支援検討委員会]

-個々の児童生徒の実態に応じた通学支援方法の検討

-今後の通学支援体制の構築に関する検討

3 施行期日

平成27年 4月1日
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鳥取県附属機関条例の一部を改正する等の条例案

(鳥取県附属機関条例の一部改正)

鳥取県附属機関条例(平成25年鳥取県条例第53号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線及び太枠で示すように改正する.

改正後 改正前

別表第2 (第2条関係) 別表第 2 (第2条関係)

名称 調査審議する事項 名称 調査審議する事項

{略 略

鳥取県就学支援委 障がいのある児童、生徒等の 鳥取県就学指導季 障がい児の障がいの種類及び
-、

星会 就学先及び転学等に関する事 墨金 程度に応じた就学指導に関す

項 る事項

鳥取県特別支援学 特別支援学校における技能検

校技能検定運営委 定に関する事項

員会

鳥取県特別支援学 特別支援学校の児童及び生徒

校通学支援検討委 の通学支援に関する事項

員会

鳥取県特別支援学 特別支援学校における医療的 鳥取県特別支援学 特別支援学校における医療的

校における医療的 な介助行為の実施に関する事 校における医療的 な介助行為の実施に関する事

ケア運営協議会 項 ケア運営協議会 項

鳥取県 ICT活用 情報通信技術を活用した教育

教育推進協議会 の推進に関する事項

略 略
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議案第40号(条例関係) 教育センター (0857-28-2321)

条

例 鳥取県附属機関条例の一部改正等について

名

等

1 提出理由

提 本県における ICT活用教育推進のためのビジョン策定に向け、課題や今後の方向性につ

いて専門家による検討を行い提言をするために設置した附属機関について、その役割を終了

出 したため廃止する。

理 2 概 要

(1)廃止する附属機関

由 名称 調査審議する事項

鳥取県 ICT活用教育推進協 通信技術を活用した教育の推進に関する事項

及 議会

7J. (2 )廃止の理由

鳥取県 ICT活用教育推進協議会提言の検討が終了したことによる。

概

3 施行期日

平成27年4月 l日

勺
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鳥取県附属機関条例の一部を改正宇る等の条例

(鳥取県附属機関条例の一部改正)

第l条 鳥取県附属機関条例(平成25年鳥取県条例第53号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線及び太枠で示すように改正す

る

改正後

別表第 2 (第2条関係)

名称

略

鳥取県特別支援学

校における医療的

ケア運営協議会

略

附則

(施行期日)

調査審議する事項

特別支援学校における医療的

な介助行為の実施に関する事

項

1 この条例は、平成27年 4月1日から施行する。

改正前

別表第2 (第2条関係)

名称 調査審議する事項

略

鳥取県特別支援学 特別支援学校における医療的

校における医療的 な介助行為の実施に関する事

ケア運営協議会 項

J鳥取県 ICT活用 情報通信技術を活用した教育

教育推進協議会会 の推進に関する事項

略
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79 59) 高等学校課(内線:7 9 1 6、議案40号(条例関係)

鳥取県附属機関条例の一部改正等について
条
例
名
等

[新設]
1 提出理由

優秀な発表者の選考に係る事項を調査審議するために設置した附属機関について、その
名称及び調査審議する事項を改める。

また、地域で活躍できる人材育成のあり方について調査審議するため、附属機関を新た
に設置する。

提

出

“ 
(> 

( 2 )委員の構成
ア 鳥取県高校生英語弁論大会審査会

6人以内
鳥取県高校生理数課題研究等発表会審査会

5人以内
鳥取県立鳥取工業高等学校地域の産業界と学校のネットワーク会議及び鳥取県立倉
吉総合産業高等学校地域の産業界と学校のネットワーク会議
企業関係者10名以内

イ

ウ

事

由

(3 )調査審議の内容
ア 鳥取県高校生英語弁論大会審査会
(ア)鳥取県高校生英語弁論大会における、参加者の弁論審査、採点及び順位の決定に

関すること。
(イ)鳥取県高校生英語弁論大会における、参加者の技量向上や参加者が在籍する学校

の指導に関する乙と。
(ウ)鳥取県内の高校生等の英語弁論能力の向上に関すること。

イ 鳥取県高校生理数課題研究等発表会審査会
(ア)鳥取県高校生理数課題研究等発表会における、参加者の発表審査、採点及び順位

の決定に関する乙と。
(イ)，鳥取県高校生理数課題研究等発表会における、参加者の学習意欲向上や参加者が

在籍する学校の指導に関すること。
(ウ)鳥取県内の高校生等への理数教育の充実に関すること。

ウ 鳥取県立鳥取工業高等学校地域の産業界と学校のネットワーク会議及び鳥取県立倉
吉総合産業高等学校地域の産業界と学校のネットワーク会議

(ア)産業界と学校のネットワークを構築し、地域の産業界の担い手を育成する事項
(イ)地域の産業界と連携して各学校に応じた教育プログラムを設定又は検証する事項
(ウ)経済・産業情勢の変化及び産業界のニーズに、教育を迅速に対応させる事項

び

概

要

U 

施行期日
平成27年4月1日

3 
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鳥取県附属機関条例の一部を改正する等の条例

(鳥取県附属機関条例の一部改正)

第 l条 鳥取県附属機関条例(平成25年鳥取県条例第53号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を問表の改正後の欄に掲げる規定に、下線及び太枠で示すように改正す

る。

改正後

別表第 1 (第2条関係)

名称

鳥取県グローパル

-リーダー育成事

業運営指導委員会

鳥取県高校生英語

弁論大会審査会

鳥取県高校生理数

課題研究等発表会

審査会

略

鳥取県立鳥取商業

高等学校地域の産

業界と学校のネッ

トワーク会議

鳥取県立鳥取工業

高等学校地域の産

業界と学校のネッ

トワーク会議

略

鳥取県立倉吉農業

高等学校地域の産

業界と学校のネッ

トワーク会議

鳥取県立倉吉総合

産業高等学校地域

の産業界と学校の

ネットワーク会議

略

略

附則

。面行期日)

調査審議する事項

世界で活躍できる人材の育成

に取り組む高等学校における

教育課程の開発・実践等の体

制整備に関する事項

鳥取県高校生英語弁論大会に

おける優秀な発表者の選考に

関する事項

鳥取県高校生理数課題研究等

発表会における優秀な発表者

の選考に関する事項

地域で活躍できる人材育成の

あり方に関する事項

l この条例は、平成27年4月1日から施行する。

改正前

別表第 1 (第2条関係)

名称 調査審議する事項

鳥取県グローバル 世界で活躍できる人材の育成

-リーダー育成事 に取り組む高等学校における

業運営指導委員会 教育課程の開発・実践等の体

制整備に関する事項

略

鳥取県立鳥取商業 地域で活躍できる人材育成の

高等学校地域の産 あり方に関する事項

業界と学校のネッ

トワーク会議

略

鳥取県立倉吉農業

高等学校地域の産

業界と学校のネッ

トワーク会議

略

略
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議案第40号(条例関係) 体育保健課(内線 :7527)

条
伊l 鳥取県附属機関条例の一部改正等について

名

等

l 提出理由
学校の実践的な防災教育の充実を図ることを目的とした事業を実施するために設置した附

属機関について、その名称及び調査審議する事項を改める。

提

ロ 2 概 要

出 (1)見直しを行う附属機関とその内容

改正後 改正前

理 名称 調査審議する事項 名称 調査審議する事項

鳥取県学校の安 学校の実践的な安全教 鳥取県学校の防 学校の実践的な防災教

由 全教育推進委員 育の充実を図るととを 災教育推進委員 宣の充実を図る乙とを

金 目的とした事業の実施主主 目的とした事業の実施

及 に関する事項 に関する事項

び

概 (2 )見直しの理由

事業の実施内容について、 「防災に関すること」に加え、 「交通安全に関すること」及

要 び「防犯を含む生活上の安全に関すること」を追加することとしたため。

3 施行期日
平成27年 4月1日

" 
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鳥取県附属機関条例の一部を改正する等の条例

(鳥取県附属機関条例の一部改正)

第1条 鳥取県附属機関条例(平成25年鳥取県条例第53号)の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線及び太枠で示すように改正す

る.

改 正 後

別表第 2 (第2条関係)

名称

略

鳥取県学校の安全

教育推進委員会

略

附 則

(施行期日)

調査審議する事項

学校の実践的な安全教育の充

実を図るととを目的とした事

業の実施に関する事項

1 この条例は、平成27年 4月1日から施行する。

改正前

別表第2 (第2条関係)

名称 調査審議する事項

略

鳥取県学校の防災 学校の実践的な防災教育の充

整育推進委昌会 実を図ることを目的とした事

業の実施に関する事項

略
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議案第52号(その他) 教育環境課(内線:7507) 

工事請負契約(県立米子東高等学校管理・教室練新築工事(建築第一工区))の

名 I 1 締エ提結亭出に崎浬ついて

| 由
負契約を締結することについて、地方自治法(昭和22年法律第67号)

提

出

理|

由 l

及|

び|

概

要

第96条第1項の規定により、本議会の議決を求める。

2 概要

(1)工事名

県立米子東高等学校管理・教室棟新築工事(建築第一工区)

(2)工事場所

米子市勝田町

(3)契約の相手方

県立米子東高等学校管理・教室棟新築工事(建築第一工区)美保テクノス・

リンクス・大協組特定建設工事共同企業体

代表者米子市昭和町25番地
美保テクノス株式会社
取締役社長野津一成

境港市蓮池町50番地l
株式会社リンクス
代表取締役池田幸仁

米子市蚊屋235番地2
株式会社大協組
代表取締役小山典久

(4 )契約金額

615.600.000円

( 5)工事費の減による減額

工期内において、契約金額が適正な工事費より過大となったと認められる場
合は、上記契約金額から当該過大となった額を減額するものとする。

(6 )工事完成期限
平成28年 5月31日

(7 )契約締結の方法
制限付一般競争入札

-257-



議案第55号(その他) 教育環境課(内線:7946) 

4平
財産を無償で貸し付けること(鳥取東高等学校進入路)について

名

l 提出理由

鳥取東高等学校の生徒等の交通安全及ひ可利便性を確保し、市道として良好な管

理を行うため、引き続き鳥取市に無償で貸し付けようとするものである。 且

提 2 概要 • 
(1)財産の内容

出
種類 所在地 数量

理
鳥取市立川町五丁目 179番

土地 246.71平方メートル
ほか4筆

由

及
(2)相手方

び 鳥取市尚徳町 116番地

鳥取市

概

( 3)貸付期間

要 平成27年4月1日から平成32年3月31日まで

(4)経緯

平成7年5月1日から鳥取市に市道の用に供するため無償貸付している。

。
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議案第56号(その他) 教育環境課(内線:7946) 

件
財産を無償で貸し付けること((元)鳥取農業高等学校実習農園)について

名

l 提出理由

当該土地は県史跡天神山城跡(因幡守護所跡)として保護すべき土地であ

ピ、 り、今後の活用策等が決定されるまでの問、維持管理費の低減及び防犯対策

を図る観点から、引き続き山王団地自治会に無償で貸し付けようとするもの
Zプ

である。

提

2 概要
出

(1)財産の内容

理 種類 所在地 数量

由 土地
鳥取市湖山町南三丁目 607番1

1.709.40平方メートル
のうち一部

及

(2)相手方
び

鳥取市布勢381番地2

概
奥井和雄(山王団地自治会会長)

要 ( 3)貸付期間

平成 27年4月 l日から平成 30年 3月31日まで

(4)経緯

平成 18年 10月 11日から山王団地自治会に市民農園及び、防犯灯敷地の

用に供するため無償貸付している。
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議案第58号(その他) 教育環境課(内線:7946) 

件
財産を無償で譲渡すること((元)赤碕高等学校プール)について

名

1 提出理由

学校再編により廃止となった県立高等学校のうち、県で活用の予定がな〈、琴

浦町から地域住民の防火水槽として活用したい旨の要望のあった土地及び工作

物について無償譲渡しようとするものである。

提

2 概要

出 (1)財産の内容

理
種類 所在地 数量

土地
東伯郡琴浦町大字赤碕字津山

1，291. 52平方メートル
1945番32由

工作物
東伯郡琴浦町大字赤碕宇津山

一式及 1945番32

び
(2)相手方

概 東伯郡琴浦町大字徳万 591番地2

琴浦町

要

(3 )経緯

(元)赤碕高等学校跡地に琴の浦高等特別支援学校を設置するにあたり、

解体撤去予定であったプールを、琴浦町からの要望により町の防火水槽として

活用することとなり、敷地の地積測量等が完了した。
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